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　老人は、夢を見ていた。

　遠い、昔の夢を――。

　その時の老人は、まだ青年といっていいほどの年齢で、その青年の視線の先には、常に少女の姿があった。

　優しい目をした、長い髪の少女。

　思い出の中の彼女は、いつでも青年の視線に微笑を返し――。

　しかし、それだけだった。

　彼女はもう、いない。

　殺されたのだ。――権力に目が眩くらんだ愚おろかな男に。

　そして、青年の時は、少女の死とともに終わった。だが、彼はそれでも生きることを選んだ。全すべては、あの男に復ふく讐しゆうするため。

　だから。

　彼は夢の中の少女――微笑ほほえむだけの人形に跪ひざまずいた。少女は青年を笑顔のまま一いち瞥べつし、そして空に溶けた。

　青年は老人に戻り、何もない空間を一人歩き始めた。



    

  
    
      


第一話　体育祭の季節



　白い、大きな建物が見える。少し黄ばんだ、四階建ての建物だ。

　上空から、それを眺めていた少女は、目を輝かせた。茜あかね色いろの髪をお下げの三つ編みにした、幼い女の子である。

　少女は首を傾かしげて、目の前にいる、緑の髪の少年に言う。

「ねえねえザイス！　あれがいちやが行ってるっていう、学校ってところ？」

「ああ。前にここであいつを見たことがある。たぶんそうだろう」

「へー。すっごい大きいね！」

　少女は感嘆の声をあげて、ザイスと呼ばれた少年の背中にしがみついた。

「うわぁ!?」

　ザイスはびっくりして身体からだを震わせた。同時に、彼らの地面も揺れる。

　白い校舎の遥はるか上空。そこを飛行する一匹の小鳥の上に、二人はいた。

　小鳥の上に乗って、空を飛ぶことができる――それくらい小さな身体を持つ子どもたち。

　彼らは、現代に生きるこびとたちであった。



　　　＊＊＊＊



　前日に降った雨のせいで、グラウンドは少しぬかるんでいるようだった。

　梅つ雨ゆ時どきだから仕方ないのだろうが、最近、どうにも雨が多い。今は一転、晴れてはいるが、この天気もいつまで続くか分からなかった。

　白い、学校指定の運動靴の一団が、靴の裏側を気にしながら校舎へと入っていくのを、一いち弥やは何とはなしに眺めていた。

　弓ゆみ島しま一弥。一七歳。黒い瞳ひとみに、茶色がかった髪の、何の変哲もない高校二年生である。

　体育をしていた生徒たちの授業は終わったらしいが、一弥のクラスでは、いまだ授業中であった。あと、五分もすればお昼休みになる。

　一弥はノートに視線を戻し、暇そうに授業が終わるのを待った。





「やっと昼飯だなー。弓島ー」

　チャイムが鳴り、教師が教室から去って行くと、すかさず鞄かばんを持った少年が一弥の前の席にやってきて、腰を下ろした。菊きく池ち大だい輔すけ。一弥の同級生であり、友人である。

「そうだな」

　一いち弥やは言って、机の脇わきに置いてある鞄かばんを持ち上げた。

　膝ひざの上に鞄を載せ、ごそごそと中身を探る。弁当を取り出し机に置いて、一弥はさらに紙袋を取り出すと、目の前の菊きく池ちに向かってその紙袋を手渡した。

「そうだ、菊池。これ、返すよ」

「お、やったのか。で、どうだった？」

　紙袋を受け取って、菊池が問いかける。

「うーん……」

　一弥は渋い顔をした。紙袋の中身は、菊池が無理矢理貸しつけてきた恋愛シミュレーションゲームだったりするのだが……実は、最後までプレイしてなかったりする。

　一弥は弁当のふたを開けながら、言いにくそうに口を開いた。

「実は……小さ百ゆ合りのやつが横で見てたんだけどさ」

　小百合とは、先月一〇歳になったばかりの一弥の妹の名前である。

　菊池は驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けて言った。

「さゆちゃんが!?――すごい状況でやってるなお前」

「いや、俺おれの家、テレビは居間にあるのだけだし」

「居間でギャルゲー……。弓ゆみ島しま、お前は俺が思っていた以上の男かもしれんな」

「どんな風に思ってたんだよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　とりあえず突っ込んでから、一いち弥やは話を戻した。

「まあいいや。で、結構話は面白かったんだけどな、小さ百ゆ合りのやつが途中でさ、

『こんな女の子、現実では絶対にいないよね』

　とかいろいろ微妙な発言をしてくるんだよ。なんか途中でやる気なくなっちゃって……。ほんとごめんな。せっかく貸してくれたのに……」

　言い訳モードに入っていた一弥は、あることに気付いて話を止めた。弁当を食べていた菊きく池ちが、ふいに箸はしを置いてフルフルと震え出したのだ。

「……菊池？」

　恐る恐る呼びかける一弥。するとそれを引き金にしたように、突然菊池が叫び出した。

「何言ってるんだよ弓ゆみ島しま！　『いいや、そんなことないよ小百合。ここにいるじゃないか。お前というかわいい妹がね！』くらい言えよ！　兄として！」

「兄なら普通言わないだろ？　そのセリフは」

「いや、言え！」

　乱暴に、菊池は叫んだ。

　これが冗談だというのなら話は分かる。しかし、どうも本気で言っている節があるのが一弥には辛つらいところであった。

　菊池は、普段はわりといい友だちなのだが、こと一弥の妹が絡むとおかしくなる。彼女を『俺おれの天使』だとか呼び、あまつさえ『さゆちゃんを見守る会』なんていういかがわしい会まで結成してしまっているのだ。

　一弥には、妹の何がいいのかさっぱり分からないのだが……。

　半分諦あきらめ口調になりつつも、一弥は言う。

「小百合はそんなかわいい妹じゃないよ」

「いいや、かわいい」

　案の定、菊池は譲らなかった。

「普通の女なら『こんな女いるわけねえっつうの！　げひひ』くらいは言うところをさゆちゃんは『現実にはいないよね』なんだぞ！　この幸せ者めがッ！」

「お前の言う普通の女の子の方が普通にいないと思うんだが……」

「だからお前は現実が見えてないんだよ！」

　ビシッと人差し指を向けて、菊池は断言した。

　しばらくの沈黙。一弥は、弁当に箸をつけると、適当に相づちを打った。

「……はいはい」

「うお。なんかむかつくぞ弓島」

「そうですかそれは困りましたね」

「……」

　納得がいかないといった表情の菊きく池ちだったが、もうこれ以上言っても相手にされないのが分かったのか、同じく静かに弁当を食べ始める。

　菊池は弁当をついばみながら、ぼんやりと窓の外を眺め――

「なあ。弓ゆみ島しま」

「なんだ？」

「やっぱり、今日も放課後練習あるのかなぁ？」

「あるだろ。地面もう乾いてきてるみたいだし」

　一いち弥やは、同じく窓の外のグラウンドを眺めながら言った。

　放課後練習とは、体育祭の種目別練習のことだ。

　一弥たちの通う高校――兵庫県立宝たから稲いな高等学校は、毎年六月の中旬に体育祭を行っている。そして、今はちょうどその体育祭の準備期間の真っ最中なのだ。

「うえー。本当かよー。弓島、お前実行委員だろ？　中止とか中止とか中止とか聞いてないのか？」

「いや、今のところ聞いてないけど」

「じゃあお前の力で中止にしてくれよ」

「あのなぁ……」

　無茶を言い出した菊池に、一弥は呆あきれた。

　確かに、一弥はこのクラスの体育祭実行委員である。しかし、たかが実行委員にそんな権限があるはずがないのだ。

　嘆息する一弥に、菊池は弁当のチキンカツを頬ほお張ばりながら、

「あー、めんどくせーなー。さゆちゃんが観みにきてくれるっていうんなら、頑張ってもいいんだけど……平日だしなー」

　と、本当にだるそうな顔をして言った。

　ちなみに、菊池の出る種目は大縄跳びと綱引き。選んだ理由は――予選がなくて一回きりだから、らしい。

「そんなこと言うなよ。菊池、こういうのは応援があるから、とかそういうもんじゃないだろ？　大切なのは、自分がいかに頑張れるか。つまり、自分との戦いなんだよ」

「……弓島。お前、こういう時だけキャラ変わるの止やめてくれよ……」

「そうか？　でも、走るのって気持ちいいだろ？」

　一弥は妙に爽さわやかな笑みを浮かべて言った。

　やる気ゼロの菊池に対し、一弥はこの体育祭をわりと楽しみにしていた。

　細い体つきの一弥は一見、貧弱そうに見られがちであるが、実は運動が大の得意なのである。特に走ること全般は大好きだった。

　菊池は異星人でも見るかのような目つきで一弥を見ると、嘆息した。





　――放課後。

　放課後練習がなくなるはずもなく、一いち弥やと菊きく池ち、それにその他大勢の生徒は、体操着でグラウンドに出ていた。

「ピィィ！」

　体育委員の生徒が、ホイッスルを鳴らして集合をかける。

　練習の最初と最後に点呼を取ることになっているのだ。

　クラス全員が揃そろっていることを確認した体育委員は、散開を命じる。

　一弥は菊池と別れてグラウンドの中央に向かった。遅れて、先ほどの体育委員、柳やなぎ原はら洋よう二じもやってくる。

　柳原とは、出席番号が近いので話す機会も多い。一弥に体育祭実行委員になるように頼んだのも、この柳原だった。

「やっと今日から走れるな」

　柳原は軽く伸びをしながら言った。一弥と柳原は、スウェーデンリレーに出場することになっていた。

　スウェーデンリレーとは、四人一組で行われるリレー競技の一種だ。

　最初の一人が一〇〇メートルを走り、次が二〇〇メートル、その次が三〇〇メートル、そして最後の一人が四〇〇メートル、と徐々に走る距離が増えてゆくリレー競技である。

　先日の練習まではほとんどがバトンパスの練習だったので、まともに走るのは今日からといってもいい。口には出さなかったが、一弥も柳原と同じ気分だった。

（とはいえ、ほどほどにしとかないとな）

　一弥は僅わずかに苦笑した。普通の生徒は、練習が終わったら帰るだけなのだが、一弥たち体育祭実行委員はこの後も残ってすることがあるのだ。

（雑用ばっかだけど）

　一弥は肩をすくめた。

　実際、運動が得意だからという理由で選ばれたはずの実行委員なのに、やっていることはほとんど体育とは関係のない仕事ばかりだったりする。

　ともかく、すぐに帰れるわけではないのだから、体力は温存しておかなければならない。

　スウェーデンリレーで、一弥は四〇〇メートル区間を担当することになっていた。つまりはアンカーである。長いわ全力疾走しないといけないわで、四〇〇メートル区間は、わりと疲れる部分だった。

　しかし、この競技での優勝を目もく論ろんでいる柳原は、一弥が練習で本気を出すのを嫌っていた。いわく、

「彗すい星せいのごとく現れてこそ、真のヒーローになれる」

　――のだそうだ。何はともあれ、適当に走ればいいだけみたいなので一いち弥やにはありがたかった。

　一弥は他ほかのランナーからバトンを受け取り、トラックを周回した。

　練習のためのかけ声、歓声。校庭を覆おおう騒音が、走るうちに消えてなくなっていく。

　残るのは、自分と目の前の道だけ。

　この瞬間が一弥は好きだった。世界が、ものすごくシンプルになる瞬間。

　走り終えると、柳やなぎ原はらが大声でみんなに呼びかけるのが聞こえてきた。

「よし。じゃあ、あと一回通してやって、今日の練習は終わりだな」

　額から流れ落ちる汗を腕で拭ぬぐいながら、一弥はうなずいてコースから出た。

　順番を待っていた他のクラスの面々が入れ違いに走り出す。その間は、またバトンパスの練習だ。

　やがて、再び一弥たちのチームの番が回ってくる。

　練習時間の終わりが迫っているので、一弥たちは急いでスタートを切った。

　最初は一〇〇メートルを走る石いし井い。

　彼も本気を出していないのだろうが、なかなかに速い。

　次にバトンを受け取ったのは二〇〇メートルを走る柳原。そして、三〇〇メートルを走る松まつ岡おかにバトンが渡る。

　一弥はコースに出て、松岡がやってくるのを待った。右手を後ろに差し出し、軽く後方を振り向いて、松岡の姿を目で追う。

　待機地点の一〇メートルほど前に入った松岡を確認すると、一弥はまっすぐ前を向いて走り出した。

「松岡！」

「おう！」

　声をかける一弥に、松岡が叫ぶ。二人の走る速度がほぼ同じになり、バトンの受け渡し区間であるテイクオーバーゾーンも終わりが近付く。

「弓ゆみ島しまぁ！」

　松岡は叫んで、一弥の右手にバトンを差し出した。

　タイムロスを恐れて後ろを振り向かない戦法を取っている一弥は、手探りでそれを受け取る。――何かしら手て応ごたえを感じる。

「よし！」

　一弥は叫んで走り出した。右手には渡されたはずのバトン。彼はそれを握りしめ、風を切り、腕を振って……。

　――ボキャ。

　奇妙な音が聞こえた。その音と感触に驚いて、一いち弥やはゆっくりと減速し、立ち止まった。

　右手を見る。

　そこにあったのは――青々とした、キュウリだった。



    

  
    
      


第二話「九組くん」の悲劇



　一弥の自宅と、そして彼が通っている宝たから稲いな高校がある町、兵庫県宝稲郡。そこはいわゆる『中途半端な田舎いなか』だった。

　宝稲にはちゃんとした道路も通っていれば、鉄道も通っている。一企業独占な感じではあるが、一応スーパーもある。

　しかし、それだけだった。

　下水道は普通に通っておらず、発展しているふうなのは国道付近だけ。あまりにも何もないので、そこを通るドライバーも他ほかの市町村への通り道にしか利用してくれない。

　たっぷりと広がる自然も、別に名所というわけでも何でもないので誰だれも行かない。

　しかし――。



　その自然の中に、悠ゆう々ゆうと広がる、知られざる里があった。

　特殊な結界により守られた、広大な隠れ里。

　そこに住んでいるのは、普通の人々ではなかった。

　久く那な斗との民――全長約一〇センチほどの大きさの、小さな人間たち。

　俗に、こびとと呼ばれる人々だ。

　彼らは、導き手である里長を中心として、古くから発展を続けてきた。里といっても現在の人口は千人弱――ちょっとした都市であるといえなくもない。

　他ほかに仲間もいない彼らは、里に閉じこもって暮らしてきた。

　外の世界に巨人が住んでいることも知ってはいるが、それはむしろ畏い怖ふの対象であり、いっそう彼らを閉鎖的にしていた。

　そして、彼らが外に出ない最大の理由。

　それは、彼らの寿命が、極端に短いことであった。

　彼らは平均して、普通の人間の一〇分の一くらいの歳月しか生きることができない。

　しかし、たった一つだけ、それから逃れる方法があった。

　それは、里――結界の中から出ないことである。

　里を外の世界から見えなくするための結界。それは同時に、彼らの寿命を外に住む巨人と同じくらいにする作用も備えていた。

　危険を冒してまで外に出る久く那な斗との民など、ほとんどいない。

　だからこそ、彼らは外の人間に気付かれることなく、今まで平和に暮らしてくることができたのである。

　しかし……。

　何事にも例外はあった。



　　　＊＊＊＊



「ザイスー。早く行こうよー」

　自分よりも一回り以上も大きい鳥に頭をもたせかけて、パウエルは言った。

　赤いとんがり帽子に、お下げの三つ編み。髪の毛と同色の、こぼれるほどに大きな茜あかね色いろの瞳ひとみが印象的な幼い少女だ。

　薄灰色の羽毛に頬ほおを擦こすりつけ、パウエルはじれったそうに足の先をばたばたと動かした。

「グィーギッ」

　パウエルのもたれかかっている鳥が、やや、うっとうしげに首を回した。同時に、ばさりと翼を広げる。パウエルは弾はじかれて地面にしりもちをついた。

「ふぎゃっ」

　目を白黒させるパウエル。少し離れた場所にいた少年、ザイスは眉まゆをひそめた。

　年の頃ころは一五、六。硬質な薄緑の短髪、深緑の瞳――どことなく鋭い印象を持った里の長おさの一人息子である。

　ザイスは、呆あきれた様子でパウエルを見ていた。

「何をやっとるんだ……あいつは」

　そのまま、ため息をつく。しかし、彼のその口元には少しばかりの笑みが浮かんでいた。

「ふふ。待ちくたびれてしまったようですわね」

　上品に微笑ほほえんで言ったのは、ザイスの目の前にいる女性だった。まっすぐに長い、プラチナブロンドの髪がさらりと揺れる。

　彼女の名はミトク。この久く那な斗との里の長おさにして、ザイスの母親である。

　そして、彼女のいるこの場所は、里長の住まい兼、里の政治の中枢である宮殿の裏庭だった。

「それではザイス。頼みましたよ」

「はい。母上」

　母の言葉に、ザイスは素直にうなずいて、再びパウエルへと視線をやる。その時だった。

「――ザイス様っ！」

　叫んだのは、突然やってきた少女だった。紺色の、一つに結った髪をひらひらとさせながら、彼女はザイスの元まで駆けつけると、

「『外』へ行くのでしたら、私も……！」

　真っ赤な顔をして、息も切れ切れに言う。その姿を認めたパウエルがニコッと笑って言った。

「あ、アテナちゃんだー」

　パウエルは立ち上がると、おしりについた砂をパンパンと払った。

「アテナちゃんも一緒に行くの？」

「ええ、そうさせてもらおうと思ってやってきたのです」

　アテナはだいぶ息も整ってきたようで、微笑みながら答えた。

　アテナは、パウエルの友人であり、宮殿に仕えている少女である。同じ師に師事していることから、ザイスともわりと気安い関係だった。

　アテナは頭を下げて言った。

「ザイス様。お願いします」

「駄目だ」

　即座に断るザイス。アテナは藍あい色いろの目をこれでもかと見開いた。

「ど、どうして……」

「今回の任務は俺おれ一人で充分だ。お前まで来る必要はない」

　アテナはしばらく考え込んでいたが、急ににこりと微笑むと、

「……それなら、私が行きますわ」

「は？」

「私がザイス様の代わりに任務をこなすのです。……思えば忙しいザイス様がわざわざ『外』に出向くなんて必要なかったのですわ！」

　アテナは、握りしめた拳こぶしを力強く掲げた。

「いいですわね？　ザイス様」

　ザイスは、アテナの目がキラーンと光ったような気がした。

　どうやら、彼女の中では既にこれは決定事項のようであった。――彼女は、元来思い込みが激しいのである。

「う……」

　ザイスはたじろいだ。と、彼の背後からやんわりとした声がかけられる。

「それはなりませんわ。アテナさん」

　ミトクだった。彼女はいかにも人のよさそうな笑みを浮かべると、

「今回のお仕事は、私から直接ザイスに頼んだものなのです。これが意味すること――分かりますね？」

「は……はい」

「分かっていただけて、本当によかったわ」

　ミトクはザイスに視線を移した。ザイスはハッとなって頭を下げる。

「そ、それでは母上。行ってまいります」

「ええ」

　ザイスは慌ててパウエルの元に駆けてゆくと、傍らの巨鳥に飛び乗った。

「パウエル。行くぞ」

「うん！」

　ザイスはパウエルの手を取ってぎゅっと引きよせた。彼女がしっかりと鳥の背にのっかったのを確認して叫ぶ。

「飛べ！　ハートイ！」

　――バサァッ！

　瞬間、巨鳥が翼を広げた。藍あい色いろの翼が、周りの砂を巻き上げ、その身体からだがふわりと浮き上がる。巨鳥は手近な木の枝にとまり、それから再び跳ちよう躍やくした。紺色の長い尾羽が、スウッと一筋の軌跡を描く。

　そのまま、彼らは里の『外』に向かって消えて行った。





　木々を抜け、太陽の下に出る。大きすぎるほどに、広大な世界。

　風が、身体中を駆け抜けてゆく。少しくすぐったいような、冷たいような……。

　パウエルはすぅっと息を吸い込んだ。瞳ひとみを閉じる。

　すぐ先にある、少年の温ぬくもりを感じる。怖さを含んだ空の上で、ひどく懐かしい存在。

　――やっぱり、空を飛ぶのは気持ちいい！

「ねえねえ！　ザイス！」

「……なんだ？　パウエル」

　いきなりぎゅっとしがみついて、叫ぶパウエルに、ザイスはくぐもった声で言った。その背中は、どことなく強こわ張ばっている。

　しかし、パウエルはそれに気付く様子もなく、

「パウエル、いちやの行ってる学校ってとこ、行ってみたいなー。ザイス、この前、場所知ってるって言ってたよね！」

　ザイスは、ピクリと眉まゆをひそめた。

「知っているが……何をしに行くんだ？」

「えっとねえっとね！　こっそりいちやを見ちゃうの！」

「見に行く……それくらいならいいか。じゃあ、帰りにでも寄るか」

「そんなの駄目だよー。忘れちゃうかもしんないじゃん」

　パウエルはぷうと頬ほおを膨らませた。ザイスは嘆息すると、

「パウエル、遊びで来ているんじゃないんだぞ」

　呆あきれたようにそう言った。実際、彼らはミトクの『勅ちよく命めい』で動いているのだった。里の外に出るという、危険かつ、重大な任務。

　しかしパウエルは、

「えー」

　と、なおも不満そうに唇を尖とがらせて、

「違うよ。任務はついでなんだもん。ミトク様も言ってたよ。『二人で仲良くでーとしてらっしゃい』って！　アテナちゃんもいたら『でーと』にならないから、二人で行くんだよね！……あれ？　ザイス、どうしたの？」

　パウエルは首を傾かしげた。巨鳥の首に、ザイスが突っ伏している。

「は……母上……」

　ザイスは苦々しげに呟つぶやくと、顔を上げた。真っ赤な顔に、冷たい風がビュンビュンと当たる。しばらくして、彼は息を吐くと、

「仕方がないな――少しだけだぞ！」

「うん！」

　パウエルはにっこりと笑って、ザイスの背中に頬を押しつけた。
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　そこにあるのは、どう見てもキュウリだった。

「な……なんでキュウリなんだ……」

　一いち弥やは頬ほおを引きつらせると、辺りをキョロキョロと見回した。

　――バトンは落ちていそうにもない。折れたキュウリの先っぽが、砂にまみれているのが見えただけであった。

「おーい。弓ゆみ島しまぁ！　何止まってんだー！」

　事情が分かっていないらしい、体育委員の柳やなぎ原はらが、ちょっと怒った様子でやってくる。それから一弥の手もとを見て、

「……なんでキュウリなんだ？」

「それは俺おれが聞きたいよ……」

　うなだれる一弥の元に、リレーのメンバーがとりあえず全員集合した。

　一〇〇メートルを走った石いし井い、そして、一弥にバトンを手渡したはずの松まつ岡おか。柳原は腕を組んだ。

「俺は確かにバトンを松岡に渡した。松岡もバトンを持っていたはずだ。しかし今、弓島はなぜかキュウリを持っている……」

「柳原……まさか俺を疑ってるのか……？」

　一弥は驚いて言った。

「誰だれもそうは言ってないだろ。それより、弓島。本物のバトンはどこへいったんだ？　なくしたとか言ったら絶対に怒られちまうぞ」

「そんな……俺はこれをバトンだと思って走ってたんだ。分からないよ」

　疑っていないと言うわりには、一弥が犯人であることを前提に話をしてくる柳原に、一弥は必死で身の潔白を訴えた。

　柳原はうーん、とうなずくと、

「じゃあ、松岡。お前知ってんじゃないのか？」

「そんなわけないだろ！　俺はずっとバトンを持って走ってたんだ。そりゃ、バトンを渡す時……」

「渡す時？」

　一弥がすかさず聞き返す。松岡はうなずいた。

「一瞬、砂煙がすごくて、でも、まあお前に渡せたみたいだし、よかったと思って……」

「うーん」

　柳原は首をひねった。

「松岡。弓島……」

『なんだよ』

　二人は声を揃そろえて言った。

「冗談じゃないのか？」

『ないよ！』

　一いち弥やと松まつ岡おかは、半ば本気で怒って言った。当事者ではない柳やなぎ原はらと石いし井いは顔を見合わせる。

「確かに……冗談にしたら、しつこすぎるよな」

「言い出すタイミングをなくしちゃったんじゃないのか？」

「違うって言ってるだろ！」

　一弥が叫ぶ。と、同時にスピーカーからノイズが漏もれ、

『練習時間は終了です。皆さん、すみやかにクラスごとに集まって下さい』

　終了を告げる放送が流れる。一弥たちは、しぶしぶ集合場所に向かった。点呼はすぐに終わり、生徒たちはぞろぞろと校舎へ向けて歩き出した。

「お、弓ゆみ島しま。なんでキュウリなんか持ってんだ？」

　解散が命じられてすぐに一弥に近付いてきた菊きく池ちは、めざとく一弥の持つキュウリを見つけて問いかけた。

「実は……」

　一弥はこれまでの経緯を説明してやった。というより、半ば愚ぐ痴ちなのであったが。

　菊池はふむふむと聞いていたが、やがて一弥の肩にぽんと手を置くと、

「そうだな、確かにそれはお前じゃない」

「だよな！　菊池！」

「ああ。お前はそんなにつまらんことをする男じゃない」

　意外に好意的な菊池の言葉に、一弥は思わず感動した。が、しかし、

「弓島。仮にお前が犯人なら、お前はキュウリではなく、バナナを持っているだろう。――その辺のお約束をはずすようなことはするまい」

　もっともらしく言う菊池に、一弥はずっこけた。

「お……お前……俺おれの話の何を聞いてたんだ……」

「え？　何か間違ってるか？　弓島」

「いろいろ間違いすぎだ―――！」

　一弥はビシッと持っていたキュウリを菊池に突きつけた。

「む。そうか。ニンジンでもいいかもしれんな弓島」

「くっ、ひとごとだと思いやがって……」

　本気で睨にらむ一弥に、菊池は肩をすくめた。彼は一転軽い口調で、

「まあまあ弓島ー。そんなに気にするなよー。どうせバトンの回収はお前がするんだろ？　ごまかしちゃえよ」

　そう言ってグッと親指を立てた。

　確かに用具の回収は、体育祭実行委員である一弥の仕事だった。

　バトンが壊れたとか何とか言えば……。

　実際、前に他ほかのリレーのメンバーがバトンを踏んで壊してしまった時も、報告だけで壊れたバトンの方はわりとノーチェックだった覚えがある。

　ごまかせるかもしれない。

「よし！　そうだな菊きく池ち！」

　一いち弥やは安心したように爽さわやかな笑みを見せると、菊池にキュウリを押し付けた。

「記念にやるよ菊池」

「ああ、ありがとう――っているかこんなもん！」

　見事なノリ突っ込みで返す菊池。――しかし、一弥は聞いていなかった。

　彼は颯さつ爽そうと駆けて行って柳やなぎ原はらたちに話をつけると、嬉き々きとして用具の回収作業に入ったのだった。





「お、九組ー」

　用具の回収――というか、偽装工作をしていた一弥は、背後からかけられた声にハッとなって振り向いた。

　七組の体育祭実行委員、熊くま井い麻あさ子こである。

　背の高い、がっちりとした体つき。こんがりと日焼けした肌がいかにも健康的な印象を醸かもし出している。一言で言うと、強そうな少女だった。

「九組ー。九組のとこは終わったのか～？」

　熊井は用具を入れたカゴを腕に持ち、ぶらぶらと揺らしてみせた。

「九組」とは、一弥のことである。理由は――一弥が九組の実行委員だからだ。名前を覚えていない、というより、覚える気がないらしい。

　現に、一弥の体操服にはちゃんと上下ともに名前の刺しし繍ゆうが施ほどこされている。見れば分かるのである。

「あ、うん。熊井さんも終わり？」

「まーね。じゃ、後でまたな！」

　熊井はそう言うとさっさと用具を返しに行った。

　一弥は慌ててその後を追った。用具を返した後、実行委員はチームごとに集まって、作業を行わなくてはならない。

　チームというのは、主に応援合戦用の合同チームのことだ。

　同学年の三クラスをひとまとめにしたのが一チーム。一弥の高校は、一学年がきっかり九クラスずつあるので、全部で九チームある計算だ。

　全すべての得点はチーム単位で合計され、それによって優勝を争う。

　一弥の出るスウェーデンリレーを含むクラス対抗種目は、種目別に優勝があって、表彰も行われるが、得点が入るのはチーム単位だった。

　一いち弥やのクラスは九組なので、七組、八組と合同チームを組むことになっている。先ほどの熊くま井いも、同じチームの仲間なのだ。

　ちなみに、チームにはそれぞれカラーが割り当てられる。一弥たちのチームは――桃色。

　チーム名、桃団だった。





　一弥は、二年八組の教室で黙々とアクリル絵の具をかき混ぜていた。

　体育祭実行委員の仕事――それは、主に練習時における雑用と、ロングホームルームの時の司会などの雑用と、放課後、応援合戦用のグッズを作る雑用だった。

　今はこの最後の項目にあたる、応援合戦用の小道具を作っている最中だ。

　体育会系の人間が種目を二つ以上かけもちさせられるのに対し、文化会系の人間は出場競技が少ない代わりに、半ば強制的にこの作業をさせられていた。ただし、部活や補習などを理由にサボる者も多かったが。

　一弥のクラスは理系の男子クラスである。つまり、女子はいない。

　その代わりに、七組が英語コースの女子クラス。八組は英語コースの男女混合クラスと、男女の比率を合わせているのだった。

　しかし、ことこの放課後の作業に関しては、女子の比率が圧倒的に多かった。

　男子生徒はほとんど……というか、一弥と、八組の実行委員である山やま田だしかいない。

　一弥と山田は一所に固まって、応援団旗にペタペタと絵の具を塗りたくっていた。

「なんつーか、目がチカチカしてこねーか？」

　山田がぼやいた。応援用の小道具も、団旗も、ほとんどが眩まぶしいくらいの蛍光ピンクで彩色されている。

　一弥はうなずいて言った。

「ああ、ピンクはもういいよって感じだよな」

「そうそう！」

　山田はしみじみとうなずいた。と、少し高い女の声が教室に響き渡る。

「九組ー、八組ー」

　熊井麻あさ子こである。一弥はちょっと、山田は思いっきり顔をしかめた。

「どうしたの？　熊井さん」

　とりあえず答える一弥。山田は会話も拒否、という感じである。

「あのなー、今日七組で、応援合戦にウサギのきぐるみ登場させるっつー案が出たんだわー」

「へー」

　一いち弥やは相づちを打って団旗を見た。

　団旗には、桃色からイメージされるもの、ということで、桃太郎の格好をしたウサギという、よく分からないキャラクターが描かれている。――ご丁寧に、手にも桃を持っているという徹底ぶりである。

「きぐるみかぁ。でも、作ってる時間ないんじゃないか？　レンタルとかお金かかることはしたくないし……」

「あ、それなら大丈夫」

　熊くま井いはにやりと笑みを浮かべ、ずいっと一弥に布袋を手渡した。

「え、何？」

　一弥は嫌な予感がして、布袋の中をチラと見た。――何か、ピンクのふわふわしたものが見える。

「うわっ！」

　一弥は布袋を熊井に突き返した。

「何だよ九組ー。ちゃんと中見ろよー」

「きぐるみだろ!?　で、俺おれに着ろとか言うつもりなんだろ!?」

「九組……お前あたしの心が読めるのか？」

「読めるも何も、まんまだろ！」

　一弥は叫んだ。

「誰だれのか知んないけど、持ち主が着ればいいんだよ。そんなもん！」

「女子は暑いの苦手なんだよー」

「男だって苦手だって！」

　横で山やま田だがうんうんとうなずく。

「でもよー。やっぱきぐるみっていったらアクロバットな動きだろー？」

　熊井は唇を尖とがらせて、布袋から、予想通りのウサギのきぐるみを取り出した。

「お前、結構身が軽いじゃん。サイズもぴったりだし」

「うわ。採寸されてる!?」

　一弥は自らの肩を抱いてぶるぶると震えた。

「とにかく俺は嫌だ！　俺は、実行委員である前に一人の人間なんだ！」

「一人の人間でもきぐるみの中には入れるぞ」

　熊井は容よう赦しやなく言って、再びきぐるみを布袋にしまった。

「まあ、こっちも素直にお前がＯＫしてくれるなんて、思ってなかったもんな」

「なんだ。冗談だったのかー」

　一弥はホッと胸をなで下ろして、笑みを浮かべた。しかし、熊井の発言はそれで終わりではなかった。

　彼女は急に小声になると、

「九組、お前、さっき何でキュウリ持ってたんだ？」

　瞬間、一いち弥やの笑顔が凍りついた。

「え？　な、なんのことだか……」

「えっとなー、九組はバトンの代わりにキュウリを使ってリレーをして、あげくにバトンをなくして証拠隠いん滅めつ……」

「わー！　わー！」

　慌てる一弥に、熊くま井いは悪魔のような笑みを浮かべた。

「コレ、着ろよな？」

「お、脅おどしだ……どう考えても脅しだ……」

「平和的話し合いだろ？　九組ー」

　そう言うと、熊井はきぐるみの入った布袋を一弥に渡した。

（ヤバい。何か言い返さなければ……！）

　そう思った一弥だったが、返す言葉がみつからなかった。

　突然バトンがキュウリに変わった、なんて誰だれが信じるだろう？

　それに、一弥には、既に偽装工作までしているという後ろめたさがあった。

　沈黙を、熊井は承しよう諾だくと受け取ったらしかった。彼女は大柄な手で一弥の肩をポンと叩たたくと、

「まあ、頑張りたまえ」

　熊井は、自分の持ち場に帰って行った。彼女は、『親友』であるという寡か黙もくな少女の傍そばに寄ると、何事やら囁ささやいた。もしかしたら、自分のことを話しているのだろうか。一弥は熊井の横にいる少女の後ろ姿を見つめた。長い黒髪が邪魔で、表情は分からない。もし、何か発言していたとしても、ここまで聞こえてくることはないだろう。それきり、彼女たちは再び作業に入ってしまったようで、一弥の方には目もくれなかった。

　一弥は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。うまくは言えないが、あっちは既に『女の領りよう域いき』だった。もはや、あの空間に介入することすら難しいだろう。

「や、山やま田だ～」

「弓ゆみ島しま……すまん。俺おれには何もできない……」

　山田は肩を落として呟つぶやくと、一弥にペイント用のハケを渡してきた。

「弓島。せめて、この悲しみをハケにぶつけるんだ……」

　ようは作業を再開しろ、ということらしい。

　一弥はハケを受け取って、再び団旗に色を塗り始めた。

「うう……」

　悲しみをぶつけられた団旗は、それでも明るいピンク色をしていた。
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「最悪だ……」

　一いち弥やは野菜炒いためを口に運びながら独りごちた。夕方遅くに学校から帰ってきて、今は夕食の時間である。

「え？　何で？　さゆはおいしいと思うけどなぁ」

　横に座って食べていた、妹の小さ百ゆ合りが首を傾かしげた。

「あ、料理のことじゃなくてさ。……今日、学校で最悪なことがあったんだよ」

　一弥は慌てて弁解した。目の前でご飯を食べている母、勝かつ子こに愛想笑いをする。

　小百合は「そっかー」と呟つぶやくと、改めて聞いてきた。

「何があったの？　いっくん」

　いっくん、とは一弥のことだ。

　一弥はバトンがキュウリに変わったことからウサギのきぐるみを着ることになったことまで、全すべて小百合に語り聞かせた。

「……ってゆーかあのキュウリが全部悪いんだよ。松まつ岡おかを信じたくないわけじゃないけど、どう考えてもあいつが犯人だよな。むしろ俺おれは被害者なのに……」

　ぶつぶつとぼやく一弥。何だか、今いま頃ごろになって急に怒りが込み上げてきた感じだ。

　すると、今まで黙って話を聞いていた小百合が、目をきらきらさせて言った。

「ねえ、いっくん！」

「な、なんだ？」

「もしかして、そのバトンをキュウリに変えたのって、パウエルちゃんたちかも！」

　小百合は言ってから、さらに確信を深めたようで、頬ほおを紅潮させてニコッと笑った。

　パウエルとは、一弥たちの知り合いのこびとの女の子の名前である。

　信じがたいことではあるが、この世の中には『久く那な斗との民』なる、こびとの一族が存在しており、パウエルはその末まつ裔えいだというのである。

　つい先月、ひょんな手違いから一弥の家にやってきたパウエルは、こびとの中でも特異な存在である〈世界最大のこびと〉だとかで、お仲間ともども、いろいろ騒動を巻き起こしてくれた。

　彼女たちは久那斗の民が暮らす『里』とやらに帰ったらしく、あれから、一弥たちはさっぱり彼女とは会っていない。……たぶん、里の中で平和に暮らしているのだろう。

　しかし。

「うわぁ……なんかありそうで嫌だな、それ」

　一弥は嘆息して言った。

　というのも、久く那な斗との民は魔法が使えるらしいのだ。……パウエルは全く使えない落ちこぼれのようだったが。

「でしょ？　もしかしてパウエルちゃんたち、こっちに来てるのかなぁ？」

　小さ百ゆ合りは伏ふし目めがちに微笑ほほえんで、まばたきをした。長いまつげが上下に動く。

「そうかもしれないわね～。またうちに遊びにきたらいいのにねー」

　母の勝かつ子こが、ニコニコしながら言う。彼女も、パウエルたちのことを知っているのだ。

「でもさー」

　盛り上がる二人に、一いち弥やは口を挟んだ。

「あいつらの使う魔法って、なんかこう、どっちかっていうと超能力系だろ？　違うんじゃないのか？」

　確かに、久那斗の民は魔法が使えた。

　しかし一弥の見た彼らの魔法は、バトンをキュウリに変える、などという昔話に出てくるような魔法というよりも、ＲＰＧなどの攻撃魔法に近い感じのものだったのだ。

「あ。そういえば……そうだね」

　小百合は残念そうにきゅっと唇をひき結んだ。

「そっかぁ……。さゆ、魔法って何でもできるんだと思ってた。じゃあ、たぶん違うね……」

「もー、一弥ったら夢がないことばっか言って～。ねえねえ小百合！　じゃあ、こびとさんじゃない他ほかの魔法使いがいるのかもしれないわよ？」

「ホント!?」

「ほんとほんと、本当よ」

　勝子は、両手を大きく広げてみせた。小百合の目が、再びキラキラと輝いてゆく。

「いっくん！　もし魔法使いさんに会ったら、さゆのところにも遊びにきてね、って言っておいてね」

「え、まあ、考えとくよ……」

　一弥はやれやれといった表情で言った。

　小百合は、もう小学四年生だというのに、こういうバカなところがあった。学校の成績は悪くないはずなのだが、どうにもこうにもお子様なのである。

　身長も一三〇センチ程度と小さいせいか、実年齢より下に見られることはあっても、上に見られることは皆無だった。

「ありがとう、いっくん！」

　小百合は兄のしらけっぷりに気付くそぶりも見せず、にっこりと笑った。
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　深い闇やみが、辺りを包んでいた。

　何もない、田舎いなか。宝たから稲いな郡ぐんの中でも、住宅のほとんどない、閑かん寂じやくとした地域。

　その中に一軒、こうこうと灯あかりが漏もれる家があった。

　窓から漏れる光が、家の横にある小さなビニールハウスに反射して辺りをほんのりと照らしている。その、透明なビニールハウスに、小さな女の子の影が映っていた。

　お人形サイズの、本当に小さな女の子が――。

「サトリ様ぁ」

　窓辺にいたパウエルは、振り向いて言った。赤いとんがり帽子に、茜あかね色いろのお下げの三つ編み。外見は五歳児程度の、こびとの女の子である。

　サトリと呼ばれた女性は、机から顔を上げて微笑ほほえんだ。

「なあに？　パウエルちゃん」

　こちらは、普通の人間である。いや、久く那な斗との民から見れば『巨人』であろうか。

　さらりとした長い黒髪に、すらっと引き締まった身体からだ。

　高い鼻に形のよい眉まゆと、一見、隙すきのない美人といった風ふう貌ぼうであるが、柔にゆ和うわな声や表情から、普段、それを意識する者はほとんどいなかった。

　サトリの言葉に、パウエルはジャーンと窓を指差すと、

「パウエル、窓に絵を描いちゃった！」

　そう言って両手を広げる。サトリはどれどれ、と窓辺に近付いた。曇くもった窓ガラスに小さな絵がいっぱい描かれてあるのが見える。

「まあ、かわいい。あ、これメイネでしょ！」

「うん。あとねー、これがアテナちゃんでー、これがザイス。で、これがティーくん」

「あはは似てる。ティーくんって？」

「えっと、本当の名前はティムくん。ティーくんはパウエルよりちっちゃいの！」

「へー」

　絵を指差して、嬉うれしそうに解説するパウエル。サトリはそれを慈いつくしむような目で眺めていた。と、

「こらっ、パウエル。サトリ様の仕事の邪魔をしちゃ駄目だろ！」

　ザイスだった。彼はカーテンレールからぴょんと飛び下りると、パウエルを抱き上げた。そのまま少し離れた場所まで運び、ポスンと下ろす。パウエルは、少しばかり頬ほおを膨らませて、

「ザイスってば、自分が絵が下へ手ただからってひがまなくてもいいのにー」

　べーっと、舌を出して言う。ザイスは引きつった顔になりながらも、

「誰だれもひがんでなどいない。俺おれの絵が、お前の絵に劣るなんてことはあり得ないからな」

　と、必死に冷静さを装って言った。パウエルはむー、と唇を尖とがらせた。

「じゃあ描いてみなよー」

「断る。描く必要がない」

「やっぱり描けないんだ」

「……」

　ザイスは無言でバッと人差し指を掲げた。眼前に広がる窓ガラスに指を触れさせる。そして――、

　シュバババババ！

　ものすごい勢いで、ザイスは落書きを始めた。にやりと笑みを浮かべ、彼は指に息を吹きかけると、

「フッ……ざっとこんなもんだな」

　窓ガラスに、美しい宮殿の姿が浮かび上がっている。

　久く那な斗との民の住む里、その中にある宮殿の外観である。指で描いた落書きなので、荒い部分も多かったが、素晴らしい出来だと認めざるを得ない一品であろう。

「どうだパウエル！　俺の絵が下へ手たではないと分かっただろう！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ザイスは自信満々に言い放った。パウエルはほけっとその絵を眺めていたが……、

「でも、パウエルの絵の方がかわいいよね」

「ちょっと待て。……今はうまいか下へ手たかの話をしていたんだろう!?」

「そうだっけ？」

「そうだろ!?」

　叫ぶザイス。と、彼は頭上でサトリがくつくつと笑っているのに気が付いて、

「あ……す、すみません……」

「いいのよ。あははっ、二人とも面白すぎだわ～」

　サトリは大喜びでそう言うと、再び机に戻った。ザイスはサトリが仕事を再開してくれたことに安あん堵どしつつも、

（俺おれが……面白い？　二人とも？……まさか、パウエルと同レベルということなのか……!?）

　恐ろしい考えに行き着いて、愕がく然ぜんと立ち尽くしていた。

　その間に、サトリは仕事を終えたようであった。ザイスが立ち直って彼女の方を見つめると同時に、サトリは持っていたペンを置いて、机から立ち上がった。

「ん、よーし。完成しましたよー」

　サトリは何やらびっしりと書き込まれた書類をぴらぴらと振ってみせた。

「わーい。やったねサトリ様」

「おい、ちょっと失礼だぞパウエル」

　ザイスはパウエルを小突いて、かしこまった。

　サトリは、姿こそ巨人であるものの、ザイスの母で里長のミトクの、実の姉なのだ。

　サトリは、本来なら現在も里の長おさであるべき人物だった。しかし、彼女は不幸にして、

『呪のろいの子』に生まれてきてしまった。

　久く那な斗との民の限界を超えて成長しつづけ、ついには巨人と同じ大きさにまでなってしまうという呪いの子……。いや〈世界最大のこびと〉と呼ぶべきだろうか。彼らが呪われているなどというのは、迷信にすぎなかったのだから。

　成長して里にいられなくなったサトリは、里長の座をまだ幼かったミトクに委ゆだねて『外』の世界に出た。そして先月、サトリと同じく〈世界最大のこびと〉であるパウエルが、里を出て行ったのをきっかけとして、ミトクたちは再びサトリと再会したのである。

　その後、ミトクたちはサトリと定期的に連絡を取ることを決定した。――ザイスとパウエルはその使者、というわけである。

「いいのいいの、それより、あとちょーっと待ってね」

　サトリは笑うと、再び書類を机に置いた。その上にさらにたくさんの書類を重ねる。

　彼女は少しばかり後ずさると、腕まくりをして書類の束に指を這はわせ、何やら文様を描いた。そして……、

　ポンッ。

　小さな破裂音が聞こえた。同時に、重そうな書類の束が一瞬にして小さくなる。

「よし、これで完成っ！」

　サトリはパウエルたちの方を向いて、ニコッと笑ってみせた。しかし、その額には大粒の汗が浮かんでいる。

「ありがとうございます。サトリ様」

　ザイスは跪ひざまずいて言った。

　サトリが今まで書いていたのは、ミトクからの手紙と、里の賢者メイネによる報告書類の返事であった。――小さくしたのは、普通の久く那な斗との民の大きさに合わせるためだ。

「いえいえ、どういたしまして」

　サトリはザイスにおじぎをすると、窓辺にいるザイスのところまでやってきて、

「それよりザイスくん。個人結界張り直してあげるから、こっちにいらっしゃいな」

　ザイスは慌てて首を振った。

　個人結界とは、久那斗の民が里の外に出る際に用いる、簡易の一人用結界のことである。

　これさえあれば、結界の外で急激に年を取ることもない。しかし、個人結界は大体丸一日で効果が切れてしまうため、長く外にいる場合は、そのつど結界を更新してやる必要があった。

　確かにそろそろ結界を張り直さねばならない、しかし……。

「サトリ様は先ほどの魔法でお疲れのはず。もうしばらく時間を置かれた方がいいかと……」

　先ほどの、紙の束を小さくした魔法。それは意外にも、かなり高度な魔法なのだった。

　自由自在に物質の大きさを変えられる。そんなことができたならば、サトリはとっくに元の久那斗の民の大きさに戻っていることだろう。

　しかし、それは今のところ不可能だった。

　元来この魔法は、もっといろいろな手順をふまなくてはならない。それを、いとも簡単にやってのけたことすら驚異的なのに、一人用とはいえ結界を張ろうとは……。

　首を振って遠慮するザイスに、しかしサトリは首を振った。

「駄目よ、そんなこと言ってちゃ。もし忘れたら命に関かかわるのよ？　ホラ、乗った乗った！」

　彼女はそう言うとザイスの前に手のひらを差し出した。ザイスは少しばかり迷っていたが、結局はその手の上に乗り込んだ。サトリはにっこりと微笑ほほえんで言う。

「じゃ、行こっか。――パウエルちゃんも来る？」

「うん！」

　パウエルはうなずいた。

〈世界最大のこびと〉であるパウエルには、個人結界は必要がない。

　というのも、〈世界最大のこびと〉は寿命――そして年を取るスピードが普通の久く那な斗との民と違い、巨人とほぼ同じなのである。巨人並みに成長してから、巨人と同じように老いてゆくので、実際は巨人より長いほどだ。むしろ、結界の中にいては成長が遅れるだけなのである。

　今回の彼らの訪問は、手紙の件もであるが、結界の外で、パウエルの成長を促すという目的も含まれていた。

　サトリがしゃがむと、パウエルはその肩にぴょこんと乗った。二人を乗せたサトリは台所まで足を進める。

　個人結界を張るために便利な道具がそこにあるのだ。

　サトリは、ダイニングテーブルの上にザイスを下ろした。そして、

「あ」

　口を押さえる。――テーブルの上には、バナナやらジャガイモやらが入ったカゴが無造作に置かれていた。

「あはははー。ごめんごめん！　すぐに片付けるからね～」

　サトリはなぜか慌てて言うと、カゴを床に下ろした。

　すると、今までカゴのあった場所に、何やら独特の文様が描かれた円形のプレートが出現した。中心には、埋め込まれたヒスイと見られる宝石。

　魔法の増幅――それも結界を張るためだけに特化した魔法陣だった。

　サトリはザイスにプレート内に入るよう命じた。そして指先をプレートにあて、一気に魔力を注ぎ込む。

　サトリの魔力は円と、その中心のヒスイに反応してキラキラと輝き……。

　瞬間、ザイスの身体からだにその光が定着し――消えた。

「成功……ですね」

　ザイスは自らの拳こぶしを見つめてそう言うと、サトリに頭を下げた。

　サトリがかけた個人結界は、魔力のない者には一見何も起こっていないように見える。

　しかし、魔力のある人間にならば、うっすらとではあるが、しっかりとその存在が確認できるのである。

「ありがとうございます」

「任せといて！」

「ところでサトリ様」

「なあに？」

「少し気になったことがあるのですが……」

「何でも聞いてちょうだい！」

　胸をバーンと張るサトリに、ザイスはためらいがちに切り出した。

「以前来た時も気になっていたのです。なぜ、個人結界の魔法陣が調理場に置かれているのか……。それで、まさかとは思うのですが……」

　ザイスは、プレートから出て、テーブルの下に目をやった。

「サトリ様。さっきの食料にどうも結界が張られているような気がするのは……」

「き……気のせい気のせい！」

　サトリはすかさず否定した。と同時に足下のカゴを蹴けって、ザイスから目の届かないところに押しやる。

「結界で野菜が長持ちとかそういうこと、何もしてないから！　キミたちと食材を一緒にするなんて……ねぇ？　あはは……」

　裏返った声で、サトリは言った。むしろ肯定しているも同じである。

（食材と同じ……そこまでは考えていなかった……）

　ザイスは、先代の里長が妙に庶民臭いところとか、自分の立場が食材並みだとか、いろいろとショックを受けて、またもや呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのであった。
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　――朝。

　一いち弥やはのんびりと学校へ向けて歩いていた。軽快な足取り。

（いつまでも引きずっているわけにもいかないもんな）

　一弥は爽さわやかな朝の空気を吸いながら、そんなことを思った。

　昨日のキュウリのことは、確かに訳が分からなかったが、あれは、自分の気が緩ゆるんでいたから起こったのだ。魔法のせいにしてはいけない。

（きっと、松まつ岡おかと、熊くま井いさんたちにはめられたんだ）

　そう考えるのが、一番妥だ当とうだった。

　――きぐるみを着るのを承しよう諾だくさせるために、巧妙に仕組まれた罠わな。

　しかし、今さらどうすることもできない。全すべては、自分に隙すきがあったからだ。問題は、これ以上何かを押しつけられないようにすることだった。

　決意も新たに校門をくぐる一弥。と、

　ざわざわ……。

　何やら校庭の方が騒がしい。

　校門の辺りからは見えないが、何かが起きているようだった。少し気になったものの、一弥は鞄かばんを置きにひとまず教室へと向かった。

　一弥のいる二年九組は、別べつ棟とうにある。本棟の教室からは中庭しか見えないが、この教室からはグラウンドが一望できた。――そのせいだろうか、窓際に人がたくさんいる。

　一いち弥やは人込みを押し分けて窓際の自分の席に鞄かばんを置いた。そして、尋ねる。

「なあ、何かあったのか？」

　聞かれた生徒は答えなかった。一弥は仕方なく窓の外を覗のぞき込む。

　皆が何に注目しているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　グラウンドの至る所に、落とし穴と見られる大きな穴があいていたのだ。

　一弥は、何やら思いっきり嫌な予感がして、額に手を当てて、天を仰あおいだ。



    

  
    
      


第三話　小さ百ゆ合りの予感



　小さ百ゆ合りは電車に揺られていた。ちょっと幼い感じのする、ショートヘアの女の子だ。

　土曜日の午前中ということで、車内に人の姿はほとんどない。

　小百合は、それでもシートの端はしにちょこんと座って、そわそわと窓の外を眺めていた。――電車に乗るのに、慣れていないのだ。

　小百合は二駅ほど離れた駅で電車を降りた。ほとんど民家のない、森林に囲まれた駅。

　一つしかない改札へと向かう。と、その向こう側に、長身で長い髪の女性が手を振っているのが見えた。

「里さと美みおばさん！」

　小百合は嬉うれしそうに声をあげ、慌てて改札を出ると、その女性の元に駆けて行った。

　葵あおい里美。母親である勝かつ子この友人で、小百合の大好きなお姉さん。

　そして、本当の名前をサトリという、元、久く那な斗との民の里長……。

「よく来たわね。さゆちゃん」

　里美は、小百合をぎゅっと抱きしめて言った。

「うん。さゆ、なんだか里美おばさんに会うの、すっごい久しぶりな気がする……」

　小さ百ゆ合りは、里さと美みのお腹なかに頬ほおを押しあてたまま呟つぶやくと、身体からだを離した。

「だから、すごく嬉うれしい……」

　少し、儚はかなげな笑顔。強すぎる日差しに同化して、今にも消えてしまいそうに見える、白い肌。里美は何な故ぜだかふいに物悲しくなって、慌てて明るい笑みを浮かべると、

「もちろん、あたしも嬉しいわ。さゆちゃんがうちに来るなんて、初めてだもの」

　優しく、その頭をなでる。

　それから里美は停とめてあった自転車を引っぱってきて小百合を抱き上げると、その座席に乗せてやった。自身は立ったままハンドルを握り、そのまま歩き始める。

　車輪がゆっくりと回転し、動き始めた。

「ちょっと時間かかるけど、我慢してね」

「うん」

　里美はでこぼこの坂道を歩き続けた。木陰とはいえ、汗が滴したたり落ちる。

　普段はおしゃべりなくらいの小百合が、今日は珍しく静かだ。

（あの事件のせいかな……）

　先月、里美が久く那な斗との民であると、バレた事件。

　それは、幼い小百合にとって、かなりショックな出来事だったはずだ。

　生まれてすぐに死んだ自分を、里美が生き返らせた。普通の人間じゃない、里美。そして、自身も……。

　小百合がその事実を知った時、里美はその場にいなかった。

　あの時は、小百合の身体にある魔力が、まだ完全には安定していなかったから。

　里美から与えられた、膨大な魔力。

　普通の人間にも、多かれ少なかれ魔力はある。しかし、小百合の場合は、自己の限界を超えるほどの魔力がその小さな身体に眠っているのだった。――同じ魔力を持つ里美が長く傍そばにいれば、その影響で小百合の身体に危険が及ぶかもしれなかった。

　真実を知った小百合は、母親である勝かつ子この話によれば「それはもうあっさりとしたものだった」そうなのだが、里美にはショックを表に出さなかっただけのように思えた。

「ねえ、さゆちゃん」

　里美はできるだけ優しく微笑ほほえんで問いかけた。

「さゆちゃん、どうして今日はわざわざうちに来たかったの？　無理しなくても、言ってくれればあたしの方から会いに行くのに」

　それは、素朴な疑問だった。それまで里美は、月に一度は小百合の元を訪れていたのだ。

　――小百合に、奇跡の薬と呼ばれる自分の血を与えるために。

　昨夜突然、里美の家に行きたいと電話をくれた小百合。そんな彼女に里美は、一度は、自分が小百合の家に行くことを申し出た。しかし、小百合はそれでも、と譲らなかった。

　何か理由があるのだろう。

　里さと美みの問いかけに、小さ百ゆ合りは小さく息を吐いた。それから、じぃと里美を見つめる。彼女は言った。

「さゆね。最近ちょっと気になることがあるんだ。いっくんとか、お母さんとか、お父さんも話は聞いてくれると思うんだけど……なんか話しづらくて……」

　何やら、ためらいがちに言葉を紡ぐ。里美は自転車を押しながら、

（何やら深刻な話みたいだわね……）

　と思った。そこで、里美は明るい調子で言う。

「そっか。じゃあ、お家に着いたら聞かせてもらうわ。そうそう、あたし、さゆちゃんのためにケーキ焼いておいたの！」

「ホント!?」

　小百合が、一転キラキラした目をして言った。里美はうなずいて、優しく微笑ほほえんだ。

　里美の家までは、もうすぐだった。





　里美の家に着いた小百合は、さっそくケーキと紅茶をごちそうになっていた。

　テーブルの向かいには、同じようにケーキを食べる里美。小百合はごきげんだった。

　出されたケーキを半分ほど食べてから、小百合はフォークを置いた。

「あのね、里美おばさん……」

（……きた）

　里美は表情に出さないようにしながらも、少しばかり身構えた。

　しかし、小百合の口から出たのは、意外な言葉だった。

「今ね、いっくんの学校、運動会やってるんだ」

「へ？――あ、ああ運動会ね。で、どうしたの？」

「うん。それでね……」

　小百合は、一いち弥やの学校で起きた事件を、事こと細こまかに話した。

　一弥の主観が入っているので、正確とはいえないかもしれない。それでも、小百合は一生懸命に話してくれた。

「……それで、昨日の朝は、グラウンドにたくさんの落とし穴が掘られてて……いっくんは何とか委員で、埋めるの手伝わされてぷんぷんしてたの。でね、その落とし穴ってのが、最初、全然分かんないようにしてあったらしくて、朝早く来て練習してた人たちが落とし穴に落ちちゃったらしくて……みんなぷんぷんしてるんだって」

「へぇ……」

　里美は笑いそうになりながらも、真剣に話す小百合に、うんうんと相づちを打つ。

（――って……昨日と一昨日？）

　里さと美みは首を傾かしげた。何やら嫌な予感がする。と、小さ百ゆ合りがためらいがちに言った。

「それでね、さゆ、もしかしたら、パウエルちゃんたちがやったのかな……って思ったんだ。いっくんにはそんなことないだろうって、バカにされたけど……」

　小百合は、紅茶にそっと口をつけて、再び口を開く。

「里美おばさん、パウエルちゃんたち、時々『こっち』に来てたりしない？」

　まっすぐな瞳ひとみ。

　里美は困った。ズバリ、昨日と一昨日、しっかりザイスとパウエルが来ていたからだ。

　パウエルは魔法が使えない。ザイスは使えるが、そんな変な使い方をするだろうか？　いや、ザイスは意外に勘違いで行動するところがある。

　もしかしたら、あのアテナという少女が、別行動でやったのかもしれない。あの少女は一いち弥やに夢中の様子だった。

　考えれば考えるほど、疑惑が深まってきて、里美はうーんと唸うなった。

「き……来てることは来てるけど」

　苦しそうに呟つぶやく。と、

「やっぱり！」

　小百合は両手を叩たたいてにっこりと笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      「さゆ、そういうことなら、また、こっそりとでも会いたいな、と思ってたの」

「……え？　怒ってるんじゃないの？」

「うーん。落とし穴は確かにちょっと悪いかなって思うけど……それは駄目だよって言えばいいことだよね」

　小さ百ゆ合りはケーキの残りに口をつけながら、笑顔で言った。その様子に、思わず里さと美みも微笑ほほえむ。

「ふふっ。そうね。でもさゆちゃん、まだあの子たちが犯人と決まったわけじゃないわよ？」

「あ、そうだね。ごめんなさい」

　小百合はぺこっと頭を下げた。それから首を傾かしげる。

「でも、だったら誰だれがやったんだろう……？」

「うーん。じゃあ、あたしが調べといてあげよっか？　もし本当に魔法の仕業なら――視みえるしね」

　魔力を「視る」。それは〈世界最大のこびと〉である彼女の特殊能力であった。

　里長のミトク、賢者と呼ばれているメイネ、そして小百合も魔力を視ることができる。しかし、それは里美の血を与えられたことで、二次的にその能力を得ているに過ぎない。

　生まれつき、その能力を持っているのは、里美と、同じく〈世界最大のこびと〉であるパウエルだけなのだ。

「ホント!?」

　小百合は、ぱあっと顔を輝かせて言った。

「ええ。本当よ。ね、さゆちゃん、また何か事件が起こったら電話してくれる？　もしあの子たちなら、再来週までは来ないはずだから。で、事件が起きたら別の犯人がいるのかもしれないし……」

　今のところ、魔法じゃなくてもできそうな事件しか起きてないしね。と里美は付け足して言った。

　小百合はうなずいた。それから彼女は、ひとしきり里美の家で遊ぶと、里美と一緒に再び駅まで歩いた。電車に飛び乗り、窓から顔を覗のぞかせる小百合に、里美は大きく手を振って応こたえた。
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　ふわふわの耳が、風になびいて揺れる。

　その耳をふに、と掴つかんで、菊きく池ちは言った。

「うわー、すっげえ似合うぞ弓ゆみ島しま！」

「……きぐるみに似合うもあるかよ」

　と、疲れた声で言ったのは、ウサギのきぐるみ。中にいるのは、もちろん一いち弥やである。

　一弥は耳を引っ張る菊きく池ちの手を払いのけ、頭部をはずした。

「さて、一応着れたみたいだし。――脱ぐか」

「えー、脱ぐのか～？　校舎を一回りしてからにしようぜ」

「バカ言え、試しに着てみただけだろ。ホラ、菊池、チャック下ろすの手伝え」

　一弥は菊池に背を向けて怒った。しぶしぶチャックを下ろす菊池。

　今日は月曜日。放課後になって、一弥は例のきぐるみを着てみているのだった。

　本当は金曜日に着てみる予定だったのだが、その日は、なぜかグラウンドに落とし穴が掘られるというあり得ない事件が発生して、それどころじゃなかったのだ。

　今日はありがたいことに、まだ何も起こっていない。警備体制が強化されたのが効いたのだろう。

　この二年九組の教室には、現在一弥と菊池しかいなかった。

　放課後の活動はまだやっている途中だ。しかし、一弥たち桃団の活動は、本棟にある八組の教室で行われているため、ほとんど人の気配もない。

　一弥は、本当は一人で着たかったのだが、どうやらきぐるみの構造的に難しいだろうということで、仕方なく菊池にアシスタントを頼むことにした。

　案の定、他人事だと思ってノリノリな菊池だったが、言いふらしたりするような奴やつでもないだろう。

　一弥は肩の辺りまできぐるみを脱いで、持っていたタオルで汗を拭ぬぐった。ちょっと着ていただけで、もう汗だくである。

　一弥はせっかくだから制服に着替えようと、下に着ていた体操服に手をかけた。と、

　ガララ……。

「よー。着れたのか九組～」

「キャー」

　熊くま井い麻あさ子この登場に、思わず一弥は叫んだ。しかし、熊井は全く気にする様子もなく、

「何だよもう着替えてんのかよー。見せに来るくらいしろよなー」

　チッと舌打ちすると、ずかずかと教室の中に入ってくる。一弥は脱ぎかけていた体操服を慌てて着直した。

「よく見ろ弓ゆみ島しま。これが『普通』の女だ……」

　菊池が、ぼそっと耳打ちしてくる。と、すかさず熊井が言った。

「なんか言ったか？　そこの男Ａ」

「え？　俺おれ、何か言ったか？　なあ弓島ー」

「さ、さあ……」

　一弥は曖あい昧まいに答えた。熊井は半眼で一弥たちを見つめつつも、

「まあいいや。じゃあさっさと着替えて作業に戻れよー」

　そう言って教室を出て行く。一いち弥やは念のため菊きく池ちを見張りに立てて、制服姿に戻ることにした。

「よし。じゃあ行こうか菊池！」

　きぐるみから解放されて、一弥は爽さわやかに言った。すると菊池は鞄かばんを肩にかけてうなずき――、

「ああ、さようなら弓ゆみ島しま」

「帰るのかよ！」

「当たり前だ。作業を手伝うのは嫌じゃないが、あの熊くま井いとかいう女と一緒にいるのだけはごめんだからな」

　菊池はそれだけを言うと、さっさと教室を出て、階段を下りて行った。

　一弥の教室は、別べつ棟とうの上、階段が教室のすぐ横にあるため、ほとんど誰だれとも会わずに帰ることが可能なのだ。一瞬、自分も帰りたいと思った一弥であったが、さすがにそんなこともできず、本棟に向け渡り廊下を歩いた。

　本棟はにぎやかなもので、女子生徒数人が、けたたましい笑い声をあげながら廊下を走り回っている。一弥はその横を素通りして八組の教室に入った。

　熊井を中心として、数人の女子生徒が一か所にかたまって段ボールに色をつけている。一弥はそれを避よけるようにして教室の奥に進んだ。

　八組の実行委員の山やま田だ、そして複数の男子生徒がいる。

　今週の水曜日にリハーサル、金曜日に本番ということで、今日から、全すべての部活動が一時的に休みになったためだ。

　一弥はその輪の中に入って、作業に加わることにした。

「お、弓島。どこ行ってたんだ？」

「いや、ちょっとな……」

　一弥は明後日の方角を眺めて言った。

　一弥がきぐるみを着るということは、実はまだみんなには秘密なのである。理由は単に恥ずかしいから、なのであるが。

　山田に、片目を瞑つむってみせる一弥。山田は分かっているとばかりにうなずいた。

「ところで、弓島。明日の竹取りメンバーのことだけどさぁ」

　山田は、隣に座った一弥に対し、こう切り出した。

　竹取りメンバーとは、その名の通り、竹を取りに行く人員のことである。応援団旗をくくりつけるための支柱として竹が必要となるのだ。

　基本的に実行委員と体育委員、そして有志の男子生徒が学校の裏山にある竹を取りに行くことになっている。

　桃団は、一いち弥やと山やま田だ、そして男子の体育委員。と、そこまでは決まっていたのだが、肝心の有志がまだ決まっていないのだった。

　有志とは名目上で、実質的には強制参加なのである。一弥にも山田にとっても気の重い話題だった。

　しかし、山田は明るい顔で言った。

「行ってもいいってやつ、五人も確保できたぜ」

「えっ。ホントか？」

　一弥はびっくりして言った。そして、そのメンバーを聞いてさらに驚く。なぜなら、彼らは一度、一弥たちの誘いを断っていた連中だったのだ。

（何があったんだ……？）

　一弥は訝いぶかしみながらも、とりあえず彼らにお礼を言うことにした。

「えっと……ありがとな、みんな」

「気にするなよ弓ゆみ島しま。なぁ」

　一人が言い、他ほかのメンバーが笑顔でうなずく。

　何だか一弥は感動してしまった。とはいえ、何をするわけでもないのだが。

　やがて、熊くま井いが用事があるからということで珍しく早く帰宅すると、堰せきを切ったようにみんな帰り支度を始めた。どうやら、みんな熊井が恐こわくて作業に参加させられていたらしい。

　あっという間に、ほとんど誰だれもいなくなった。――大量の後片付けを残したまま。





「じゃあ、俺おれ、このハケ洗ってくるよ」

　山田が言って、教室を出て行く。

　一弥は散らばっている段ボールくずを拾い集め、下に敷いてあった新聞紙をゴミ袋に捨てていった。と、床に置いてあった自分の荷物が邪魔になって、一弥は鞄かばんと例のきぐるみが入った布袋を近くの机の上に置かせてもらうことにした。

　一弥は先ほどのきぐるみを着た自分を思い出して、苦々しい気分になった。思わず唇を尖とがらせて、独りごちる。

「しかし、きぐるみなんて……こんなの誰が持ってたんだよ」

「――私だ」

　突然、誰もいない教室に声が響いた。少し低い、女の声である。

「うわっ!?」

　一弥は驚いて教室の外に出た。誰もいな……。

「あっ」

　視線を僅わずかに下にずらした一いち弥やは思わず声を漏もらした。

　廊下一面に新聞紙が敷かれ、その上に応援団旗が載っている。その横にはしゃがみ込んで作業をしている、長身で体操着姿の女子生徒。

　どうやら、さっきの声は彼女のようだった。

「真ま船ふね……さん？」

　一弥は呟つぶやいた。

　二年七組、真船木こ乃の葉は。硬くて長い黒髪に、色白な肌。微動だにしない切れ長の瞳ひとみ。

　まるで、陶器のような印象の少女だった。――確か、熊くま井いがいつも話しかけている相手である。本当に友だちなのかどうかは一弥には分からなかったが。

　熊井の友人であるという点も含め、真船は印象に残る少女だった。少し無愛想だが、いつも最後まで残って、きっちり仕事をしてくれる。実行委員の一弥たちと、同じ時間まで残ることも稀まれではなかった。

　真船は一弥の出現に気付いたようだった。しかし、彼女は一弥の顔をチラと見ると再び団旗に視線を戻した。

「あのきぐるみは、私が麻あさ子こに預けたものだ」

　彼女は、団旗に筆を走らせながら、短くそれだけを言った。

「は、はぁ……」

　一弥は何となくうなずくと、教室に戻って、後片付けの続きをしながら問いかける。

「ところで、どうして、その……真船さんはあのきぐるみを……？」

「……」

　真船は無言であった。

　一弥はどうしようもない気まずさを感じつつも、黙々と作業を続ける。やがて、真船が口を開いた。

「私は……ウサギが好きなんだ。それを知った兄の知人が誕生日に、とくれたのだが……どうにもサイズが合わなくてな。安心しろ。洗濯はしてある」

　淡々と話す真船の言葉に、しかし、壁を挟んだ場所にいる一弥は倒れそうになっていた。

（その友達っての、菊きく池ちの親しん戚せきじゃないよな……!?）

　そもそも、何を安心しろというのだろう。一弥は頭を抱えた。と、ふと思い出して言う。

「そういや真船さん。作業時間終わってるんだけど」

「知っている」

「だったら……」

「こんな不完全な団旗を使うのは、私のプライドが許さないんだ。だから、麻子に頼んで直しを入れる許可を得た……それだけだ」

　確かに、団旗に手を加えられるのは今日までだった。

　明日になれば、取ってきた竹に団旗をくくりつけなければならない。まだ色を塗っているなんてことはよほどのことがない限り認められないだろう。しかし――、

（わざわざ熊くま井いさんに頼んでまで残らなくても……）

　一いち弥やは呆あきれるやら感心するやらで、扉から顔を出してちらりと団旗を眺めた。

　一弥たちが適当に色をつけた部分がいつの間にか綺き麗れいに塗り直されて、その周りにはかわいらしい模様が付け加えられている。恐らく、彼女一人でやったのだろう。

　真ま船ふねは視線に気が付いたのか、顔を上げて一弥を見た。

「別に帰ってもいいぞ。……私の自己満足だ。そのために廊下でやっているんだ。団旗は七組に置いておけばいい、と麻あさ子こから言われている」

「いや、でも……」

　言いかけた一弥だったが、自分にできることは何もなさそうだった。

　一弥はしばらく迷って言った。

「そっか。じゃあそうさせてもらうよ」

　やがて、山やま田だがハケを洗い終えて戻って来る。彼らは協力して、どかしておいた机を元に戻した。後片付け終了である。

「じゃあ、俺おれは職員室に鍵かぎ返してくるから、弓ゆみ島しま、お前はゴミ捨てな」

「ああ」

　一弥はうなずいてゴミ袋を持つと、階段を下りてゆく山田を見送った。

　それから、帰る前に、廊下にいる真船に声をかける。

「それじゃあ、真船さんも頑張って」

「……ああ」

　真船は僅わずかに視線を上げて一弥を見た。一弥は彼女に軽く笑いかけると、そのまま家路についたのだった。
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　火曜日――竹取りの日である。

　昨日に続き、何も起きないといいけど……などと思っていた彼の希望は登校早々あっさりと打ち砕かれた。

　七組の教室で、何かが起こったらしいのだ。

　とりあえず現場を見に行った一弥はあまりの光景に呆ぼう然ぜんとなった。

「うわ……」

　教室の壁が、ピンク色になっていた。

　教室の隅には、アクリル絵の具の瓶びんが転がっている。どうやら、これで塗ったらしかった。途中で絵の具がなくなったのか、塗られているのは全体の三分の一くらいである。しかし、衝撃度としては充分だった。

　と、女子生徒数人が誰だれかに詰め寄っているのが見えた。昨日、廊下で騒いでいた少女たちである。そして、その中心にいたのは、あの真ま船ふね木こ乃の葉はだった。

　どうやら、最後に戸締まりをした彼女が、犯人と目されているらしい。

　何でも、朝、日直が教室を開けた時には、既にこの状態だったのだそうだ。表に出ていた応援団旗が全くの無傷だったことも、彼女の立場を悪くしているようだった。

　真船は平然と受け流しているが、このままでは彼女が犯人とされるのは必至だった。

　しかし、一いち弥やにはどうしても彼女が犯人とは思えなかった。

　一弥は、昨日彼女を残して先に帰ってしまったことを後悔していた。あの時、最後まで残っていたら――、

（そうしたら、彼女がやっていないって、はっきり言えるのに……）

　やがて、女子生徒の一人が、意地悪く言った。

「やってないっていうなら、証明してみなよ。まあ、できないだろうけど」

「できるよ」

　その声は、真船のものではなかった。

　場は静まり返り、皆がその声の主に注目する。その声は、一弥が発したものであった。

　一弥は自分自身でも驚いていた。思わず声が出てしまっていた。

「俺おれは、昨日実行委員だったから最後までいたんだ。……だから、真船さんが戸締まりをするのも見た。その時は絶対に何もなかった」

　さっき、あんなことを考えていたせいだろうか。続けた嘘うそはもっともらしくスラスラと一弥の口からすべり出していた。――不思議なくらい落ち着いている。

　真船が無表情に一弥を見ている。気味が悪いほどに整っている、切れ長の瞳ひとみ。一弥はその視線に気が付くと、気まずくなって、慌てて顔をそむけた。彼には、真船の目が、まるで一弥の行動を非難しているかのように思えたのである。

　その時、熊くま井いが担任の男性教諭を連れてやってきた。担任の中なか島じまは、肩で息をしながら叫ぶ。

「すまん……ハァ……昨夜、この学校に何者かが侵入したらしくってな……どうやら鍵かぎを盗まれたようで……ハァ……他ほかの教室も被害に遭あっているらしい……。鍵は、先生たちが後からかけたんだ……」

「――だそうだ」

　横で、熊井が何事もなかったかのように言った。その言葉とともに、真船を取り囲んでいた女子生徒たちはすごすごと教室へ引き返して行く。

（なんだ……そうだったのか）

　何も、自分が嘘うそをつく必要などなかったのだ。一いち弥やは安心して、何だか気が抜けてしまった。

　ちらり、と熊くま井いと話をしている真ま船ふねを見る。

　彼女は一弥の視線に気が付くと、彼に僅わずかにだが笑みを向けた。白い肌とは対照的な、黒い瞳ひとみがまっすぐに一弥を見ている。先ほどと同じ瞳のはずなのに、一弥の目には遥はるかに柔らかに映った。一弥は、何やら少し嬉うれしくなって、微笑ほほえみを返した。――と、



    

  
    
      



    

  
    
      「弓ゆみ島しま、大変なことをしちまったな……」

　ぼそりと、耳元で声がした。

　八組の実行委員、山やま田だだった。彼は、先にあの場を去ったとはいえ、一弥のさっきの言葉が嘘であると気付いているようであった。

「え、何が……？」

　間抜けな声をあげて、問いかける一弥。すると、山田はいかにも気の毒そうに言った。

「今に分かるさ」





　確かに、その理由はすぐに分かった。

「いや、あれは実は嘘で……ほら俺おれって実行委員だろ？　信用してもらいやすいかと思って……」

　一いち弥やは両手を空に彷徨さまよわせながら、うろたえて言った。

　昼休み。のんびりと昼食を食べていた一弥は、突然現れた数人の男子生徒に囲まれていた。

　八、九組合わせて五人。今日、竹取りに参加してくれることになっていた有志のメンバーたちだ。

　その中の一人、田た中なかが言った。

「ほほう。ということはだ、弓ゆみ島しま。つまりお前は嘘うそまでついて真ま船ふねさんを庇かばい、フラグを立てた、と」

「フラグって何だよ!?」

「とぼけるな!!」

「くそー、木こ乃の葉はさんとあんなに近くで作業できると知っていれば、部活なぞいくらでも休んだのに!!」

「しかも体操着姿……レアだ……」

「弓島！　お前、今後真船さんと話すの禁止！」

　五人は口々に言う。つまり、真船木乃葉は一弥の想像以上に男子に人気がある女の子だったらしい。何がそんなにいいのか、一弥にはさっぱりだったが。

　どうやら有志に志願してくれたのも、真船に命令されたかららしかった。

（あんなことするんじゃなかった……）

　一弥は泣きたい気分になった。無駄な行為だった上に恨みまで買ってしまったのだ。

　五人は一通り好き勝手を言うと、あっさり退散していった。しかし、放課後はこれだけでは済まされないだろう。そう思うと一弥はげんなりとした気分になるのだった。





「すまん……山やま田だ……俺おれのせいで……」

　一弥は、コンクリートの床にへたり込んだ。

「いや、別にいいよ……でも……さすがに疲れたな……」

　と山田。彼も相当疲れているようだった。

　――放課後。

　竹取りで一緒になった田中たちは、自分のチームの竹が取れると、一弥が止めるのも聞かずにさっさと真船のいる教室に戻ってしまった。

　そして案の定、一弥たちは、そのとばっちりをまともに受けることになったのである。

　無駄に働かされるわ、作業は遅れるわ……。

　さらには、遅くまで残っていたせいで、教師と生徒会役員たちに捕まってしまい、リハーサル用のテント設営とかで散々こき使われ……。

　そして、今に至るというわけである。

　かなり、遅くなってしまった。

　初夏とはいえ、太陽はほぼ沈んで、夕ゆう闇やみが辺りを包んでいる。

　山やま田だは伸びをして、あらかじめ持ってきてあった鞄かばんを肩にかけた。

「あー、今日は本気で疲れた～。弓ゆみ島しま、そんじゃあ俺おれ、帰るなー」

「あ、うん」

　一いち弥やは山田に手を振った。八組の山田は、別べつ棟とうの九組と下駄箱の位置が違うのだ。一弥の下駄箱はというと、すぐ目の前である。

　ただ、もう少し休んでいたかった。と、

「お、九組ー」

　背後から熊くま井いの甲高い声がする。一弥は、急に一刻も早く帰りたくなった。

「まだ帰ってなかったのかー」

「いや、今から帰るよ」

　一弥は立ち上がって言った。最近、彼女に絡まれてロクなことがあったためしがない。

　すると、それを聞いた熊井は、

「ちょっと待てよー。木こ乃の葉は～！」

　大きな声で、真ま船ふねの名前を呼んだ。

　どうやら、一人ではなかったらしい。しばらくして、真船木乃葉が現れる。

　一弥は思わず身構えた。近くに、田た中なかたち五人の姿がいないかと思ったのだ。

　しかし、それは杞き憂ゆうだったようだ。真船は熊井の横に並ぶと、一弥に頭を下げた。

「今日は……助かった。ぜひ、礼を言いたかったんだ」

「えっ……まさかそのためにこの時間まで……？」

　一弥は驚いて言った。すると真船は首を振り、

「いや、違う。偶然だ」

　あっさりと否定した。

　何やら熊井がにやにやと笑っているのが見える。一弥は何やら恥ずかしくなって頭をかくと、

「あはは……いや、気にしなくていいよ」

「そうか。しかし、麻あさ子こも褒ほめていたぞ。『キュウリが好きなただのお調子者かと思ってたけど違った』と……」

「あ、バカ！　木乃葉、それは……」

　慌てて真船の口を塞ふさいだ熊井だったが、一弥にはしっかりと聞こえていた。

「熊井さん……まさか、しゃべったの？」

「いや、木こ乃の葉はだけ、木乃葉だけだって！」

　珍しく慌てる熊くま井いに、一いち弥やは疑惑の目を向けた。そんな二人のやり取りを、真ま船ふねは無表情に観察している。と、彼女は突如、思い出したように口を開いて、

「しかし、弓ゆみ島しま。どうしてキュウリだったんだ？」

　やはり、キュウリが好きなのか？　と、彼女は続けた。

　一弥は一瞬、その意味を測りかねた。それからしばらくして、逆に聞く。

「えっ？　キュウリは熊井さんが用意してたんだろ？」

（そうだ。あの事件は、俺おれをはめるために、彼女と松まつ岡おかが共きよう謀ぼうして起きた事件――のはずなんだ。どうして俺がキュウリが好きとかそういう問題になるんだ……？）

　すると、熊井が訝いぶかしがって言った。

「何言ってんだ九組ー。何であたしがお前のためにそんなの用意するんだよー。あれは、お前がキュウリ持って走ってたってだけの事件だろ～？　しかも、ふざけ過ぎてバトンをなくして証拠隠いん滅めつしちゃったっていう。――だったよな？」

　一弥は、黙って首を振った。熊井は驚いた顔をする。どうやら、今の彼女の言葉に嘘うそはないようだった。

　あのキュウリが熊井の仕業ではないとしたら……。松岡の単独犯なのだろうか。しかし、動機が全くない。

　熊井は、真相が気になったようだった。腕を組んで、問いかける。

「じゃあ、一体何なんだったんだよー？」

　どう説明していいものか、迷う一弥。真相など彼にも分からないのだ。迷った末、一弥が口を開きかけた時だった。

　真船が腕を上げて、それを制止したのである。それとともに、すぐ傍そばの校舎内にある階段から、教員同士の談笑する声が聞こえる。

「真船さん、別に隠れなくてもいいんじゃ……」

「違う。――何か話しているみたいだ」

　真船は言って、声のする方に目を向けた。声は次第にはっきりと聞こえてくる。

「……しかし、今朝の事件は驚いたなー」

「そうだな。用務員さんの話を疑うわけじゃないけど、『突然何かが光って、密室で団旗が切り刻まれていた』なんてなぁ」

「二年のクラスでは、一瞬のうちに壁がピンクに塗られてたんだろ？　全く、これが本当なら、それこそ妖よう怪かいの仕業だよ」

「明日のリハーサル、何も起きないといいけど……」

　声は、再び遠ざかっていく。しばらくして、三人は同時に息を吐いた。

「さっきのって……」

　熊くま井いが呟つぶやいた。続いて真ま船ふねが首を傾かしげる。

「壁の件は、昨夜侵入した不審者が起こした事件のはず……何か臭におうな」

　二人は、いろいろと議論を始めた。

　しかし、一いち弥やは黙っていた。キュウリのことも、落とし穴も、今回の事件も……。

　自分の周りで、何かが起こっている。

　確実にいえることはそれだけだった。一弥は背筋が寒くなるのを感じていた。
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　アテナは風に吹かれていた。

　一つに結った紺色の髪が印象的な、久く那な斗との民の少女である。

　しかし、彼女が今いる場所は上空――里の外であった。

　久那斗の民は、ほとんど里の外に出ることはない。しかし、彼女も例外だった。

　先月、ザイスと彼女は、パウエルを探すために『外』に出た。そこで彼女は一弥に出会ったのである。

「一弥様……」

　小さく呟く。

　前回の事件の後、彼女はメイネやミトクから、今後巨人との接触を一いつ切さい断たつようにと言われていた。魔法が使えるとはいえ、圧倒的に巨人より弱い存在である久那斗の民。

　接触を持つのは、それだけ危険を――それも、一族全体の危険を伴うのだ。

（せめて……見ているだけでも……）

　アテナは、祈るように思った。眼下には、一弥の通っている学校がある。

　一弥の妹の小さ百ゆ合りは、巨人のくせに魔力が視みえるらしく、彼女に気付かれずに一弥を覗のぞき見るには、ここが一番適した場所だった。

　彼女は雀すずめの背にまたがって、地上を見た。普段は校舎と呼ばれる建物にいるはずの巨人たちが、今日はなぜか外に出ている。

（何なんですの……!?）

　巨人の群衆が、一かたまりになって整列している。

　校舎側の方には指揮官と思おぼしき巨人数人が、不思議な機械を使って信じられない大きな声を出していた。彼らは、

『はい、入場終わりました。それじゃあ退場します』

　と意味不明の言葉を吐いて、白い服の巨人たちを操っている。

「い、一弥様はどこなの……!?」

　アテナは慌てて一弥の姿を探し始めた。





　ところで、その一いち弥やはというと――。

「やだ！　絶対に嫌だ！」

　叫んでいた。

「なんでだよー九組～」

　一弥の肩に、馴なれ馴なれしく手を置き、話しかけるのは熊くま井い麻あさ子こ。その横には真ま船ふね木こ乃の葉はの姿もあった。

　今日は、体育祭のリハーサルの日だった。

　といっても、高校生のことなので、教師も生徒もやる気がない。実際にやってみているのは、大縄跳びなどの団体競技ばかりで、後はひたすら入退場を繰り返すだけであった。

　リレーにしか参加しない一弥は、桃団の応援スペースにいるだけでよかった。

　そこに、熊井と真船がやってきたのである。その用件は――、

「そう言わずに九組ー。一緒に謎なぞの事件を解決しようぜ!?」

　つまりは、学校で起きている怪奇事件を、自分たちで解決しよう、ということなのだそうだ。熊井らしい考え方である。

　真船も相変わらずの無表情だが、わりと乗り気のようだった。

「弓ゆみ島しま。私からも頼む。お前にしか頼めないんだ」

　真船は頭をぺこりと下げて言った。

　一弥にしか頼めないというのは、熊井が昨夜聞いた情報を他ほかに漏もらさないようにしようと決めたからだった。秘密裏に事件を解決した方がかっこいいから、らしい。

　しかし、この言い方は真船親衛隊（勝手に命名）に、かなりの誤解を生んでしまったようであった。ただでさえ聞き耳をたてていた彼らは、途端に目つきを鋭くして一弥を睨にらんできた。

　慌てた一弥はできるだけ真船の方は見ないようにして宣言する。

「それでも、俺おれは嫌だ」

「どうしてだ」

「それは……」

　一弥は沈黙した。昨夜家に帰ってから、一弥は一弥なりにいろいろ考えたのだ。

　普通の人間ではできない事件。小さ百ゆ合りの言葉を真に受けるわけではないが、魔法の存在もありうるだろう。普通の久く那な斗との民の仕業ではないにしても。

　何せ、この世の中には、久那斗の民なる「こびと」が存在するのだ。

（巨人の魔法使いとか、その他妖よう怪かいだっているかもしれないじゃないか！）

　ああいう現実から外れた世界とはもう関かかわり合いになりたくない、というのが一弥の正直な気持ちだった。

「とにかく、そういうことは自分たちだけでやってくれ」

　熊くま井いは明らかに不満そうに唇を尖とがらせた。

「張り込みとかして、か弱いあたしが暴漢に襲われたらどうするつもりなんだよー」

「張り込みをしなきゃいいんじゃない？」

　誰だれも襲わないと思うよ、とはさすがに言えない一いち弥やだった。

「張り込みは駄目だ。……また犯人に疑われたら困る」

　真ま船ふねが渋面で言うのを聞いて、熊井は残念そうに肩をすくめた。

「そうか～？　張り込みは基本なのに……。じゃあ、木こ乃の葉はは何をしたらいいと思うんだ？」

「そうだな……。恐らく犯人は手品師だろう。常に手品をしているやつを探せばあるいは……」

「……」

　一弥は、ついていけなくなって、静かに二人から離れようとした。ところが、

「九組ーっ！」

「弓ゆみ島しま、どうして逃げるんだ」

　何と二人ともついてくるではないか。

　一弥は嘆息とともに、絶対に会話には加わらないことを誓ったのだった。





　さて、アテナである。一弥を探していた彼女は、偶然にも真船が発した「弓島」という単語を聞きつけていた。弓島とは、確か一弥の姓氏である。

　もしかしたら……、そう思った彼女の視線の先に、まさに一弥の姿があった。

　しかし……、

「あ、あれは一弥様……って何で巨人の女と一緒なんですのー!?」

　しかも二人もいる。アテナは頭に血が上るのを感じていた。

（一弥様のバカ―――！……って、あれ？）

　よく見ると、一弥の顔は全然楽しそうではなかった。むしろ嫌がっているようにすら見える。アテナはそれに気付いて、ホッと胸をなで下ろした。

「てっきり、一弥様が浮気でもしてしまったのかと思いましたわ……。でも、あの方たち、一体何なのかしら……？」

　アテナは訝いぶかしんで真船と熊井を見た。どちらも、恐こわくて強そうである。

　辺りを見渡す。グラウンドの中央では、相変わらず怪しげな儀式が繰り返されていた。

　ぼんやりと見ていたアテナだったが、彼女は急にハッとなると、乗っている雀すずめに命令して一度、かなり上空まで戻った。改めて眼下を見下ろす。

（やっぱり……）

　アテナが注目したのは、綺き麗れいに敷かれた白いラインだった。コーナーやらを単に区分けしているだけのライン。しかし、アテナにはそうは見えていなかった。

「これは……魔法陣ですわね。ということは……」

（恐らく……あれは巨人を意のままに操る魔法陣。今はその実験を行っているのだわ。そして、それに気付いた一いち弥や様は、逃げようとしている。――つまり、あの巨人の女たちはそれを防ぐための監視の者！）

　とんでもない思い違いをして、アテナは身震いした。何としてでも、一弥を助けなければ……。

　アテナは、再び地表近くまで下降して、木の枝葉の間に隠れた。そこから、一弥たちの様子を窺うかがう。

　一弥はうんざりとした顔で地面を見ている。それを挟むようにして、両りよう脇わきに熊くま井いと真ま船ふね。

　アテナは、そのうちの真船に狙ねらいを定めた。理由は一つ。彼女の方が美人だからだ。

　いつ一弥をたぶらかすか分かったものではない。

（これも一弥様のためです。――少し痛い目をみてもらいますわっ！）

　彼女は、拳こぶしを握りしめた。瞳ひとみを閉じ、精神を集中させる。全身から、ほんのりと赤い光が溢あふれ、しだいにそれは手のひらへと凝縮されてゆく。

「ハッ！」

　彼女は小さく叫ぶと、空中に拳を突き出した。

　あまり大きくない光の球が、それでも結構なスピードで真船に向かう。

　当たれば、気絶まではいかなくてもしばらくは動けないはずだ。真船は気付いてない。

　もう少しで――当たる。

　その時、ふいに一弥がアテナの方を見た。

　アテナは慌てて木陰に隠れる。しかし、彼は彼女を見ていたのではなかった。

　一弥は光球を目の端はしに捉とらえると、こともあろうか真船の身体からだを突き飛ばし、球の軌道から彼女をそらしたのだ。

「ぐっ……何をする弓ゆみ島しま」

　――バズンッ！

　呻うめく真船は、一弥の肩越しに、小さな何かが地面を跳ねるのを見た。さっきまで、自分のいた位置である。

　――シュウゥゥ……

　何かが、焦げるような音がしている。まさか……、

「弓島!?」

　真ま船ふねは目を見開いた。――と、

「大丈夫ですか！　真船さん！」

　田た中なかたちであった。

　彼らは真船に覆おおい被かぶさっていた一いち弥やを、ものすごい速度で引ひっ剥ぺがすと、口々に叫んだ。

「くそっ、白昼堂々襲いかかるなんて……なんて男なんだ！」

「怪け我がはありませんか!?　木こ乃の葉はさん」

　差し出される手に、しかし真船は自力で起き上がると、

「いや、何もない。それより……」

　彼女はしゃがみ込んで、一弥の背を見た。――特には外傷もないようだ。

「フッ」

　真船は自じち嘲よう気味に笑うと、田中たちに言った。

「私は大丈夫だ。それより、弓ゆみ島しまのことはもう放ほうっておけ」

「は、はぁ……木乃葉さんがそう言うなら……」

　田中たちは去って行った。真船が囁ささやく。

「……行ったぞ」

　一弥は、ぴくりと動くと起き上がった。起きてもややこしいだろうからと、倒れたふりをしていたのだ。

「何だ狸たぬ寝きね入いりかよー」

　熊くま井いが相変わらずの口調で言った。しかし、その顔はどことなく青ざめているようにも見えた。真船が問いかける。

「さっきのは何だったんだ？」

「……分からない」

　一弥は、服にこびりついた砂を払いながら、小さく応こたえた。実際には、見当がついている。先ほどの光球は――、

（恐らく、久く那な斗との民の魔法……）

　一弥は視線を落として、少し焦げた地面を見つめた。何な故ぜ、自分の高校にあの連中の関係者がいるのかは分からないが、今の攻撃はそうであるとしか思えないものであった。ただ、それを彼女たちに明かすわけにもいくまい。

「そうか……」

　真船は、僅わずかに落らく胆たんしたような顔を見せた。それを見た熊井が、ぼそっと呟つぶやく。

「もしかして、手を引けってことかな……」

　いつもの彼女らしくない、弱気な発言だ。一弥は喜んで首を縦に振りまくった。

「うんうん、きっとそうだよ。うわぁ、危険だなぁ。もうそろそろ潮しお時どきだよこの辺で」

　これで厄介ごとに巻き込まれずに済むというわけである。それに、ここで諦あきらめてくれれば、彼女たちに久く那な斗との民の存在が知られる心配もなくなるだろう。

　しかし、熊くま井いはしばらくの沈黙の後、満面の笑みで言ったのだった。

「これは、あたしたちへの挑戦状だな！　ますます受けて立たないわけにはいかなくなったぞ！」

　ぐっ。熊井は握りこぶしを作って、にやりと笑った。

「なんでそうなるんだ……」

　一いち弥やは、またもや頭を抱えるのであった。
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　――その頃ころ。

　校舎の屋上。その物陰から、地上を眺める小さな影があった。

「あの魔力の波動は、アテナ……」

　小さく漏もれる呟つぶやき。しわがれた、老人の声。

「……メイネの差しがねか」

　声は、確かにそう言った。そして、腕を掲げる。小さな破裂音と光が溢あふれ、影は見えなくなった。





　一方アテナは、一弥が真ま船ふねを庇かばったのを見て、衝撃に目を見開いていた。

「まさか……なんで一弥様があんな女を……」

　アテナは隠れた木の幹にしがみつき、バリバリと表皮をめくり出した。

　監視役だと思っていた女だったが、もしかしたら既に一弥を誘惑していたのかもしれない。自分は、見ているだけしかできない「純愛」に甘んじているというのに……。

「ひどいですわ……」

　アテナはこぼれ落ちる涙を拭ぬぐって、一弥と真船を見つめた。ちょうど、起き上がった真船が微笑を浮かべて一弥を見ている。

　アテナはわなわなと拳こぶしを握りしめた。

（な、なんですのあの女は！　ちょっと一弥様に助けてもらったからって調子に乗っちゃって！）

　自分のことは棚に上げて、アテナは怒った。そして、ふいに微笑を浮かべると、

「――今度は外しませんわ」

　アテナは雀すずめの背に飛び乗り、遥はるか上空へと舞い上がった。そして、片手を掲げる。

　魔法の玉がその手に再び集中してゆき――、

　ドスッ。

　何かが、貫かれる音がした。

　小さな、矢のかたちをした魔力のかたまり。

　それが、アテナの腕に突き刺さっていた。矢は彼女がそれを目視すると同時に弾はじけて四散する。

「ぁ……ぐぁ」

　アテナの口から小さく息が漏もれた。

　そして、彼女は気を失った。
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「うわ……マジで？」

　里さと美みは思わず独りごちた。

　宝たから稲いな高のグラウンド横の道から、里美は学校内を「視みて」いた。

　今日は体育祭のリハーサルらしく、たくさんの人間のオーラが見える。それは通常の人間のものだ。

　しかし、その中で明らかにおかしいオーラを出しているものが二つあった。

（ザイスくんと、パウエルちゃん……？　それにしては魔力が大きすぎる……）

　一つは、ザイスより弱いくらいの魔力。大きさが小さくなければ、通常の人間並みの強さしかない。だが、もう一つは――。

（まさか、本当にいるとはね）

　里美は自じち嘲よう気味に唇の端はしをつり上げた。

　最初は、小さ百ゆ合りを安心させるために申し出ただけだった。何もなかった。そう報告するはずだったのだ。なのに……。

　何かが、いる。見覚えのない、魔力。

　恐らくは、久く那な斗との民。

　しかも、それは複数だった。

　里美は、目を凝らしてその正体を見極めようとした。

　しかし、それには距離がありすぎた。ここから視えるのは、せいぜいが魔力の強さくらいである。

　校門は閉まっており、リハーサル中のグラウンドはもとより、校舎を巡回している人間もいる。普通に忍び込むのは容易ではなさそうだ。

　不可視の個人結界を張って侵入することもできなくはなかったが、姿が見えないことでその第三者を刺激するのは避けたかった。久那斗の民に、巨人の気配は大きすぎる。どんなに隠そうとしても、隠しきれるものではないのだ。――下へ手たに刺激して、騒動になっては、一いち弥やたちに迷惑がかかってしまう。

「メイネを呼ばなきゃ……」

　里さと美みは呟つぶやいて、唇を噛かんだ。自分が何もできないのが悔しかった。――と、

「あれは……？」

　上空に映っていた久く那な斗との民と思おぼしき影。それが、突然強大な魔力に撃たれて落ちる。

（こっちだわ……！）

　里美は、咄とつ嗟さにそれが落ちてくるだろう方向へ向けて走った。

　片手を伸ばし、何とか地面すれすれで受け止める。

「はぁ、はぁ」

　里美は少しばかり息をきらして手のひらの中の少女を眺めた。

　里美も知っているアテナという少女である。

　彼女は意識がなかった。

　全身が傷だらけで、腕や足の骨は折れているだろうと思われた。

　里美は指の先をブチッと噛んで、溢あふれ出る血の一滴をアテナの口に含ませた。そして、その上に回復の魔法をかける。里美の――〈世界最大のこびと〉の血には、怪け我がを治す作用があるのだ。

　しばらくして、アテナが目を覚ました。

「う……あれ……痛くない――って!?」

「お久しぶりね。アテナちゃん」

　微笑ほほえむ里美に、アテナは慌てて跪ひざまずいた。そして、それが里美の手の上だったことに気付きさらに慌てる。

「気にしなくていいのよ。それより、さっきのことなんだけど」

「えっ！　あ……すみません！　私ったら、ついカッとなって……サトリ様が止めて下さらなければ……」

　頭を下げるアテナ。どうやら、先ほどの攻撃は里美にやられたのだと思ったらしい。

（あたしを何だと思ってるのかしら……この娘こは）

　少々呆あきれつつも、里美は首を振って問いかける。

「あれは私じゃないわ。でも――ということはアテナちゃん。あの魔法を使ったやつのことは知らないのね？」

　アテナはそれを聞いて、しばらく黙考した。里美が何を言っているのか、よく分からなかったのだ。

　自分を貫いた何か。それが里美の魔法ではないとしたら――。

「知りません。何があったのかも、よく……」

　アテナは顔をしかめて腕に手を当てた。そこには、もはや傷は存在しない。しかし、何な故ぜかずきりと痛みが奔はしったような気がした。

「そう……あなたも知らないのね」

　里さと美みはうなずくと空を仰あおいだ。アテナを乗せていた雀すずめが、スゥと風を切って降りてくる。

　里美はその雀を腕にとまらせて、アテナに言った。

「アテナちゃん。なら、このことをメイネに報告してもらえるかしら？　あれはきっと久く那な斗との民だわ。里の外に出た人か、他ほかの場所から来たかは分からないけど……。とにかく、巨人に存在を知られるわけにはいかない。早く何とかしましょう」

「えっ……それは……」

　アテナは口ごもった。

　彼女が『外』に出ることができたのは、ミトクが特別に許可を出してくれたからだった。しかし、彼女の師である、メイネの許可は取っていない。つまり内ない緒しよだったのである。

　ミトクの許しを得ていたとはいえ、軽率な行動を叱しかられるのは目に見えていた。

　迷うアテナに、里美は言った。

「いっちゃんの一大事なのよ。お願い！」

「一いち弥や様の……」

　その言葉と共に、沈んでいた彼女の目に輝きが戻ってくる。アテナは言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「分かりましたわ。命に代えても、必ず報告します！」

「ありがとう」

　里さと美みは微笑ほほえんだ。そして、飛び立ってゆくアテナを見送る。その後で、里美は再び校舎を見つめた。

「本当に何なのかしら……」
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（これは……魔力の波動……!?）

　彼がその波動を感じ取ったのは、数日前――折しも、パウエルとザイスが『外』に向かって出て行った頃ころであった。

　青みがかった白い髪に、穏やかな浅緑の瞳ひとみ。淡い青緑を基調とした、麻製の服。

　近寄りがたいほどに高こう潔けつな風ふう貌ぼうを持った青年――〈賢者〉メイネ。

「かなり大きいな……」

　彼は独りごちた。部屋の窓から外を見やる。

　久く那な斗との民は魔法を使うことができる。身体からだを小さくした代償に得た、不思議な力。

　そしてその波動は、魔法が発動した証あかし。

　そこは、普段は人の出入りすらもほとんどない、里の外れだった。

　そんなところに住んでいるのは、メイネのような変わり者くらいである。足を踏み入れるのも、然しかり。もしかしたら、何かトラブルに巻き込まれたのかもしれない。――しかし、それにしては魔力の波動が大きすぎる。

「メイネ様ーっ」

　トタトタと、階段を上がってくる足音が聞こえる。メイネが引き取って育てている孤児、ティムのものだ。薄茶色の髪と目をした、幼い少年。

　ティムはメイネの研究室までやってくると、

「メイネ様、さっきあっちで……」

　ティムが指をさして示したのは、先ほどメイネが魔力の波動を感じたのと、全く同じ方角だった。

「ああ、魔力の波動だ」

　メイネはうなずいた。そして、ティムの不安そうな視線に気付き、彼のふんわりとした髪の毛を優しくなでる。

「大丈夫だよ。ティム。……そうだな、ちょっと見てこよう。ティムはここでお留守番しておいてくれるかな」

「はい！　分かりましたメイネ様っ」

　ティムは気をつけの姿勢をして言った。メイネはそれに苦笑しつつも、家を出て、魔法が発動したと思おぼしき場所まで急ぐ。しかし、

「何も……いない？――だが」

　メイネは辺りを見回した。小さな草花――群生していたネジバナが、何かによってなぎ倒された跡が、ありありと残っている。メイネは眉まゆをひそめた。

（ミトク様に報告しなければ……）

　彼は、倒れている草花を起こしてやると、静かに宮殿に向けて歩き始めた。





　ミトクは、結界に覆おおわれた空を眺めていた。ザイスとパウエルが飛び立って行った先を――。

　アテナはとうに宮殿内へと引き返した。今度の休みに『外』へ行ってもいい。そう許可を出したら、目の色を変えて喜んでくれた。問題を起こさないよう念を押したが、少しばかり心配である。

「……無事、出て行ったようですね」

　ふいに、背後から声がかかった。しかしミトクは驚いた様子もなく、ゆっくりと振り向くと、

「ええ。メイネお兄様の手紙も、ちゃんと持たせましたわよ」

　そう言ってにっこりと笑う。――そこにいたのはメイネだった。

　彼は肩をすくめて苦笑すると、

「……あれは報告書ですよ」

「同じことですわ。受け取ったお姉様が嬉うれしくなるのなら」

「……」

　メイネは額に手を当てると、そのまま沈黙した。空を仰あおぎ、嘆息する。

　メイネはミトクの兄ではない。外見的な年齢にしても、むしろミトクの方が上かもしれない。しかし、ミトクはメイネを兄と呼んで慕っていた。

　メイネ――魔法の知識、能力が里の中で最も優れている男。しかし、彼が賢者と称されているのは、それだけのためではなかった。

　彼の素性は謎なぞに包まれていた。

　外見こそ若いものの、実際の彼の年齢を知る者はほとんどいない。

　遠い昔に突然現れ、圧倒的な力を見せつけたかと思うと、幼いミトクの後見人にまでなった男。

　現在は政治には関かかわらないようにしているが、その影響力はいまだ計り知れなかった。

　当然ながら、彼を快く思わない者も多い。

　しかし、彼は持ち前の人柄のよさで、それ以上に多くの人々に好かれていた。もちろん、ミトクもメイネに絶大な信頼を寄せている。彼を兄と呼ぶのも、尊敬の念の表れなのだ。

　ただ、ミトクはどちらかというと、わざとメイネを『お兄様』と呼んでいる節があった。それというのも……、

「あ、そうそう。私、お姉様にあてた手紙に、ちゃんと、『メイネお兄様は、お姉様と会うために、一生懸命頑張っています。だから、きっともうすぐ会えますよ♪』……って書いておきましたから」

　ミトクは、ニコニコと微笑ほほえみながら言った。

　メイネは先ほどとは逆に、視線を落として俯うつむいた。どことなく顔が赤い。彼は少しばかり引きつった表情で、

「思いっきりからかおうとしておられますね……ミトク様」

「違いますわメイネお兄様。私は二人の純愛を陰ながら応援しているだけです」

　すかさずミトクは言い返した。しかし、その微笑はどう見ても楽しんでいるようにしか見えない。

　というのも、メイネとサトリは誰だれがどう見ても恋仲なのだが……メイネ自身はその件に触れられるのを嫌っているのであった。しかも、全く進展する様子がない。

　妹のミトクがからかい……いや、手を貸したくなるのも仕方がないといえた。

「ザイスとパウエルちゃんも最近いい感じみたいですし♡　ふふふ。なんだか楽しいですね」

　ミトクは口元に手をやってくすくすと笑った。なんというか……里長としての威厳など微み塵じんも感じられない。

　彼女がここまではしゃぐのも珍しかったが、基本的に、これが彼女の地なのだということを、メイネはよく承知していた。

「ところで、ミトク様」

　やや、強い口調でメイネは言った。これ以上ミトクのペースにのせられてしまっては、肝心の話ができない。

　そう、ここに来た目的は、魔力の波動についての報告、そして――、

「どうしたのですか？　メイネお兄様」

「私は、ちょっとした用事があってここに来たのですが……」

「まあ。私ったら、てっきり遊びに来てくれたのかと思っていました」

　ミトクは少し悲しそうな顔をしたが、すぐに凛りん然ぜんとした顔つきになると、

「それで、どういう用件なのです？」

　里長としての顔で、問いかけた。メイネはうなずき答える。

「はい。先ほど、里の外れでかなり大規模な魔力の波動を感じたのです。それで、ミトク様に視みていただきたいと思いまして」

「ええ。分かりました」

　ミトクはあっさりうなずいた。

　普通の久く那な斗との民が、魔法が発動してからしか、その力を確認することができないのに対し、ミトクは、魔力自体を感知することが可能だった。それは、彼女がサトリの血を長期間にわたって、多量に与えられたためであった。

　魔力を視る――〈世界最大のこびと〉の特性。

　同じく、サトリに命を救われたメイネも、少しなら魔力を「視る」ことができるのであるが、自身の魔力が少ないミトクの方が、より多くの魔力を感じられるらしかった。

「……」

　ミトクは、メイネに言われた方角を中心に、里の全体を見渡した。

　基本的に、久那斗の民は全員が魔力を持っている。里のあちらこちらに、命の灯とも火しびのように、魔力の輝きが視える。しかし、

「……お兄様」

　ミトクは、静かに視線をメイネに移した。

「はい」

　かしこまるメイネ。そんな彼に、ミトクはけろりとして言った。

「何もないようですわ」

「え？」

「少なくとも、この里の中には……宮殿に害を為なすようなものは、見当たりません」

　彼女は、ほうと息をつくと、にっこりと微笑ほほえんだ。

「メイネお兄様でも、勘違いなさることがあるのですね」

　メイネは少しばかり訝いぶかしむような顔をしたが、うなずくと、

「え……ええ、そうですね。きっとそうなのでしょう」

　優しく微笑みを返した。それから頭をぽりぽりとかくと、

「それじゃあミトク様。私はこれで失礼しますよ」

「ええ。……また、何かあったら報告して下さいね」

「もちろんです」

　メイネは力強くそう言って、宮殿の内部へと引き返して行った。
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　――害を為すような魔法を使っている者はいない。

　それが分かってからも、メイネの心は晴れなかった。実際に、魔法が発動した証あかしさえあるのだ。しかし、それをミトクに報告して騒ぎ立てる気にもなれなかった。

　里の外れに残された痕こん跡せき。何か、魔法の実験だろうか。それではすぐに駆けつけた時、そこに何の気配も感じられなかったのは何な故ぜか。

　メイネは何かしら胸騒ぎを感じていた。しかし、そんな彼の心配とは裏腹に、ここ数日間、里はいたって平和だった。

　杞き憂ゆうだったのかもしれない。彼は自じち嘲よう気味に笑うと――、

「ねえねえ！　メイネ様っ！」

　突然、声をかけられて、メイネはハッとなった。慌てて優しい声で問いかける。

「どうしたんだい？　パウエル」

　夕食時の、明るいリビング。そのテーブルには、自分も含め、三人が座っている。ティム、そしてパウエル。

　パウエルも、ティム同様に孤児であった。しかし、彼女の場合はより複雑な存在で……。

　――呪のろいの子。

　彼女は、それだけの理由で捨てられた。何の根拠もない、迷信。そして、殺されそうになった。メイネが無理矢理引き取らねば、パウエルは今、ここにはいなかっただろう。

　本当の両親が誰だれなのかも分からず、呪いの子への偏見を恐れて、家の外に出ることもままならない。かわいそうな、少女。

　しかし、パウエル自身にそんな悲哀はなかった。

　外界との接触をできるだけ遮断し、のびのびと育てたせいだろう。パウエルはいろんな意味で大物な子どもに育っている。

「えーっとねー、あのねー。……あれ？　忘れちゃった！　メイネ様、パウエル、何が言いたかったんだと思う？」

　パウエルは首を傾かしげて問いかけた。うーん、と顔をしかめると、頬ほおを膨らませてあちこちをキョロキョロと見回す。メイネは苦笑して、

「何だろう……？　うーん、『ぐらたん』の話かい？」

「違うよー。そーゆーのじゃなくてー。あっ！」

　パウエルはポンと手を叩たたいた。どうやら思い出したらしい。

「パウエルね、魔力が『視みえる』んだよね!?　この前、サトリ様に教えてもらったんだ。〈世界最大のこびと〉は魔力が視えるんだよって！」

「ああ、そうだよ」

　メイネの言葉に、パウエルはキラキラと瞳ひとみを輝かせた。……が、すぐに唇を尖とがらせて、

「でもね、パウエルってば、全然視えないの！」

　理不尽な事実に、頬を膨らませる。その表情があまりにもかわいらしくて、メイネは思わず笑みを浮かべると、

「そっか。でも、パウエルも、そのうち視みえるようになるよ」

「ホント!?」

　パウエルは期待の眼まな差ざしでメイネを見た。メイネは困ったように首の後ろをかくと、しばらく視線を彷徨さまよわせた。同じように、キラキラとした瞳ひとみを向けるティムの視線にぶつかる。彼は観念したように息を吐くと、

「ああ。……そうだね。パウエルは、やり方が分かっていないだけだと思うよ。ホラ、パウエルは魔法が起こることを不思議には思っていないだろう？」

「もっちろん！」

　パウエルは自信満々に即答した。

（ああ、それで……）

　メイネは一人、納得したようにうなずいた。この少女は、魔法を異物としては感知していないのだ。――まるで、普通の久く那な斗との民のように。

　メイネは皮肉げに唇を歪ゆがめると、一転優しげな口調で、

「でも、魔法が起こるには、魔力が要るんだ。で、魔法が起きたら必ず魔力の波動が起きる。波動だったら感じることができる人も多いんだけど……パウエルは分かるかい？」

「あの、ぶわーってやつ!?　ぶわーってなる！」

「そうそう。その、ぶわーっとしているのの元が、魔力なんだ。だから、まずは、そのぶわーっとしているのを視られるように頑張ってみるといいよ」

「えー。めんどくさーい」

　パウエルは唇を尖とがらせて、果実ジュースに口をつけた。この分だと、彼女が魔力を視ることができるようになるには相当の時間がかかりそうである。と、

「そうしたら、魔力が視えるようになるの？」

　ティムが首を傾かしげて問いかけた。メイネは小さくうなずき、

「パウエルなら、できるはずだよ。ティムは……こればっかりは無理だろうなぁ」

「ええー。いいなぁ。パウエルお姉ちゃん……」

「へへーん」

　パウエルは、得意げに鼻を鳴らした。まだ、できるわけでもないのに、自慢できることができたのが、よほど嬉うれしいらしい。

「今度サトリ様のとこに行ったら、やり方教えてもらっちゃおーっと」

　パウエルはそう言って食べかけのご飯を口に運んだ。と、思い出したように箸はしを置いて、

「そうだっ！　ティーくん。パウエル、この前巨人の国に行った時のお話、まだしてないよね！」

　その言葉に、ティムは勢いよくうなずいた。ティムはぶんぶんと頭を上下に振ると、

「うん！　何かあったの？　ぼく、聞きたい！」

「えへへー。メイネ様も聞きたい？」

　パウエルは頬ほおを紅潮させると、メイネの方を見つめ、首を傾ける。メイネはうなずいて、

「ああ、私もパウエルの話が聞きたいな」

　すると、パウエルはぱあっと顔を明るくして、

「あのね、パウエル、サトリ様のところに行く前に、ザイスと一緒に、いちやの行ってる学校ってとこに行ったんだー」

　そう言って、両手を広げる。

「こーんなにおっきくって、巨人もいっぱいいて……それでね！　たぶん、いちやはすっごく小さいの！」

　校舎と比べて、という意味だろうが、なかなかに失礼な言葉だった。どこまで信用したのか、ティムは真剣に聞き入っている。

　メイネはニコニコと笑いながらパウエルに問いかける。

「そうか。それはすごいものを見てきたね。……パウエルはああいうところで勉強してみたい？」

「勉強はヤっ！」

　即答するパウエルに、思わずメイネは苦笑した。普段、彼女に勉強を教えているのは、メイネなのだ。

　しかし、パウエルは屈託もなく笑っている。ティムも――本当の姉弟のように。メイネは目を細めてその光景を眺めた。

　夕食時の、平穏な一ひと時とき。できれば、いつまでも続いて欲しい、一瞬。

　と、ふいにパウエルがにこっと笑って、

「そーいえばメイネ様って、サトリ様のことが好きなんだよねー」

「いっ!?」

　メイネは椅い子すからずり落ちそうになった。彼はとりあえずテーブルに手をつき体勢を立て直そうとして――、

「えっ、そうなの？　メイネ様～」

　純真なティムの視線に頬を引きつらせる。メイネはおもむろに立ち上がると、

「お、お茶でも飲もうか。パウエル」

「パウエルはジュースがあるもん」

　パウエルは意地悪く言った。どうやら、逃がしてくれる気はないらしい。メイネは困ったような顔をして遠くを見た。――と、

　コンコン。

　誰だれかが、家の扉を叩たたく音が聞こえた。メイネは好機とばかりに、

「あ、パウエル、誰かお客さんみたいだよ！」

　そう言うと、急いだ様子で玄関に向かう。メイネが声をかけると、ノックの音は止やみ、代わりに声が聞こえた。

「メイネ様、アテナです」

　メイネは、扉を開けた。助かったのはありがたいが、こんな遅くに、何の用事なのだろう。すると、扉の向こう側に現れたアテナは、勢いよく頭を下げて、

「あの、メイネ様。実は……」

　そこで、言葉を詰まらせる。メイネは軽く首を傾かしげた。

「とりあえず、上がりなさい。ちょうどお茶でも飲もうかと思っていたんだ」

「あ、でも……」

「ここで、立ち話するよりはいいだろう？　それにパウエルたちも喜ぶよ」

「えっと……はあ、それじゃあ」

　アテナは顔をしかめながら、パウエルたちのいるリビングまで歩いた。

「あ、アテナちゃんだー」

　パウエルは、先ほどの追及のことはすっかり忘れてしまったようで、にこやかに手をあげた。

「アテナお姉ちゃんこんばんは」

　続いて、ぺこりと頭を下げるティム。彼はぴょこんと椅い子すから飛び下りて、アテナの座るであろう椅子をひいてやった。アテナは特に笑みも浮かべずに、

「ありがとう、ティム」

　形だけのお礼を言う。何やら、上の空の様子である。アテナは椅子に腰掛け、そわそわと台所に立つメイネを見た。

　やがて、メイネが温かいポットを手に、テーブルに戻ってきた。

「それでアテナ、用件というのは何なんだい？」

「あ、えっと……」

　アテナは、気まずそうにティムとパウエルと見た。

　彼女の用件とは、今日の日中、里さと美みに頼まれた伝言のことであった。メイネに伝えて、対策を講じてもらわなければならない。しかし……。

　ティムとパウエルの前で話すのは気が引けた。何しろ、彼女は黙って『外』へ出たのだ。恐らく、メイネは彼女を叱しかるに違いない。もし、こんな子どもたちの前で怒られでもしたら、彼女のプライドが台無しなのである。

（でも……一いち弥や様のためですわ）

　アテナは一人うなずくと、メイネに、彼女が里の外で体験したできごとの全すべてを語って聞かせた。――里美に会って、彼女に報告を頼まれたということもしっかり強調する。

　メイネは、黙ってそれを聞いていた。

　いつ怒られるかとヒヤヒヤするアテナであったが、予想に反して、メイネは彼女を咎とがめることはしなかった。彼はあごに手を当てて、うーんと唸うなると、

「そうか……もしかしたら、あの時の波動に関係しているのかもしれないな」

「あの時……というと？」

　アテナが問いかける。メイネはうなずいて、

「この前、パウエルたちが出かけた日、そのすぐ後くらいに、かなり大規模な魔力の波動を感じたんだ。ただ、どうやら里の中にはそんな魔法を使ったような人間はいないようだし、被害もないみたいだったから、てっきり気のせいかと……」

　すると、アテナの顔がみるみるうちに紅潮した。

「な……やっぱりこの里の者ですのね！　私を殺して一いち弥や様を独り占めしようったってそうはいきませんわ！」

「いや、まだそう決まったわけじゃ……」

（というか、そんな特殊な動機はまずないかと……）

　一人憤いきどおるアテナに、メイネは冷や汗をかいた。見ると、ティムも少し怯おびえたように震えている。

「アテナお姉ちゃん、恐こわいよ……」

　しかし、当然ながらアテナは聞いていなかった。

「とにかく、そんな不ふ埒らちな輩やからは成敗するに限りますわ！　さっそくミトク様に許可をもらいに行かなければ……」

　と、立ち上がろうとするアテナの肩を、メイネが押さえた。

「駄目だ、アテナ」

「どうしてですの!?」

「さっきの話だと、相手はかなりの強者らしいじゃないか。キミが行っても仕方がないだろう」

「そんな……」

　俯うつむくアテナに、メイネは優しく微笑ほほえんだ。

「大丈夫、私が行く。キミは里で待っているだけでいいんだ。――こっそり『外』に出て行くのは事件が解決してからでもいいだろう？」

　痛いところをつかれて、アテナは真っ赤になった。しばらくの沈黙の後、アテナはコクンとうなずく。メイネと、ティムはホッと一息といった様子で彼女を見た。

　しかし、パウエルだけは、渋面でテーブルを眺めていた。

　メイネはそれに気付きはしたが、話題についていけないのが悔しくてふて腐れているだけだろうと思い、ほとんど気にも留とめなかった。



　　　＊＊＊＊



　木曜日。小さ百ゆ合りは校門の前に立って、校舎を眺めていた。

　県立宝たから稲いな高等学校という表札が見える。ぼんやりとそこで人を待っていると、学校帰りの女子高生数人が「かわいい」と頭をなでてくれた。

　やがて……、

「うわー、遅れてごめん。もしかして、待った？」

　菊きく池ちだった。小百合はゆっくり首を振ると、にっこりと笑ってみせた。

「ううん。それより大だい輔すけお兄ちゃん、ごめんね。案内頼んだりして」

「いやいや、そんなことないよ」

　菊池は妙に爽さわやかな笑顔で言った。

　菊池は、一いち弥やに小百合の話をしている時こそ危ない発言が目立つものの、実際に小百合と相対している時は、むしろ普段より大人おとなしいのであった。

「ところで、さゆちゃん、一弥お兄さんに内ない緒しよって……どうして？」

「え……うん」

　小百合は俯うつむいて言った。

「さゆ、いっくんから聞いたの。学校で、最近変な事件ばっかり起こるって。だから、さゆにできることがあったらいいなって思って……。でも、いっくんが知ったら怒りそうだから……」

　そう。小百合は、一連の事件を解決するためにやってきたのだった。

　昨日、一弥が魔法のものと思われる攻撃を受けた。

　絶対に何かがいる。

　そう思った小百合の元に里さと美みから電話がかかってきた。結果は――、

（「何もなかった」かぁ……）

　小百合は俯いて、自分の指先を見つめた。

　きっと、里美は自分を安心させるために嘘うそをついたのだろう。それか、里美が見逃したか……。そう考えなければ納得できなかった。

（だったら、さゆも探さないと……）

　小百合は決意も新たに、何な故ぜか感動にうち震えて立ち止まっている菊池の制服のズボンを引っ張った。

「大輔お兄ちゃん。あっちに行っても、いい？」

「あ、うん。いいよ。行こう行こう！」

　二人はしばらく校舎内を見て回った。

　しかし、小さ百ゆ合りを「かわいい」という生徒たちには出会っても、事件の元凶をつきとめることはできなかった。

「うーん。ごめんねさゆちゃん、何の役にも立てなくて」

「いいの。気にしないで」

　がっくりと肩を落とす菊きく池ちに、小百合は言った。校舎を出て、今はグラウンド脇わきの花か壇だんの前だ。

（本当に、何もなかったのかな……？）

　だったらいいんだけど。小百合は思って、花壇の前にしゃがみ込んだ。と、

（あ…れ…？）

　小百合はふいに視線を感じて、校舎の方を眺めた。何もいない。しかし……、

（小さな、おじいさん……）

　小百合は確かに、その影を「視みて」いた。

　白しら髪がまじりの黒い髭ひげ。険けわしい、憎しみを込めた目。

　張りつめた空気を纏まとった老人の気配。

　呆ぼう然ぜんと頭上を見上げる小百合に、菊池が首を傾かしげて言った。

「あれ？　さゆちゃん、どうかしたの？」

「えっ。……ううん。何でもないよ」

　小百合は慌てて首を振った。それから再び老人のいた校舎に目をやる。

　そこには、もはや何の姿も見えなかった。

　と、小百合は菊池の不安げな視線に気が付いて、慌ててにっこりと微笑ほほえんだ。そして、そのまま学校の外へ向けて歩き始める。

　校門を出る前、彼女はもう一度だけ振り返って校舎を仰あおぎ見た。

（気のせい、じゃないよね……）



    

  
    
      


第四話　過去を追い続ける者



　今から、およそ三〇年前。その時、彼は宮殿の警備隊長を務めていた。

　久く那な斗との民が住む里。そこには、サトリという女性がいた。――里を統すべる長おさ。それが彼女の地位であった。

　彼はサトリのことを愛していた。

　彼女が里の長で、自分は一介の臣下に過ぎない。そのくらいは、彼も重々承知だった。

　しかしそれならば、いや、それだからこそ、彼はずっと彼女を見守り続けたいと思っていた。

　しかし、彼のそんなささやかな願いは、ある男の出現によってあっさりと打ち砕かれた。

　メイネ。絶対的な力を持って現れた、謎なぞの男。

　サトリの命を助けたというその青年は、あっという間に彼女の信頼を得て、民衆をも味方につけてしまった。

　サトリが、メイネに惹ひかれていくのは、誰だれの目にも明らかだった。

　彼は、確かに悔しかった。しかし、それでもいいと思ったのだ。

　彼女が、幸せなら。

　あの、メイネという男が、彼女に幸せを与えられるというのならば……。

　だが、あの男は――。

　ある日突然、サトリはメイネとともに宮殿を去った。

　残されたのは、彼女が呪のろいの子であるという告白文と、遺書。それは、里の民には知らされることはなかったが、宮殿内では大変な騒ぎになった。

　何かの間違いだ。

　それが大半の意見だった。彼女が呪いの子である兆候など、少しも見られなかったのだ。

　だが、告白文は彼女の直筆で。

　だから多くの人々は、彼女が別の理由で悩み、そんな理由をつけてまで、失しつ踪そうしたのだと思った。

　彼も、そう考えた一人だった。彼は、長い間サトリを見ていて、彼女が里長としての立場に苦しんでいることも知っていたから。

（きっとサトリ様は、長を辞めてただ静かに暮らしたかったのだ。あのメイネは、サトリ様とともに行くことを許された。それだけだ……）

　しかし――





「……やあ」

　降りしきる、雨の中。

　偶然にも、彼はメイネと出会ってしまった。

　サトリが消えてから、数日後のことだ。

　そこは里の境界付近で、あたかもその青年は、『外』から戻ってきたかのように見えた。

　メイネの身体からだはずぶ濡ぬれで、柔らかな髪は水分を含んで灰色に染まっていた。そんな格好で、しかし彼は笑っていた。唇を薄く歪ゆがめて……。

　どうして、この男だけがここにいるのか――。

　彼は、呆ぼう然ぜんとメイネを見た。

　メイネはサトリとともに消えたはずであった。ならば、帰ってくる時は彼女も傍そばにいるはずだったのだ。なのに……。

　彼は、恐ろしい考えに行き着いて、愕がく然ぜんとなった。そのまま、呟つぶやくように問いかける。

「貴様が……殺したのか……？」

「……」

　メイネは答えなかった。

　おぼつかない足取りでゆっくりと里の内部へ向けて歩き始める。

　彼はその後を追って叫んだ。どんな内容でもいい、それを否定する言葉が欲しかった。

「答えろ！　メイネっ！」

　ピタリ、とメイネの足が止まった。僅わずかに振り返り、彼を見つめる。

　暗い、死人のような目。

　それを見て、彼は悟ってしまった。

　彼女は、もういないのだと。彼の元に戻ってくることは、もうないのだと。

　彼は呆然と立ち尽くした。すると、メイネはそんな彼を認め、

「……ッ！」

　メイネは笑っていた。彼を、あざ笑うように。

　それを見た瞬間、彼は我知らずメイネを突き飛ばしていた。

　そのまま肩を掴つかみ、もう片方の手に魔力を集中させる。彼の手から漏もれる光がメイネの瞳ひとみに反射して、鋭く輝き――。



　――シュゥゥ



　圧倒的な魔力が、辺りを覆おおった。

　それは、彼の放った魔法ではなかった。

　無造作に彼の魔法を受け止めた、メイネの左手。――そこから溢あふれる、膨大な光。

　まさに、桁けた違ちがいだった。

　彼の魔法は瞬時に消滅させられ、気付いた時には、メイネの魔法だけが暗い森を静かに照らしていた。メイネは、なおも無言で彼を見ている。

（殺される……！）

　彼は、数歩後ずさった。

　この、謎なぞの青年が恐ろしかった。

　いつも、虫も殺さぬような顔をしていたこの青年が――。

　こんな男に怯おびえる自分など許せない。彼は、無理矢理に笑みを浮かべると、絞り出すように叫ぶ。

「お前は……また殺すのだな。今度は何と言って殺すのだ!?　呪のろいの子の次は――」

　瞬間、メイネの肩がピクリと動いた。彼は思わず息を飲んで硬直する。

　しかし、それだけだった。

　メイネは彼を攻撃するどころか、左手の魔法を消滅させて、だらりとその腕を地面に向けた。

　突然消えた灯とも火しびに、森の中はいっそう暗く見えた。

　降り続ける雨が、彼らの間を遮さえぎっていた。

　ふいに、何か呟つぶやきが漏もれた。それはメイネが発したものであった。

　彼には、メイネが何を言っているのか、ほとんど聞き取ることはできなかった。しかし、

「……呪われているのは……私たちの方だ」

　最後の、その一言。それだけは、やけにしっかりと彼の耳に届いた。彼はハッとなってメイネを凝視した。

　メイネは俯うつむいたまま、やはり笑っていた。額に手を当て、重い髪をかきあげる。雨の水なのだろうか、その顎あごからは、ポトポトと水が滴したたり落ちていた。

　メイネは、そのまま歩き始めた。相変わらずのゆっくりとした足取り。

　しかし、彼にはそれを追うことができなかった。

　メイネが恐ろしかったからだけではない。メイネの、あの最後の言葉が、頭に焼きついて離れなかったのだ。「私」ではなく、「私たち」と言った、あの一言が……。

　メイネ。まるで、全すべてを知っているかのように笑った男。

　彼は、メイネが視界から消えるまで、そのまま立ち尽くしていた。

　そして、がっくりと地に膝ひざをつくと、ただ、号泣した。



　私たちの……呪い。



　それが何を指しての言葉かは、彼には分からなかった。しかし、今の自分が呪われているということだけは確実だった。

　何も、できない。運命を変えることのできない、自分。

　まだ、変えられない。今はまだ……。

　泣き叫び、雨に打たれながら、しかし、彼の頭の中は次第に明めい瞭りようになっていった。

　そう。呪のろいは、解けるもの。

（ならば……いつか、あの男を――）

　彼は、悲しみの中で誓った。彼の中で芽め生ばえた狂気。それは、まさに呪いのようであった。
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　金曜日。いよいよ体育祭当日である。

　昨日は前日ということで、ほとんど何も行われなかった。

　そのせいだろうか、昨日はこれといった事件も起きず、一いち弥やは無事にこの日を迎えたのだった。だったのだが……。

「いっくん、だからてるてるぼうずさん作ろーよって言ったのに」

　小さ百ゆ合りが、朝ご飯を食べながらほっぺたを膨らませた。しっかりと閉じられた窓には、たくさんの水滴が滲にじんでいる。

　外は、思いっきり雨が降っていた。

「中止……なんだろうなぁ。やっぱり」

　一弥は、歯磨きをしながら窓の外を眺めた。

　朝とは思えないほどの暗さである。すぐ傍そばに見える排水溝には勢いよく水が流れ、たとえ今、雨が止やんだとしても、グラウンドは使い物にならないだろうと思われた。

「天気予報ではところにより曇くもるけど、雨は降らないってはずだったのに……」

「天気予報だって、たまには外れるわよー。それに、うちは田舎いなかだしね。こんな極きよ地くちを基準に予測なんかしてないんじゃないの～？」

　母の勝かつ子こが、あくびを漏もらしながら言った。

「雨天順延でしょ？　別に、いつやっても一緒よー。気にしなーい気にしない」

　お気楽な母の言葉に、しかし一弥は頭を抱えながら自室へ向かった。

　体育祭は、雨天の場合、月曜日に順延ということになっている。そして、

（ってことは今日は月曜日の時間割り……）

　そうなのだ。代行日として消える月曜日の授業を、雨天の場合は先にやってしまおう、ということなのである。

（昨日ちゃんと予習しとけばよかった……）

　一いち弥やは、空っぽの鞄かばんに教科書とノートを詰め込んで肩を落とした。まさか、雨が降るなんて……予定外にもほどがある。

　今さら予習する気も起きずに、一弥はあくびを漏もらした。





　一弥は学校へ向けて、ゆっくりと歩いていた。体育祭実行委員の仕事のため、一般の生徒よりも早い登校である。

　どうせ中止だと決まっているのに、早く行かねばならないことに、一弥は顔をしかめた。

　雨は斜め方向から吹きつけるように降っており、傘かさをさしてはいるものの、ズボンの膝ひざから下はほとんど濡ぬれた状態になっている。

（くそ。靴の中が気持ち悪い……）

　一弥は今日の天気を忌いま々いましく思った。こんなに強い雨では、恐らく、せっかく引いたラインも流れてしまっているだろう。また、引き直さなければならない。

（あー、めんどくさいなぁ）

　一弥はあくびを漏らした。

　田舎いなか道みちを抜け、国道を渡ると、ちらほらとではあるが、宝たから稲いな高生の姿が見えた。普段は、自転車通学の生徒が多いが、今日は徒歩の生徒の方が多そうである。と、何か怪しい影が目に入る。

「うわー……」

　一弥は思わず声をあげた。

　脇わき道の田園の真ん中を、黒いかたまりが移動しているのである。というか、それは大きな黒いポンチョを着て自転車に乗っている宝稲高生と思おぼしき学生の姿だった。

　ポンチョは走っているせいで空気を中に閉じ込めてしまっており、ヨットの帆みたいにバサバサと揺れていた。

（こりゃあ、闇やみの司祭って感じだな）

　一弥は呆ぼう然ぜんとそれを眺めた。朝っぱらからすごいものを見てしまった。

　自転車は田園を抜け、一弥たちの歩く道へと入り――、

「あっ……」

　一弥は目の前を横切った例の黒いかたまりを見て声をあげた。

　キキー！

　自転車は通り過ぎてすぐに急停止し、一弥の方を振り返る。黒いポンチョから白い手首が覗のぞく。濡れた前髪をかき分けながら、黒いかたまりは口を開いた。

「……弓ゆみ島しま？」

「お、おはよう真ま船ふねさん」

　一いち弥やは少し早歩きをして、黒いかたまり――真ま船ふね木こ乃の葉はの元に向かった。

「ああ、おはよう」

　真船はうなずいてポンチョのフードを目深にかぶった。一弥はその姿を見て、微笑ほほえみながら言う。



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、さっきは一瞬誰だれかと思ったよ。――雨の日はいつもそんな格好なの？」

「まあ、時々だ。雨にもほとんど濡ぬれないし、便利だぞ。渋くてかっこいいしな」

「そ、そっか……」

　一弥は曖あい昧まいな笑みを浮かべて言った。彼女の今の格好はどう考えてもかっこ悪いのだが……ここまで堂々としている彼女は逆にかっこいいのかもしれない。そんなくだらないことを考えていた一弥に、真船がぼそりと呟つぶやいた。

「……中止だな」

「あ、そうだね。真船さんは残念？」

「いや、別に。だが、月曜は晴れて欲しいものだな。私の描いた『うさももくん』が日の目を見ないのは……やはり悲しい」

「うさももくん？」

「ああ、団旗に描いてあるうさぎのことだ。うさぎで桃太郎だから、『うさももくん』と呼ぶことにしたんだ」

「へぇ……」

　一いち弥やはとりあえずうなずいた。この真ま船ふねという少女、どうにもキャラが掴つかめないというか、いちいち返答に困ってしまう。

　そのまま黙っている一弥。すると、今度は真船の方から話を振ってきた。

「ところで弓ゆみ島しま。――麻あさ子こが例の事件に、やはり手を貸してもらいたいと言っているのだが……」

　真船はそこまで喋しやべると、ちらりと一弥の顔を見た。思いっきり嫌そうな顔をしていた一弥は慌てて張りついた笑みを浮かべるが……、

「やっぱり駄目か」

　真船は、苦笑ともとれる微笑を浮かべて言った。一弥は少し悪いことをした気分になって、

「あ、ごめん。でも……」

「いや、いいんだ。正直、私も大して興味はないんだ。……ただ、麻子が頑張っているのは私のためだからな」

　彼女はフッと微笑ほほえんだ。あの、教室ピンク色事件のことを言っているのだろう。

「疑いも晴れたし、もう気にしていないのだが……。私のために怒ってくれているというのが……少し嬉うれしいんだ」

　真船は、少しはにかんで言った。いつもの無表情な彼女からは想像できない姿である。

　一弥は思わず見とれてしまった。すると真船は一弥の視線に気付いたのか、僅わずかに瞳ひとみをそらした。

「よし、麻子には私から言っておく。安心しろ、もう誘ったりはしない」

　真船は力強くうなずいて、いつもの無愛想な顔に戻った。

「とりあえず、今日は麻子たちと一緒に、校内にいる手品師を探してみるつもりだ。――見つかったらまた報告する」

「……あ、はい。頑張ってね」

　一弥は、呆ぼう然ぜんとそれだけを言った。さっき断っておいて本当によかった。

　真船はその言葉に少しばかり微笑を浮かべた。

「ああ」

　そう言うと、彼女は、ゆっくりと漕こいでいた自転車のペダルに力いっぱい足を乗せた。

　グングンとスピードを上げ、真船の――再び黒いかたまりとなった彼女の姿は見えなくなってゆく。

　一弥はその姿を目で追いながら、ゆっくりと学校に向かった。





「いやー弓ゆみ島しま、残念だなー。これで月曜日も雨だったら中止かぁー。中止……うーん、実に素晴らしい響きだ」

　教室に着いた途端、菊きく池ちはそう言って一いち弥やの肩を叩たたいた。

　生徒会室で案の定、延期の報告を受けて、細こま々ごまとした雑用を手伝って……。既に疲れている一弥とは対照的に、菊池の顔は明るい。

「どこが残念なんだよ……」

「おおう！　お前もそう思うか弓島ー。よーし、これから一緒に逆さてるてる坊主でも作るか」

「……」

　発想が小さ百ゆ合りと同じだ……。そう思った一弥だったが、あえて言わないことにした。

　ただでさえ雨でむさ苦しい教室の温度を、これ以上あげても仕方がない。

　一弥は教科書とノートを鞄かばんから出して、まだ少し残っている三限目の数学の宿題をやり始めた。

　すると菊池は、一弥の前の席に腰を下ろして、

「お前……まじめだなー」

「まじめだったら家でやってるよ」

　顔も上げず、そっけなく答える一弥。菊池は肩をすくめた。

「そういや、弓島ー」

「なんだ？」

「この前、不審者が入ったって事件があっただろ？　団旗が切り裂かれて机がひっくり返されたり、壁がピンク色になってたり……ってアレだ」

「ああ」

「ここだけの話、あれって、本当は不審者なんかいなかったんだってよ。しかも、全すべて密室の事件！――びっくりだよな」

　菊池はぐっと拳こぶしを握りしめて力説した。一弥は僅わずかに眉まゆをひそめた。もう、噂うわさが広まるまでになっているのか。もし犯人がこびとだと知られたら……。

　一弥は、懐かしい久く那な斗との民の面々を思い出した。

　彼らの里が脅おびやかされることになったら――そう思うと、一弥は急に苦々しい気分になった。彼はわざと興味のないそぶりを見せると、

「そうだなー」

　とやはりノートから目を離さずに淡白な返事を返した。

「……弓島、聞いてるのか？」

「聞いてるよ。犯人は手品師か魔法使いらしいな」

　そう一弥が返事を返すと、菊池はいかにもがっかりしたといった表情になった。

「なんだ……知ってたのかよ。――いや、待てよ？」

「なんだよ。俺おれは犯人じゃないからな」

　一いち弥やはようやく菊きく池ちの顔を見て言った。すると、菊池は首を振り、

「いや、そうじゃなくてさ、俺は犯人は妖よう怪かいだと睨にらんでるんだ。学校といえば妖怪、じゃなかったら幽霊と相場が決まってるからな」

　真剣な表情で言う。一弥は相手をするのがばかばかしくなって、

「まあ、何でもいいんじゃない。いやー不思議不思議」

「弓ゆみ島しま、妖怪をバカにすると後が恐こわいぞ」

　菊池が、むすっとした顔で言った。どうやら一弥が、信じていないと思ったらしい。

　一弥は、嘆息しながら首を振った。

「バカになんかしてないよ。ただ、俺は妖怪や幽霊、魔法使いの類たぐいとはできるだけ関かかわらないで暮らしたいと思ってるのさ」

「なんてつまらん男だ……それでもさゆちゃんの兄か!?」

「うるさいなー。そんなに関わりたいなら、熊くま井いさんのとこにでも行けよ。あの人、犯人を探すんだって意気込んでたから、喜んで迎えてくれるはずだよ」

「弓島……」

　菊池は呟つぶやくと、急に静かになった。それからにこやかに笑みを浮かべて、

「そうだな。やはり平和が一番だ。決して、あの女が恐いから言ってるんじゃないぞ弓島」

　ころりと態度を変える菊池。一弥は呆あきれつつも、彼の興味がそれたことにホッと胸をなで下ろした。
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　ザーザーと、雨音が響いている。

　メイネは書類を書いていた手を休め、窓の外を見た。

　かなり、大降りの雨だ。

　この里は魔法による治水管理がしっかりしているので、雨がたくさん降ったからといってすぐさま大惨事になることはない。雨に対する認識も、巨人の世界と何ら変わるところなく、場合によっては外で遊んでいる子どもの姿すら見られるほどだ。

　ただ、雨の中、鳥たちを飛ばせるわけにはいかない。

　一昨日の夜に、アテナから聞いた謎なぞの情報。

　それを確かめるため、メイネは今日、『外』に出るつもりだった。昨日は何かと手続きが大変だったのだ。ミトクに報告をしたり、宮殿内を回ったり……。

　それが、この雨である。

（予定が狂ってしまったな……）

　メイネは嘆息した。明日と明後日は、今日の予定を空けるために入れた細こま々ごまとした用事でいっぱいである。この分だと、次に外に出られるのは三日後だろうか。――それも、雨が降らなければの話だが。

　とにかく、そんなわけでメイネは、サトリが送ってきた巨人の世界の資料を読んだり、たまっていた仕事を片付けたりしていたのだった。

　雨の音が、いっそう強くなった。

　メイネは、黙って窓の外を見ていたが、おもむろに立ち上がると、窓辺まで歩いた。

　壁に頭をもたせかけ、壁から漏もれる少し湿った空気を感じる。――雨の音が、より深く耳に響く。

（……そういえば、あの時も、こんな雨の日だった）



　サトリと別れて、里に戻ったあの日。

　あの時のメイネは、こうして再びサトリと連絡を取り合えるような日がくるとは、夢にも思っていなかった。

　彼女に、生きることを強いた彼は、彼女の幼い妹を守るために里に戻った。

　彼女と過ごす時間は、そう長くはないだろう――それは、彼女と出会った頃ころから分かっていた。しかし、どうにもできなかった。

　強攻策を取って、無理矢理に彼女の存在を認めさせようと思ったこともあった。

　だが、そう提案する彼に、サトリは悲しそうな目で、やんわりと首を振るのだった。

「里の民を、傷つけたくはないの」

　それだけ「呪のろいの子」への偏見は大変なものだった。

　長おさである彼女が、呪いの子であると知られたら、必ず何らかの内乱が起き、多くの血が流れるだろう。だから、彼女は自らが消える道を選択したのだった。

　確かに、その計画は成功した。

　自分が呪いの子であることを明かした告白文と遺書。それだけを残して宮殿を去ったサトリは、里の歴史からその存在を抹消され、幼いミトクがその後を受け継いだ。

　もちろん、サトリが呪いの子であったなどという情報は公表されるはずもなく、何も知らない民衆はサトリの突然の失しつ踪そうを何かの陰謀ではないかと噂うわさした。

　宮殿内でも、陰謀説は根強かった。

　メイネの手腕が鮮やかすぎたことも疑いの念を大きくしていた。いや、彼らにとってそれが本当に陰謀であるかは問題ではなかった。メイネが実質的な権力者になるのが怖かったのだ。しかし、メイネはミトクの親代わりにはなっても、それ以上の政治への介入は全くといって行わなかった。

　自分たちの生活は、何も変わらない。

　それが分かってから、メイネに反発する声はほとんどなくなった。

　彼の力はすごい。魔力も、肉体も、そして頭脳も。

　彼を責めたところで、前の長おさは戻らないだろう。ならば、この絶対的な存在の青年を敵に回してはならない。

　人々の様々な計略の下、新しい政権は安定に向かった。

　サトリの名は次第に人々の口にのぼらなくなり、今ではサトリという長がいたことを知らない者すらいる。

　だが……。



　どうして、皆で生きることができなかったのだろう。



　メイネは悔しかった。事情はどうあれ、それはサトリの「排除」に他ほかならなかった。

　歴史からも消え、記憶からも消え……サトリのいた痕こん跡せきは、もう里には残っていない。

（結局、彼女を忘れられなかったのは私とミトク様だけ、か……）

　メイネは自じち嘲よう気味に笑った。

　全すべては、サトリの計画通りなのだ。悲しく思う必要などない。そう自分を納得させようとしても、ずっと消えなかったやるせない気持ち。

　それは、今でも変わっていない。

　サトリと再会して、しかしメイネは再び里に戻ることを決めた。それはパウエルを守るためだ。サトリの時に、叶かなわなかった彼の夢を実現させるため。

　彼女が、「呪のろいの子」などではないと人々に伝えるには、まだ多くの時間がかかる。

　メイネがいなければ、パウエルを擁よう護ごするミトクたちは里の内部に大きな火種を抱えることになるだろう。

　しかし――。

（私は、彼女から逃げているだけなのかもしれないな……）

　一緒に暮らすことができずとも、会おうと思えばいつでも会える。

　なのに、それさえもしないのは、彼女への罪悪感なのかもしれなかった。今日だって突然の雨で、彼女に会えなくなったことに、どこかホッとしている自分がいる。

（そういえば、あの男は……）

　雨音が、頭の中に響く。

　里に戻ったあの日。雨に打たれた彼に、掴つかみかかった男。

「ガルバ……」

　メイネは、その男の名を呟つぶやいた。

　かつて、宮殿の警備隊長だった男。メイネを裁くと断言し、それが叶かなわずに、宮殿を去った男。

（彼はまだ、サトリのことを忘れずにいるだろうか……）

「もし、そうなら……」

　メイネは呟つぶやいて、慌てて首を振った。どうやら、少々疲れているらしい。

　彼は壁から身体からだを離すと、伸びをしながら天井を眺めた。



（もしそうなら、今でも彼は、私を裁いてくれるというのだろうか――）
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「雨かぁ～」

　パウエルは窓の外を眺めて頬ほおを膨らませた。

「どうしたの？　パウエルお姉ちゃん」

　テーブルに座っているティムがパウエルを見て首を傾かしげる。

　外に出ることの少ないパウエルは、雨の日がわりと好きだったはずだ。それなのに、どうしたというのだろう。

　パウエルはくるっと振り向くと、じーっとティムを見つめた。

　ティムはなんだか気まずくなって、持っていたクレヨンで紙に円を描き始めた。パウエルはトテトテとテーブルまで歩くと、

「何にもないよー。それより、ティーくんは何してるの？」

「魔法陣の練習だよ」

　ティムはにこっと笑って答えた。

「ぼく、まだ魔法がうまく使えないから魔法陣も使えるようになろうと思って」

　ティムは、クレヨンを握りしめた。

　魔法を使うには、魔力がいる。

　ただし、それを行うには、魔力を魔法として構成しなければならない。彼らの言う魔法陣とは、その構成を体外で行うための、魔力の通り道なのである。

　普通は、人間の限界を超えるような大規模な魔法を行う時や、魔法の確実性を高めるために用いるのだが……ティムの場合は、簡単な魔法を使うための魔法陣なので、大したことはない。言わば自転車の補助輪みたいなものだ。

「でも、丸がうまく描けないんだ」

　ティムは悲しそうに言った。ティムの描く円はどれもいびつで、絵としてはかわいらしかったが魔法陣としては使えそうにないものばかりだった。

　パウエルはテーブルにあごを載せて、ティムの描いた円を見やると、

「ふーん。ティーくんは頑張り屋さんだねー」

　ちょっと唇を尖とがらせた。魔法の使えるティムが、ちょっとばかり羨うらやましいのだ。

「でも、それなら魔導書を使えばいいのに」

　パウエルは、床にペタンと座って言った。

　魔導書とは、その魔法陣をあらかじめ描き込んであるテキストのことだ。主に、魔法の感覚を掴つかませるための練習用として使われることが多い。

　すると、ティムは気まずそうにパウエルを見つめ、

「うん。でも、魔導書は紙だから、簡単な魔法にしか使えないし……。ぼく、実は――いつかパウエルお姉ちゃんと一緒に、『外』に行ってみたいと思ってるんだ」

　パウエルは驚いて、椅い子すの上のティムを見上げた。ティムは慌てて椅子から下りると、椅子の下で彼女と向かい合った。

「だからぼく、早く自分で個人結界が張れるようになりたいんだ」

　ティムは、真っ赤な顔で言った。もしかしたらバカにされるかもしれない、そう思いながら。しかし、パウエルの瞳ひとみはキラキラと輝いて、

「すごい！　ティーくんかっこいい！」

「う、うん。……ありがとう」

　ティムは照れた様子でぽりぽりと頭をかいた。

　と、パウエルはじりじりと彼の傍そばに近寄り、両手でティムの耳を覆おおうと、

「ティーくん。パウエルね、今度、こっそりお外に行こうと思ってるの」

　小さな声で囁ささやいて、手を離す。

　メイネは二階の研究室で、ここにはティムとパウエルしかいない。聞こえることなどまずないのだが、パウエルはわざとそうやって秘密っぽさを演出した。

「ティーくんが、さっき言ってくれたから、おあいこだよっ」

　ぴょん！　と立ち上がって、パウエルは言った。ティムはちょっとドキドキした様子でこっくりとうなずく――と、首を傾かしげて、

「パウエルお姉ちゃん。今度って、いつなの？」

「んーとねー……明日っ！　雨じゃなかったら今日行くつもりだったんだよ！」

「明日も雨かもしれないよ」

「だったら明後日っ！」

　パウエルは人差し指を高々と上げ、くるりと一回転してみせた。

「いちやの学校見にいくんだー」

「いちやって、この前言ってた巨人のひとだよね」

「うん。ほら、アテナちゃんとメイネ様が言ってたでしょ？　いちやの学校にこの里の人がいるかもしんないって！　すっごくおもしろそうだから、パウエルも見たいの！……でも、メイネ様に連れてって、って言ったら、たぶん怒られちゃうからー……」

「そっかぁ。メイネ様って、そういうことには厳しいもんね」

「でしょ！　だからパウエル内ない緒しよにしちゃうの！」

　パウエルは悪びれずに言った。ティムは曖あい昧まいな笑みを浮かべ、うなずきつつも、

「でも、そうしたらメイネ様がかわいそうじゃない？」

　メイネがいるであろう、二階へとつながる階段を仰あおいだ。それを、パウエルは、批難されていると思ったのだろう、少し頬ほおを膨らませると、

「メイネ様だって、パウエルたちに内緒にしてることあるもん。おあいこだよー」

　そう言って、ストンと床に腰を下ろした。ティムは目を丸くして問いかけた。

「メイネ様が内緒？　ほんとう？」

　その言葉に、パウエルはニコッと笑うと、人差し指を左右に振って、

「ティーくん、内緒ってゆーのは、分かんないから内緒なんだよー」

「あ、そういえばそうだね」

　ティムは、ちょっと恥ずかしそうにうなずいた。それから、ふっと思いついたように、

「でも、メイネ様って、どんなことを内緒にしてるんだろう」

　唇に、指を当てて首を傾かしげる。パウエルも同じように首を傾げ、

「うーん」

　眉まゆ根ねを寄せる。

（メイネ様は頭がよくて、料理もおいしくって、そのくせ結構ぼけぼけで……。でも、外でのメイネ様はとっても偉い人で、みんなメイネ様って呼んでて……）

　パウエルはそのまま仰向けに寝転ぶと、天井の木目を眺めた。ごろり、と向きを変え、階段を見つめる。研究室で、書き物をしている時のメイネの表情を思い浮かべる。

（メイネ様って、家と外で全然違うんだもん。パウエル、よく分かんないよ）

　パウエルは、何やら面白くなくて、無意味に唇を尖とがらせた。

「分かんないけど」

　彼女はむくりと上半身を起こした。そして、不安そうな顔で彼女を見つめるティムに向かって、

「メイネ様って、嘘うそつきっぽいよね」

　そう言って、ニコッと笑う。パウエルは勢いをつけて、再び立ち上がった。

「だからパウエルも内緒でいいのっ。ね、いいでしょ？　ティーくん。約束しよっ！」

「えっ、でも……」

　パウエルは強引にティムの手を取って指切りをした。ティムは少しの間、迷うように二階部分を仰いでいたが、意を決したようにパウエルの方に向き直ると、

「うん、ぼく、内ない緒しよにする。だから、また帰ってきたら、巨人の国のお話、聞かせてね！」

「もっちろん！」

　パウエルは自信満々にうなずくと、指切りした手をぶんぶんと上下に振った。お互いの瞳ひとみを見つめ、二人はくすくすと笑い合った。と、

　ガチャ。

　二階の扉が開く音が聞こえ、メイネが階段から下りてくる。

「そろそろお昼にしようか。……？　ずいぶん楽しそうだね」

「何でもなーい」

「うん。何にもないです。メイネ様」

　パウエルとティムは溢あふれ出る微笑ほほえみを堪えながら、口を揃そろえて言った。

　メイネは首を傾かしげたものの、子どもたちの楽しそうな様子に微笑を浮かべ、それ以上、特に追及はしなかった。
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　小さ百ゆ合りは、ぬかるんだ道をてくてくと歩いていた。

　彼女は、再度一いち弥やの高校へと向かっているのだった。数日前に見た、謎なぞの影。その正体を見極めるために――。

（あれは……パウエルちゃんたちのお友達……なのかな）

　だとしたら、どうして一弥を攻撃したりしたのだろうか。それにあの目……。

（何だか、寂しそうだった……）

　射るように、小百合を見ていた険けわしい目。少し恐ろしかったものの、小百合は、それ以上に辛つらそうなその視線が気になって仕方がなかった。

　里さと美みが、小百合に何も言わなかったことと、何か関係があるのだろうか。

（さゆが、なんとかしてあげられないかなぁ）

　あれ以来、小百合は、ずっとそんなことを考えていた。ただし、その心配はさほどのものではなかった。金曜日から降り続いた雨は、土曜日になっても降り止やまず、しばしば雷を伴った。その間彼女は、無理に外出することを避け、家で勉強をして過ごしたのである。

　そして、日曜日を迎えたのだ。

　二日間も降っていたせいだろう、外気は少しばかり冷え、曇くもり空から時折差す陽光とともに、彼女にどこか清すが々すがしい気分を運んでくれた。

　お気に入りのピンク色の長靴に、買ってもらったばかりのレモン色の傘かさ。

　水の中をじゃぶじゃぶ歩く感覚が楽しくて、水たまりを見ると、ついわざと足を踏み入れてしまう。きちんとたたんである傘は、まるで魔法のステッキのように思えて、思わずくるくると振り回してしまう。

　そんなわけで小さ百ゆ合りが一いち弥やの高校に着いたのは、家を出て一時間も経たってからであった。しかし……、

（閉まってる……）

　校門は一人分が通れる隙すき間まを残して、閉まっていた。人ひと気けはなく、この前来た時とは雰囲気ががらりと変わってしまっている。

「どうしよう……」

　小百合は呟つぶやいた。

　どうもこうも、校門は完全には閉まってはいないのである。入ろうと思えば入れるのだ。

　しかし、小百合は、閉じた校門にかけてある『関係者以外の立ち入りをかたく禁ず』という看板を見つめ、

（入っちゃ駄目って書いてあるから、入っちゃ駄目なんだろうなぁ……）

　バカ真ま面じ目めな彼女は、校門の前で立ち尽くしていた。

（誰だれかいたら、入れるようにお願いできるのになぁ）

　小百合はそう考えて、学校の外周をぐるっと歩いてみることにした。

　もしかしたら、グラウンドにいるこの学校の生徒に会うことができるかもしれない。

　しかし、木々の間から覗のぞくフェンスの先を一目見て、それも期待できないことはすぐに分かった。グラウンドは無人だった。

「はーあ」

　小百合はため息をついて、恨めしそうにグラウンドを見つめた。

（でも、せっかくだし、ちょっと視みてから帰ろっと）

　フェンスを遮さえぎっている、木々の間に分け入る。

　まだ濡ぬれているフェンスに手をかけると、それの振動のせいだろうか、葉っぱからたくさんの雫しずくが落ちてきて、小百合の顔に当たった。

「ひゃっ……」

　小百合は目を瞬しばたたかせて、思わず頭上の木を仰あおいだ。と、

　ポツ、ポツポツ……。

　雫にしては、多すぎる水滴。また、雨が降ってきたのだ。小百合は慌てて道路に出て、傘かさをさした。

　ボツン、ボツッ。

　雨粒が、傘に当たって流れ落ちてゆく。小百合はそれをぼんやりと見つめ、

「……そういえば、視るのは校門からでもよかったんだ」

　無駄な行為に嘆息し、彼女は少し濡れてしまった前髪を拭ぬぐった。そして校門へと向かって引き返そうとして――、

「やーっ!?」

　突然、声が聞こえた。幼い子どものような声だ。

「今……上から……？」

　小さ百ゆ合りは傘かさから顔を出して、空を眺めた。――何も見えない。と、

　ズシャア！

　派手な音を立てて、小百合が先ほどまでいたあたりの木々に、一匹の雀すずめが突っ込んだ。

（今の……まさか……）

　無意識に、木々の中を視みる。小さな影。老人の――ではない。

　小百合はそこに見知った顔を見つけ、思わず傘を放ほうり出して走った。

「――パウエルちゃん!?」

　そこにいたのは、幼いこびとの少女だった。

　先月、自宅の庭で出会って、それからしばらく一緒に暮らした懐かしい顔――パウエル。

　びしょびしょに濡ぬれたスカートの裾すそを不満げに絞っていたパウエルは、突然の声に驚いて、立っていた木の枝から足を滑すべらせる。

　落下してゆくパウエルと目が合う。

　小百合は急いで走って、両手で彼女を受け止める。と、長靴がつるっと滑り、そのままフェンスに突っ込む。



    

  
    
      



    

  
    
      　ガシャン！

　フェンスが揺れる音が聞こえ、その振動で、再び雫しずくがボタボタと落ちてくる。

　小さ百ゆ合りは、思わずぺたりと地面に膝ひざをつき……手のひらの中にいる彼女と再び視線を合わせた。

「……あはっ」

　地面についた膝から、お気に入りの長靴に泥水が浸入する。買ったばかりの傘かさは、道路に置き去りになったままだ。

　けれど、小百合は嬉うれしかった。嬉しくて仕方がなかった。目の前の少女が、自分と同じように目を輝かせてゆくのが分かる。彼女は満面の笑みになって、やがて口を開いた。

「さゆり！　久しぶりっ！」





　泥だらけになって帰った小百合に、母の勝かつ子こは慌ててお風ふ呂ろにお湯を張ってくれた。

　そんなわけで、小百合は現在、湯船に浸つかってのんびりとしている。

「ねえねえさゆりっ」

　小さな声で、彼女を呼ぶのはパウエル。こちらは、洗面器に張られたお湯の中に浸かっている。

「どうしたの？　パウエルちゃん」

　小百合も、小さな声で応こたえた。というのも、家に帰る途中でパウエルに言われたのだ。

　自分の存在を隠して欲しい、と。

　この弓ゆみ島しま家けにおいて、こびとが実在するということは、母の勝子はもちろんのこと、兄の一いち弥や、そしてなんと父の正しよ次うじ郎ろうも知っている事実なのである。

　先月、小百合が倒れて――それは、彼女の中に流れる〈世界最大のこびと〉の血が原因であったが――小百合は、全すべてを知らされることになった。

　自分の身体からだのこと、そして、久く那な斗との民のこと。

　それは、小百合自身、以前から感じていたことであって特に驚くべきような内容でもなかった。むしろ、自分が勝子たちの本当の娘であるということに安あん堵どしたくらいだった。

　ただ、驚いたのは、それを父と母までもが知っていたということだった。それと、パウエルを隠していたのがバレバレだったことも……。

　とにかく、今さら、パウエルの存在を隠す必要などないように思えた。しかし、

「メイネ様が言ってたの。巨人の人たちとはもう関かかわらないようにしようって。メイネ様は……まだ、時が来てないからって、よく分かんないんだけど……とにかく会っちゃいけないみたいで、それで、パウエルはこっそり遊びに来ちゃったんだけど、あー、もうよく分かんない！」

　ということらしい。小さ百ゆ合りも、よくは分からなかったが、パウエルと自分だけの秘密の生活は、先月までのそれを思い起こさせるもので……、

（楽しいから、いっか！）

　楽観的な、小百合なのであった。と、

「……さゆりっ！　聞いてるの？」

　パウエルがぷう、と頬ほおを膨らませている。どうやら、何か聞き逃したらしい。小百合は慌てて謝った。

「ごめんね、パウエルちゃん。もう一回言ってくれる？」

「うん、あのね、どうしてさゆりはあの場所にいたの？　あそこって、いちやの行ってる学校だよね？」

「あ、それはね……」

　言いかけて、小百合は口を噤つぐんだ。

　一いち弥やの学校で、変な事件が起きている。それを久く那な斗との民の仕業ではないかと思って、学校に乗り込んだ。そこで、小さな老人の影を視みた……気がする。

　だが、もしかしたら、それはパウエルたちの誰だれかと見間違えたのかもしれない。

　帰ってくるまでの間に、小百合は、どうもそっちの方が可能性が高いのではないか、と思い始めていた。ちゃんと校舎を視たわけではないが、きっとあの一連の事件も彼女たちの仕業だろう。

　こびとの老人など、最初からいなくて……。

（おじいさんに見えたって言ったら、怒っちゃうかも、だよね……）

　小百合は湯船に顔を半分埋めて、そこまで考えると、再び顔を出して、

「あのね、さゆ、いっくんの学校に、パウエルちゃんの里の人がいるかもしれないって聞いて、それを確かめに行ってたの」

　そしたら、それがパウエルちゃんだったの。小百合はそう続けようとして、しかし、次のパウエルの言葉を聞いて言葉を失ってしまった。

「うそっ！　パウエルと一緒だっ！　ねえねえさゆりっ、何か視えた？　パウエルは視てないんだー。なんかねー、パウエルも視えるはずだよってメイネ様が言うんだけど、パウエル、やったことないから分かんなくって……。だってそんなの視たって普段役に立たないもんねー。でねでねさゆりっ、その人ね、メイネ様が戦うかもしんないくらい強いかもしんないんだって!!……って、さゆり？」

　小百合は、両手で口元を覆おおっていた。

　浴槽にもたれかかって、天井を見つめる。

「うそー……」

　小百合は、小さく呟つぶやいた。老人は――小さな老人は本当にいたのだ。

　明日は月曜日。無事、晴れれば体育祭だ。

　その時、お風ふ呂ろ場の窓から差す光が、強さを増した。雨が上がったらしい。そして、その光の強さは、それが一時的なものではないことを予感させた。

　明日の体育祭は、何かが起きるだろう。

　それは確信だった。小さ百ゆ合りは頭まで湯船に浸つかると、顔を出し、ぷはっと息を吐いた。
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　ギラギラと、太陽が輝いている。

　一いち弥やは目を細めて自らの影に視線を落とした。恐ろしいくらいの晴天である。

　まだ、地面は完全には乾いていないらしく、しばらく踏んでいると、じわじわとであるが水がしみ出してくる。応援席に置いてある教室から運んできた椅い子すは、脚の周りが少しだけ地面にめりこんで、辺りを湿地帯状態に変えていた。

「うわー、この中を走るのかよー。嫌だなぁ」

　一弥は椅子に座った状態でだるそうに言った。

　もうすぐ、男子スウェーデンリレーの予選が行われるのだ。

　と、隣に腰掛けている菊きく池ちがにやりと笑みを浮かべる。

「ハハハ弓ゆみ島しま～、俺おれの競技はどっちも午後だぞー。羨うらやましいだろ！」

「ぐっ、こいつ……」

　一弥はムカッときたが、言い返すのは止やめておいた。リレーに出ると決めたのは自分の意志だ。強制ではない。それよりも……、

（応援合戦が始まる頃ころには、地面、ちゃんと乾いてるかなー）

　一弥はそっちの方が心配だった。

　きぐるみで、飛んだり跳ねたり転がったり……。熊くま井いの指定はなかなかに凶悪だった。

　暑くて、動きにくくて、それだけでも充分嫌だというのに、浸水までしてきたりしたら、やっていられないというものである。

「まあ、大丈夫かな」

　一弥は独りごちた。一弥たちの応援合戦は、プログラムでも最後の方だ。

　この学校の応援合戦のシステムは少し変わっていて、学年ごとに三回に分けて行われる。

　ただし、得点が発表されるのは、閉会式だ。それは、全すべてチーム得点に加算され、その合計の一番高いチームには表彰状が授与される。

　応援する順番は、一年生が午前中、三年生は午後に入ってすぐ、そして午後の最後の方に一弥たちの学年である二年生。

　何な故ぜこんな順番なのかというと、毎年、二年生の応援が一番質が高いから、らしかった。優勝するのも、大抵は二年生のチームなのだそうだ。

　とにかく、その頃ころまでには地面も乾くだろう。――これ以降天気が崩れない限りは。

　一いち弥やはグラウンドの中央を見た。今やっているのは女子四×二〇〇メートルリレーの予選だ。一弥のクラスは男子クラスなので、直接的には関係のない競技である。――と、

（あ、あれ、真ま船ふねさんかな？）

　リレーの選手の中に、真船木こ乃の葉はと思おぼしき女子生徒がいた。

　いつものストレートヘアとは違って、長いその黒髪を後ろで一つに束ねている。頭には桃団を示すピンク色のはちまきをつけ、体操着のゼッケンにはでかでかと『二―七』と書いてある。やはり、真船のようだ。

　真船は予選三組の、二番手の選手らしく、ちょうどコースでバトンを待っているところだった。どうやら、彼女はこの応援席の前を走るようである。

（応援……した方がいいんだろうか……？）

　自分たちのチームを応援することは、半ば義務である。

　一弥たち桃団でも、応援席からの応援は、特製の桃型うちわを叩たたいて応援するとかで、各自うちわが配られている。一弥たちの作ったうちわだ。

　ちなみに、そのうちわの中にも例の『うさももくん』が描かれており、真船はそれをほとんど一人で描いたのだそうだった。

　つまり、彼女を応援することには何ら問題がないのだったが……。

（また、田た中なかたちが勘違いしてきそうだなー）

　一弥は、田中たちの姿を目で探した。――いない。

　真船が走るのだから、もっとはしゃいでいてもよさそうなものなのだが。それとも、他ほかの場所から眺めているのだろうか。

　と、真船が走り出した。応援席から「わぁぁ！」と歓声があがる。速い。

　あっという間に、彼女は次の走者にバトンを渡してしまった。一弥の応援する間もなかった。

　走り終えた真船は、ちらりと応援席を振り返った。一瞬、一弥と目が合う。そして、すぐに視線をそらした。

（げっ。応援してないの怒ってないよな……？）

　一弥は冷や汗をかいて、応援用のうちわをパタパタと煽あおいだ。

　その間にも選手たちは走り続け、一着の選手がゴールインする。

　真船のチームは二着だったようだ。予選各組の二着までが決勝に進めるので、とりあえずは決勝進出である。結果が発表されると、七組の女子が歓声をあげた。

　競技が終了して、真船たちは応援席に帰ってきた。熊くま井いが真船に抱きついて騒いでいる。

　と、二人が連れ立って一弥のところまで歩いてきた。

　一いち弥やは立ち上がろうとした。が、誰だれかが肩を押さえている。菊きく池ちだった。

「弓ゆみ島しま！　後は任せた。俺おれは逃げるぞ！」

「あ、コラ！　勝手に任せるな！」

　スタコラと席を離れて消えた菊池と入れ替わるように、

「九組～」

「弓島」

　二人が到着してしまった。一弥はなんとか笑顔を取り繕つくろって挨あい拶さつする。

「やあ。決勝進出おめでとう。――何か用？」

「む。あ、ありがとう……」

　真ま船ふねは、照れているのか怒っているのかよく分からない表情で呟つぶやいた。と、熊くま井いがいつの間にか一弥の後ろに回り込み、

「なーに二人して別のドラマやってんだよー」

　そう言って一弥の肩に手を回した。何だか、妙な圧力を感じる。一弥は慌ててその手を振りほどいた。

「そうそう。熊井さん！　何の用事なんだ!?」

　振り返って叫ぶ。すると、熊井はにやっと笑みを浮かべて、真船にうなずきかけた。真船もうなずき返して、

「弓島、この前の、手品師のことだが……」

　真船は、無表情で言った。

　一弥は嫌な予感がした。手品師など最初から見つかるはずがないのだ。どうせ、見つからなかったから『真犯人』探しに協力しろ、とか言い出すんだこいつらは。

　思いっきり警戒する一弥に、真船は腕を組んで、

「見つかったぞ」

「へっ!?」

　一弥は、予想外の言葉に、思わず耳を疑った。手品師が見つかった？

　すると真船は腕を組んだまま、したり顔でうなずいて、

「人は見かけによらないものだな。私も驚いているんだ」

「いや……っていうか……誰だったんだ？　その……手品師ってのは？」

　一弥は、熊井の方を見て問いかけた。真船の話じゃ、事態がうまくのみ込めない。

　熊井は一弥の椅い子すにかけていた手を離して、真船のところまで歩くと、

「あの、木こ乃の葉はにくっついてた変態どもだよ」

「え、あの田た中なかたちが……？」

　一弥は驚いた。彼らは、確かに真船に関しては変態じみたところがあったが、手品などをしているところは見たこともない。何かの間違いではないのか。

　すると真ま船ふねはうなずいて、

「そうだ。私が手品師を探していると知って、自ら名乗り出てきた。手品を披露できると喜んでな」

「えっ……それって……」

　単に、真船の気を引きたいだけだったんじゃ……。というか、彼らの姿が見えないのと、何か関係があるのだろうか。

　熊くま井いには、一いち弥やの言いたいことが分かったのだろう。ニヤッと笑うと、

「とにかく、手品師って言ってきたんだ。あたしが丁重に迎えて話を聞いて……犯行を否定してきたから、とりあえず一人ずつシメてやったのさ」

「……」

　一弥は何だか恐ろしくなって、熊井から視線をそらした。

　やっと分かった。田た中なかたちは真船に近付かないんじゃなくて、二度と近付けなくされたんだ。熊井の手によって……。

　座っていると、威圧感がものすごい。一弥は逃れるように椅い子すから立ち上がって、彼女たちから距離をおいた。

「九組ー。どうしたんだよー」

「いや……ちょっと目眩めまいがしただけだよ……」

「まあいいや。とにかく、これで事件は解決だ！　あたしたちの力はすごいだろう」

「す……すごいなぁ。あはは……」

　一弥は冷や汗をかいた。

　どうやら、熊井は本当に田中たちが犯人だと思っているようである。ということは、これ以上何かをするということはないだろう。

（あ、ちょっとラッキーかも……）

　熊井に制裁を受けたらしい田中たちには悪いが、所しよ詮せんは我が身が一番な一弥なのであった。

　熊井と真船はうんうんとうなずくと、

「それじゃ、またなー」

　と言ってあっさりと自分の席に戻って行った。つまるところ、用事というのはそれだけだったらしい。と、

「弓ゆみ島しま……俺おれはお前を信じていたぞ」

　菊きく池ちがちゃっかり席に舞い戻ってきて言った。

「菊池……お前って奴やつは……」

「まあまあ、お前ほどの男にとっては、こんなの小さいことだろ？――それより、もうすぐお前の出るやつだぜ。入場門まで行かなくていいのか？」

「あっ」

　一いち弥やはうちわを菊きく池ちに預けて、慌てて立ち上がった。

「じゃあ、行ってくるよ。またな菊池」

「ああ、適当に応援してやるから頑張れよー」

　やる気なく言う菊池の言葉を背中に受けて、一弥はリレーのメンバーである柳やなぎ原はらたちと合流した。いよいよ、体育祭という感じである。
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　メイネは、オナガのハートイに乗って空高くにいた。

　オナガの紺色の尾羽と、空の青、そして、彼の青みがかった白はく髪はつ。

　その光景は、まるで一枚の絵画のようだった。いつもはそれこそ絵画のように微笑を崩さない彼である。普通の時に見れば、それはとても幻想的な光景だったろう。

　しかし、今日の彼にはいつもの余裕のようなものが感じられなかった。珍しく、焦あせっている。

（パウエル……！）

　昨夜、メイネは用事が長引いたため、遅くになって帰宅した。

　幼いティムたちはすでに寝てしまっているようで、メイネは、特に確認もせずに眠ってしまった。彼らを起こしてはいけないと思ったのだ。しかし……。

（あの少年の学校に行った、なんて……）

　朝起きて、事態に気付いたメイネは、すぐにティムを問いただした。

　どうしてパウエルがいないのか。ティムは、しばらくためらっていたが、メイネがパウエルを怒ろうとしているわけではないと分かると、あっさりその理由を明かしてくれた。

　しかし、それはメイネにとって最も望ましくない答えの一つで……。

（あの子は、危機意識というものがないのか!?）

　せめてザイスと一緒だったなら、彼もここまでは心配しなかっただろう。ザイスなら、自分たちの身を守るぐらいのことはできる。無茶も……そうそうはしないはずだ。

　メイネはすぐさま宮殿に赴おもむいて、ミトクに里の中を「視みて」もらった。

　まだ、パウエルは里の中にいるかもしれない。

　しかし、ミトクは首を振った。ザイスも、残念ながら宮殿にいるようである。

　それを確認したメイネは、理由は明かさずに彼のオナガを貸してもらった。――彼の乗るはずだった雀すずめのコカートは、パウエルが乗って行ってしまったのである。

　ザイスは、訝いぶかしみながらも、オナガのハートイを差し出してくれた。このオナガを育てて彼に与えたのは、他ほかならぬメイネだったからだ。

　そんなわけで、慌てて『外』に出たメイネであった。

　これから彼は一刻も早く一いち弥やの高校へ向かおうとして――向かおうとして……、

（そういえば……あの少年の学校は……どこにあるんだ？）

　メイネは、自分が一弥の通っている学校の場所を、全く知らなかったことを思い出した。

「くそっ……」

　これまた珍しく、メイネは舌打ちをすると、当初の予定通り里さと美みの家に向かうことにした。――ただし、恐ろしい速さで。
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　一弥は走っていた。ちゃんと、バトンを手に持って。

　そして、あっさり一着でゴールする。

　決勝進出である。

「よくやったな弓ゆみ島しまー！　俺おれは見ていたぞー。残念ながらはしょられたようだが」

　応援席に戻ると、いきなり菊きく池ちが叫んできた。

「なんだよ、それ」

　一弥は菊池からうちわを奪って、パタパタと煽あおぎ始めた。

　少し喉のどが渇いた。お茶の入ったペットボトルを取り出し、口をつける。

「いや、あっさり勝ち過ぎてあんまりドラマチックじゃないなあ、と思って」

「褒ほめてんのかけなしてんのかよく分かんないぞ」

　一弥はペットボトルをビニール袋にしまって、椅い子すにくくりつけた。

　午前の競技はこれで終わりで、今は一年生の応援合戦をやっている最中だ。まだ、入学して間もないので、あまり出来がいいとはいえない。

　去年は自分たちもそうだったのを思い出し、一弥はなんだか懐かしい気分になった。と、菊池が腕を組んで言う。

「ふふふ。あいつらは俺たちの敵ではないな、何しろ桃団にはきぐるみのお前が……」

「あ、こら。それは言うなよ！」

　一弥はうちわで菊池の頭をパシン、とはたいた。

　この期に及んで、一弥は自分がきぐるみを着ることを明かしてはいなかった。

　一応、みんなで練習はしているが、一弥は前の方で跳んだり跳ねたりして、みんなを先導する謎なぞの人物、という役割程度にしか思われていないはずであった。

　一年生の応援合戦が終了し、昼休みが始まる。一弥たちは昼食を食べるために教室へと戻って行った。
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　給食のコッペパンをかじりながら、小さ百ゆ合りはぼけーっと教室の端はしを眺めていた。別に、何があるわけでもない。考えごとをしているのである。

（今日はいっくんの学校の運動会。きっと何かが起こる……）

　小百合は、今朝、学校に行く前にパウエルと別れた。

「昨日はいきなり雨に降られちゃって、そしたらさゆりに会って！……でも、パウエルいちやの学校のすっごいのを見に行かなくちゃだから、またね！」

（さゆも行きたかったのになー）

　パウエルの言葉を思い出し、少し眉まゆ根ねを寄せる。でも、学校を無断欠席するような勇気はやっぱりなかった。

（今日は五時間目までかぁ……。学校帰りに、行ってみようかなぁ。寄り道だけど、これくらいなら、いいよね）

　小百合はうん、と一人うなずくと、隣の少女が訝いぶかしむような視線を向けているのに気が付いた。小百合は顔を真っ赤にして給食の残りをパクついた。





　――そして、放課後。

　小百合は、一いち弥やの学校に向かって歩いていた。すると、

「あ、さゆりだー」

　人ひと気けがない場所で、突然空から声が降ってくる。パウエルだった。

「あ、パウエルちゃん。どうだった？　何か、いた？」

　するとパウエルは首を振り、

「ううん。パウエルね、『視みて』みようと思って、頑張ったの。でも、なんかよく分かんないのー」

　パウエルは、手のひらで丸をつくり、双眼鏡のように目に当ててみせた。思わず微笑ほほえむ小百合。

「そっかぁ。さゆ、今からいっくんのとこ行こうと思ってるんだけど、一緒に行く？」

「うん！」

　パウエルはうなずいた。

「そうそう、さゆりー。空から見たんだけどねー。いちやがすっごい速さで走ってたよー。いちやって、かけっこが好きなんだね」

「うん。そうなんだよ。でも、さゆと走るとね、いつも負けてくれるの」

「わあ！　じゃあさゆりの方が速いんだ！」

「えへへ」

　そうこうするうちに、小さ百ゆ合りたちは一いち弥やの高校に辿たどり着いた。

　今回も、昨日来た時と同じように校門は少しの隙すき間まを残して閉められている。

　しかし、校門の前には教員だか事務員だかよく分からないが、とにかく男の人が立っていた。

　小百合は、その男性に向かって、兄の体育祭を一目見たくてやってきたのだ、と話してみた。すると、彼は意外にもにこやかにこっそり中へと通してくれた。

「やったねさゆり」

　小さな声で、スカートのポケットから顔を出したパウエルが囁ささやく。小百合は彼女に向かってうなずいてみせた。

　ランドセルを木陰に置き、そこから一弥たちの姿を探す。

　先ほど、門番の人に言ったことは、半分は本音であった。こびとのおじいさんのこともだが、一弥がこの体育祭でどういうことをしているのかも、やっぱり気になるのである。

「あ、いたー」

　小百合は、パウエルにも分かりやすいように、指を指してやった。

　あっさり一弥が見つかったのは、彼が、分かりやすい位置にいたからである。

　男子スウェーデンリレー決勝。その舞台で、兄はバトンを待っていた。バトンが、手に渡る。瞬間、彼は疾走した。

　速い、速い。

　まるで、風みたいだった。小百合は、びっくりしてしまった。

　一弥が走るのが好きだというのは知っていたが、まさかここまで速いとは思っていなかったのである。

　一緒に走っている時に、手加減されているのは知っていたが、これを見てしまうと、やっぱり自分は今までバカにされていたのかなぁ、と思ってしまう。

　一弥の前には二人、走者がいた。つまり、現時点で一弥は三着である。

　しかし、一弥は大振りに腕を振るって全力疾走すると、徐々にその距離を縮めていった。相手も、抜かれまいと必死である。だが、

「やったぁ！」

　一人、抜いた。すぐ目の前を走っている走者に、並ぶ。ゴールは、もうすぐだ。

　と、そこで一弥はさらにラストスパートをかけた。僅わずかにだが、一弥の方が速い。

　一弥はそのまま最後の直線を駆け抜け――、

　パァン！

　ゴールを示す、ピストルの音が鳴った。一弥のチームが、一着。

　つまりは、この競技においての優勝だった。

「すっごい！　いっくん！」

　思わず小さ百ゆ合りはパウエルとはしゃいだ。





　本当に珍しい自分の活躍の場面を、まさか妹が見ているなどとはつゆ知らず、一いち弥やは柳やなぎ原はらたちにもみくちゃにされながら応援席まで帰ってきた。

　先ほどのスウェーデンリレー、一弥たちのチームは大会新記録だったらしく、特別点として二〇点が加算されることになったのだ。

　柳原たちがはしゃぐのも無理はない。もちろん一弥も喜んで、彼らは一通り騒いだ後、席についた。

　次は熊くま井いが出るという、女子専用競技の『タイヤ引き』だ。

　その次の次が、応援合戦なので、一弥はそろそろ着替えておかなければならないのだが、だからといって彼女を応援しないと後が恐こわそうだった。

　タイヤ引きとは、グラウンド中央に置かれた古タイヤを、いかに自分の陣地に持って帰れるか、というシンプルな競技である。

　熊井は、開始の合図が鳴るとともに、グラウンド中央に飛び出し、タイヤを取ると、他ほかのメンバーにタイヤを渡した。

　タイヤに群がる他のチームのメンバーから、タイヤを引きちぎるように奪い、自分のところに持って行こうとする。――なんだか、バーゲンセールのおばちゃんを連想させる光景である。

　一弥はうちわを叩たたいて一応は応援したが、応援するまでもなく彼女のチームは圧勝のようだった。というか、ほとんど熊井一人の成果みたいだったが。と、

「ひぃぃ……あの女、やっぱり熊だ、グリズリーだ……」

　菊きく池ちだった。彼は片手で軽々と人間付きのタイヤを引きずる熊井を見て、怯おびえているようであった。

「おい菊池、言い過ぎだぞ」

「お前だって思ってるんだろ？　あの女、絶対人間じゃねえよ！」

「いや……俺おれはそこまでは」

「思ってないのか!?」

「え……いや、まあ、ちょっとは……」

「――弓ゆみ島しま」

「うわぁっ！」

　いきなり後ろから声をかけられて、一弥は飛び上がった。熊井の友人、真ま船ふねである。

「ど、どうしたの？　真ま船ふねさん」

（というか、今の聞かれてないよな……？）

　一いち弥やは胸を押さえながら言った。心臓がバクバク鳴っている。

　菊きく池ちは真船だけなら大丈夫なのか、逃げるそぶりは見せていない。もっとも、自分は関かかわり合いにならないようにと、そっぽを向いてしまっているが。

「弓ゆみ島しま。さっきは……すごかったな。おめでとう」

　真船は、あまり似合わない桃型のうちわを握りしめながら、呟つぶやくように言った。

「あ、ありがとう。ま……」

　真船さんのところは、残念だったね、と言いかけて、一弥は口を噤つぐんだ。

　真船たちのチームは決勝戦には出たものの、八チーム中四位。ギリギリ点数の入らない着順だったのだ。それを、一位の一弥が言ったら、嫌みにしか聞こえないだろう。

　恐らく、彼女がわざわざこんなことを言いにきたのは、予選の時に一弥がおめでとう、と言ったことへのお返しのつもりなのだろう。義理堅いことだ。

「『ま……』なんだ？　弓島……」

　真船は、微妙に俯うつむきながら、低い声で言った。彼女の持っているうちわが、微妙に揺れているように見える。

「いや……何でもないです。はい」

（うわ。絶対何か察知して怒ってるよ!?）

　一弥はぶんぶんと首を振った。すると、うまくごまかせたのか、

「そうか……」

　真船はそう言うと、一弥の近くの空いている椅い子すに腰掛けた。眼前の熊くま井いの姿を目で追って、ぼそりと呟く。

「――麻あさ子こは、頑張ってくれているな」

「ああ、そうだね」

「応援合戦がうまくいけば、優勝できるかもしれないな」

「え、うん……そうかもしれないね」

　また、何か言いたいのだろうか。一弥は冷や汗とともに真船を見た。彼女はなおも熊井の姿を見ているだけだ。と、

「弓島……私は――」

「え？」

　今、何か言ったのだろうか。よく聞こえなかった。間抜けな声をあげる一弥に、真船は、

「私は……」

　同じように呟くと、彼女は急に立ち上がった。そして、彼の頭上から、

「お前のきぐるみ姿を、楽しみにしているからな――」

　真ま船ふねは早口にそう言うと、自分のクラスの応援席に戻って行った。

「今のって……」

（逃げたら殺すって意味か!?）

　一いち弥やは戦せん慄りつした。もともと、逃げるつもりなんかなかったが、まさかそこまで念を入れてくるなんて……。

　一弥は怯おびえた目で、菊きく池ちを見た。しかし菊池は、

「モテモテだなぁ～。弓ゆみ島しまー」

　やる気のない表情で、一弥の冷や汗をうちわで煽あおいでくれるだけであった。
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　――その頃ころ。

　ほとんど誰だれもいない校舎の中で、グラウンドを眺める久く那な斗との民の老人がいた。

　険けわしい目、白しら髪がまじりの黒い髭ひげ。皺しわだらけの身体からだは、しかし意外にがっちりとしている。

　老人の名は、ガルバといった。

　かつて……メイネに復ふく讐しゆうを誓った男。

「サトリ様……」

　懐かしい、その名前を呟つぶやく。彼の、唯一敬愛する主の名を。その名前は、里においては、既に朽ち果ててしまっていた。

　全すべては、〈賢者〉メイネの手によって。

　しかし、ガルバは聞いてしまったのだ。森の外れで。

　あの、ザイスという幼い里長候補が、彼女の名前を口にしたのを。

　ザイスは、ミトクの息子だ。その名前を知っていても不思議ではない。しかし、彼はこうも言ったのだ。

「――サトリ様に、会いに行くんだからな」

　もう、いないはずの彼女。聞き間違いかと思った。しかし、ガルバの中で、その言葉はあまりにも鮮明に響いて――。

（会いに行く。それは、サトリ様が、生きているということ……）

　ザイスが去って行ったのは、よりによって里の外であった。そしてザイスは、パウエルという『呪のろいの子』を一緒に連れていた。

　パウエル――メイネの育てた呪いの子。

　ザイスが彼女を連れているのも不可解だった。

　そもそも、どうしてあの男が呪いの子を育てようとしたのか。

　最初、ガルバにはそれが全く分からなかった。サトリを呪いの子だとして貶おとしめた、その償いのつもりとでもいうのか――。

　しかし、最近になってようやく分かった。

　メイネは、あの娘を育てていたのではない。飼っていたのだ。

　ガルバは、以前からあの男が、ほとんど年を取らないのを、不審に思っていた。

　そして、気が付いたのだ。呪のろいの子の、血の特性に。

　呪いの子の血液は奇跡の薬と呼ばれ、傷を治し魔力を高め、老いを防ぐといわれている。

　その真偽のほどは明らかではない。

　ガルバもかつては宮殿の幹部であったから、噂うわさ程度には知っていたが、もちろん信じていなかった。

　しかし……。

　メイネは、それが真実であると知っていたのだ。そして、定期的にあの娘の血を搾さく取しゆして、膨大な魔力と若さを保ってきた。

　そう考えると、全すべてに納得がいった。

　自分はただ老いてゆくだけだというのに、あの男は青年の姿のままこれからも過ちを繰り返そうとしている。膨大な魔力で、里を支配し続けようと――。

　ガルバは何とかして、メイネからパウエルを引き離そうと考えた。

　かつて、力を渇望していたザイス。その存在に目をつけ、彼に呪いの子の血液に潜ひそむ力のことを教え、略取をそそのかしたのは、実はガルバだった。

　ザイスは時々、一人で里の郊こう外がいを散策していた。ガルバはその機会を利用したのだ。

　少しばかり変装までしている怪しい老人の言葉に、ザイスはほとんど耳を貸そうとはしなかった。ガルバも、作戦は失敗したと思っていた。

　しかし、その数か月後。メイネは、呪いの子を手放さざるを得なくなり……。

　ザイスは、確かに呪いの子の力を求めた。メイネは、ザイスが自分以上に力をつけるのを恐れ……呪いの子を捨てたのだろう。

　ガルバはしてやったりと思った。間接的にであれ、あの男の力を奪うことができたのだから。

　ところが、その後、いつの間にか呪いの子はメイネのところに戻ってきて、しかも度々宮殿に出入りするまでになった。そして、呪いの子とザイスは、どう見ても対等な関係で……。

　一体、何がどうなっているのか、ガルバにはさっぱり分からなかった。

　ただ一つ言えるのは、メイネが前以上に力をつけてしまったということ。

　少なくとも、以前は反抗の意志を見せていたザイス。その彼もがあの男の傀かい儡らいに成り下がってしまった。

「どうして……どうして全てが、あの男の思うままに進むのだ！」

　ガルバは許せなかった。彼女……サトリから全すべてを奪っておきながら、それだけでは満足せずに力を欲そうとする、愚おろかな男。そのためには、汚らわしい呪のろいの子を飼うことすら厭いとわない。

　ザイスを懐かい柔じゆうして、今度は何をしようというのか。

　ガルバは、ひっそりとザイスたちを監視した。度々、里の外に出てゆく彼らを。

　そして、件くだんの言葉を聞いたのである。

　――サトリ。彼女が生きているかもしれない。そんなはずはない。彼女は殺されたのだから。そう思いつつも、彼の心は騒いだ。

　可能性があるのならば、確かめたい。

　そして、ザイスとパウエルが外に出る日。同じように、ガルバも外について出たのだ。

　しかし、魔力が視みえるというやっかいな能力を持った呪いの子の目をごまかすため、ガルバは彼らから充分な距離を置かねばならず――結果、彼らを見失うことになってしまった。

（本当に……サトリ様はいるのだろうか……）

　ガルバは、グラウンドから目を離し、無機質な金属製の窓枠に背をもたせかけた。

　ザイスたちを最後に見た場所。それがここ――巨人の若者たちの学校だった。

　戦いくさの準備でもしているのだろうか。戦士を育てるためと思おぼしき訓練が日夜続けられている。

「全く、野や蛮ばんな種族じゃな。巨人というやつは……」

　ガルバは再びグラウンドに目をやった。

　巨人たちが何やら旗を振り回して踊っているのが見える。士気を高めるための儀式だろうか。

（あいつら……あれだけのことが起きていながら、何な故ぜあのように笑っていられる……！）

　ガルバは首をひねった。

　最初、この場所に来た時、この近くで、ザイスたちを見失って……。

　彼は途方に暮れた。引き返して、次の機会を待とうかとも考えた。しかし、それではいつになるか分からない。次も見失う可能性だってある。

　だから、彼はこの学校にしばらく潜せん伏ぷくすることにした。

　何か、サトリに関する手がかりが得られるかもしれない。いや、待っているだけでは駄目だ。彼女に気付いてもらわなければならない。

　彼女が生きているなら、きっと気付いてくれるはずだ。

　ガルバは、騒ぎを起こそうと考えた。騒ぎが大きくなればなるほど、彼にとっては都合がいい。しかし……。

　騒ぎは、起こらなかった。

　巨人の機密書類と見られる謎なぞの筒と、そこらに生えていた植物の実を、伝令の途中で入れ替える高等魔法。

　――しかし、伝でん令れい使しはこともあろうにそれを隠いん蔽ぺいしてしまった。

　彼らの訓練場を穴だらけにした時も、あっという間にたくさんの巨人どもが現れて、穴を埋めてしまった。そして彼らはその後、何もなかったかのように訓練を続けている。

　それならばと、彼らの誇りの象徴であるはずの旗を切り裂きもした。壁に悪趣味な色を塗って、すぐには直せないようにもした。

　完かん璧ぺきなはずだった。

　案の定、ちょっとした騒ぎにはなった。しかし、それだけだった。

　すぐに彼らは日常に戻ってしまって、事件のことなど思い出しもしない。

　ガルバは戦せん慄りつした。この巨人たちには個々の意思というものがないのだろうか。

　――こうなったら、もっと強力な魔法を使うしかない。

　ガルバはそう考えて、今日まで魔力を温存していたのだった。

「サトリ様……」

　ガルバは懐ふところから小さなヒスイの玉を取り出し、握りしめた。かつて、彼が警備隊長になった時に、サトリから賜たまわった宝玉。

　ヒスイは、魔力を増幅するといわれる。実際、魔法陣の中央などに置いて使用すると、その効果を数倍にしてくれる大変便利な代物だ。それ故ゆえ所持には厳しい規制があって、ガルバもこの一つ以外は全く持ってはいない。

　今までの魔法は、全すべてこのヒスイを通して行ってきた。まるで、サトリが手伝ってくれているかのように輝くヒスイ。それを見る度、彼の心は痛んだ。どこかで生きているかもしれない彼女。しかし、無事でいる保証などはないのだ。早く、彼女を探し当てなければならない。どんな手段を使っても――。

（手段は選ばぬ。サトリ様のためならば……）

　ガルバは、グラウンドで騒ぐ巨人たちを見下ろした。それに背を向けると、白い机の上に跳んで、着地する。

　コトン。と、彼はヒスイを床に置いた。両手を広げる。

　そう、騒ぎを望むのならば、もっと大きな事件を起こせばいい。巨人たちの何人かが死ぬくらいの大規模な魔法。

　そのために、ここ数日は休息を取っていた。魔力は十分すぎるほどにある。

　彼はにやりと笑みを浮かべ、ゆっくりとその手を地面につけた。
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　――ブワッ！



　小さ百ゆ合りは体全体に「何か」を感じて振り返った。

　そこにあったのは、校舎。三階の窓から、吊つるしてある得点ボードに、点数を追加する数人の生徒の姿が見える。しかし、それ以外は何もいない。だが……、

「あれ……やっぱり……！」

　小百合は、掠かすれた声で呟つぶやいた。驚いた様子で、パウエルが彼女を見る。

「さゆり……今のって……」

　小百合は答えなかった。ぎゅっと拳こぶしを握りしめ、息を吸い込む。

　どうして今まで気付かなかったのだろう。そう思ってしまうほど、強い魔力。

　まだ、魔法にはなっていないものの、それは小百合のいるこの場所にも波動として痛いほどに伝わってきて……。

　ダッ。

　小百合は無言で走り始めた。



    

  
    
      



    

  
    
      　高校にいるには不自然な幼い少女の姿。しかし、応援合戦に夢中なのか、咎とがめる者はいない。小さ百ゆ合りは、別べつ棟とうの通用口から、校舎内に侵入する。途中、数人の生徒や、応援合戦のための変装をした人たちとすれ違う。しかし、幸運にも引き止められはしなかった。

　小百合は、はぁはぁと息をしながら階段を駆け上がる。

　四階の、美術室。

　――その先に、その魔力の源みなもとがいる。

　扉は、閉ざされている。窓も開いている様子はない。窓は、全すべて曇くもりガラスで、室内の様子は到底窺うかがえそうになかった。

　小百合は、それを確認すると、扉の前で呟つぶやくように語りかけた。

「おじいさん……。おじいさんは、久く那な斗との民なの……？」

　部屋の向こう側で、確かに何かが身じろぎするのが分かった。

　数秒後、鍵かぎのかかっていた扉が、ズズッと開く。

　小百合は、慎重に、ゆっくりと足を踏み入れた。美術室の、背の高い机の上には――小さな老人。

　老人は小百合を睨にらみつけると、しわがれた声で言った。

「巨人の娘……何な故ぜ、久那斗の民を知っている……」



　　　＊＊＊＊



　入場門の前で、一いち弥や――正確にはうさぎのきぐるみ――は首を傾かしげていた。

（さっきのって……小百合？　まさかな……）

　先ほど、校舎の中で着替えていて。出てきた時に、小さな女の子とすれ違ったような気がしたのだ。きぐるみの頭部からの視界は狭く、よく見えなかったが、その女の子は、確かに小百合に似ているような気がした。

（って、余計なことは考えるな。集中しろ……）

　一弥はブンブンと頭を振って嘆息した。

　もうすぐ、白団の応援合戦が終わって、一弥たちの番になる。

　くだらないことを考えていて失敗でもしたら後が恐こわい。それに、せっかく皆で頑張ってきたのだ。成功させたい。

　意外にポジティブな一弥なのであった。と、白団の音楽が止やんだ。

「よし！　行くぞー」

　熊くま井いが威勢よく叫んだ。同時に、桃団の応援合戦用ＢＧＭが流れ始める。一弥たち桃団はグラウンドになだれ込んだ。

　軽快な音楽。一いち弥やはその音に合わせ、先陣を切ってグラウンドを駆けた。しっかり固定してあるおかげで、跳んだり跳ねたりしても一弥の頭部を覆おおっているうさぎの頭はびくともしない。

（うん。今のところはうまくいってるし……いけるかもしれない！）

　と、一弥が心の中でガッツポーズを取った時だった。

「キャア―――！」

　叫び声が聞こえたのは。

　きぐるみの中からでも十分に聞こえてくる悲鳴。それも、一人ではなかった。

「えっ？――なっ……！」

　一弥は、息を飲んだ。

　――そこには、巨大な竜巻きの姿があった。



    

  
    
      


第五話　世界最小の再会



　宝たから稲いな高校。そこに、メイネと里さと美みはやってきていた。

　――ちょうど、竜巻きが発生した頃ころ。二人は魔法の発動を感知して表情を硬くした。

「サトリ……」

「ええ。――あたしも行かなくちゃいけないみたいね」

　里美はうなずいた。

「メイネ。あなたは先に行ってて！」

　彼女はメイネにそう言うと、彼を高々と掲げた。空中で様子を窺うかがっていたオナガのハートイがスゥッと舞い降り、彼を乗せる。

　それらが校舎内に消えるのを見やってから、里美は人目のつかないところを探し、走り出した。何かの倉庫の裏らしきところを見つけ、潜もぐり込む。

　不可視の個人結界を張るのだ。

　久く那な斗との民が、身を隠すために使う結界。それは、魔法さえかけることができれば、巨人にも応用が可能だった。ただし、

「これ、結構疲れるのよねー」

　里さと美みは思わず嘆息しながら、魔力を組み立て始めた。
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「巨人の娘……何な故ぜ、久く那な斗との民を知っている……」

　そう言った老人の顔は、はっきりとは形容しがたい表情をしていた。どことなく、青ざめているようにも見えるが、一方では喜んでいるようにも見えた。

「それは……」

　小さ百ゆ合りは、口を開こうとして、下が騒がしいのに気が付いた。魔力の波動、まさか……。

　ガタッ！

　小百合はガルバの横をすり抜け、窓辺まで急いだ。地上を見る。

　桃色の集団――そしてそれに向かってゆく竜巻きの姿。上から見ると、そんなに大きくは見えないが、かなりの大きさである。

「いっくん……!?」

「――質問に答えろ！　娘ッ！」

　ガルバがいら立ったように叫んだ。小百合は真っ青な顔で、何かを呟つぶやこうとして――、

「そんなやつに言う必要ないよ！　さゆり！」

　叫んだのは小百合のスカートのポケットから顔を出した、パウエルだった。

「なっ……呪のろいの……子!?」

　ガルバは一瞬、固まってパウエルの姿を見た。しかし、すぐに皮肉げに笑みを浮かべると、

「ククク……貴様がおったとはな……。だが好都合！　さあ、今すぐサトリ様の居場所を吐いてもらおうか！」

「やだもーん。人に何かを聞く時は、もっと丁寧に聞かなきゃ駄目なんだよーっだ」

　パウエルはぷうとほっぺたを膨らませて、スカートのポケットからもそもそと這はい出してきた。小百合に命じて、彼女の肩の上に立つ。パウエルは偉そうに、ガルバに指を突きつけた。

「あ、あのパウエルちゃん……相手はおじいさんなんだから」

　小百合は慌てた。案の定、ガルバはパウエルの態度が気に食わなかったらしく、

「ならば、素直に教えなかったことを後悔するがいい！　このワシの完かん璧ぺきな魔法でな！」

　そう言うなり、彼は両手を掲げていきなり攻撃をしかけてきた。

　小さな光球が小百合たちに向かう。小百合は慌ててそれを避よけた。光球は背後にある窓ガラスにぶつかり――、

　――ッパリン。

　小さな音とともに、窓ガラスの一枚が砕け散った。

「うそ……」

　小さ百ゆ合りとパウエルは緊迫した面持ちで老人を見る。あんなに小さな球なのに……魔力の桁けたが違う――。

　ガルバはにやりと笑みを浮かべると、

「今のは威い嚇かくじゃ……次は外さぬ……」

　再び、両手を掲げる。小百合は慌てて叫んだ。

「おじいさん！」

「……ん？」

　ガルバの動きが止まった。依然用心深く腕を掲げたままではあるが。

　小百合は深呼吸して、口を開く。

「さゆ、里さと美み……じゃなくてサトリ様の居場所、知ってるよ。教えてあげる。だから……」

　けんかは止やめて、あの竜巻きを何とかして。

　小百合は風の吹きつけてくる窓の外へちらりと目を向けた。――この位置からでは、何も見えない。

　僅わずかに視線を泳がせた小百合に、ガルバはにやりと笑みを浮かべると、

「では、こいつは殺しても問題ないというわけだ」

　彼の瞳ひとみに、妖あやしげな光が灯ともる。

　小百合たちとは、まるきり違う思考。小百合は、目の前が真っ暗になったような気がした。

（パウエルちゃんを……殺す？）

「どうして……!?　同じ久く那な斗との民同士で戦うの!?」

　胸が、とっても苦しくて。

　目の前の老人の言葉が信じられなくて。

　思わず叫んだ小百合に、ガルバは笑った。

「ククク……『同じ久那斗の民』じゃと……？　ふざけるな！」

　ギリ……と、歯ぎしりをする。

「呪のろいの子はお前ら悪魔である巨人の仲間！　久那斗の民なのではない。それを同じなどと……反へ吐どが出るわ！」

　ガルバは叫んだ。憎しみしか含まない眼光とともに。

　サトリは、呪いの子という汚名を着せられて里長の地位を剥はく奪だつされた。

　呪われた娘。こんな存在と同等に扱われて……。

　ショックで声も出ないのだろう。小百合は何も言い返さなかった。ただ、胸の辺りを押さえて呆ぼう然ぜんとしている。

　パウエルが呪のろいの子と呼ばれていたのは知っていたつもりだった。だが、以前会ったメイネやザイスたちはそれでもパウエルのことを大切に思っていて……。

（なんで……どうして……？）

（どうして、そんな風に言うの？）

　小さ百ゆ合りは泣きそうな顔でパウエルを見た。

　言われた本人であるパウエルは、慣れているのだろうか、少し心細そうな顔をしていたが、小百合のそんな顔を見ると、とたんに笑顔になって、

「ち……違うもん！　メイネ様だってちょっと変わってるだけだって言って……」

「フハーハッハッハ―――！　本気で騙だまされておるのか。そんな戯ざれ言ごとに!?」

　言い返そうとしたパウエルを、ガルバは嘲あざ笑わらった。

「ざれ……ごと？」

　小さく、呟つぶやくパウエル。何を言っているのかよく分からない。

（難しい言葉。だけど、騙されている。誰だれ？　パウエルが……？）

「呪いの子よ！　お前は利用価値があるから飼われているだけに過ぎん！」

　ガルバは、勢いづいて言った。

「呪いの子の血――あやつはそれが欲しいだけだ！　優しくしているのも……」

「違うもん！」

　パウエルは叫んだ。そう、こんなやつの言ってることが正しいわけない。悪いやつの言うことなんか、聞く必要なんてない。自分は、みんなと仲良しで、変わってるけど、久く那な斗との民で――。

　しかし。

「何がそれを証明できる!?　優しさなど、いくらでも繕つくろえるわ!!」

　ガルバの声が頭の中に響いてゆく。

（違う！）

　けれど、それを口に出すのは怖かった。きっとすぐに、否定される。

（――お前は久那斗の民などではない。悪魔だ）

　頭の中で、誰かが囁ささやく。

　幼い頃ころから、幾いく度どとなく耳にした言葉。けれど、それはメイネによってすぐに否定されて……。ザイスだってアテナだって、みんな友だちで。だから――。

（違うもん……パウエルは……）

（優しさなど、いくらでも繕える!!）

　再び、頭の中で、ガルバの声が響く。違う、そうじゃない、メイネなら否定してくれる。けれど……。

（それも、うそ……だったら？）

　頭の中に、家の外での凛り々りしいメイネの姿が浮かび上がる。何を考えているのか分からない、厳しい目。それが、しっかりとパウエルを見み据すえている。心の中の彼は薄笑みを浮かべ、語りかける。

（パウエル……お前は悪魔だ。心から優しくするはずなど、ないだろう？）

「あ……」

　パウエルは、力なく声をあげた。目の前の老人を見る。彼は両手の間に、先ほどよりも大きな光の球を作り上げ――、

「消えるがいい！」

　ガルバの手から、パウエルへ向かってまっすぐに光球が放たれた。瞬間――、



　バシュン！



　何かが輝き、光球が霧む散さんする。

「今の……」

　小さ百ゆ合りが驚いてパウエルを見る。しかし、パウエルも驚いた顔をしており……。

「パウエル！」

　ふいに、背後から声が響いた。

　割れた窓の向こう側。

　そこにいたのは、オナガに乗ったメイネだった。

「大丈夫か！　パウエル」

　メイネは腕を掲げた状態で、パウエルに向かって叫んだ。そして、彼女たちの奥にいる存在を見つけ、声をあげる。

「――あなたは……ガルバ……！」

　ガルバは忌いま々いましげに唇を歪ゆがめ、叫んだ。

「ついに出て来おったな！　この悪党めがッ！」
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　竜巻きが、迫っていた。

　テニスコートの辺りから、校舎へ向けてまっすぐに進んできている。

　一いち弥やは目を見開いてそれを見つめた。

　狭い視界に、飛び込む光景。真っ青だった空は、舞い散る砂すな埃ぼこりのせいか一気に曇くもって見えた。直撃を受けた木製の退場門が折れ曲がり、その粉ふん塵じんが舞い上がる。

　フィルターを通した、別の世界の出来事のような――現実。

（これは……魔法なのか……!?）

　一いち弥やは歯は噛がみした。

　やっぱり、さっきのは小さ百ゆ合りだったのだ。早く、校舎に入って彼女たちを探さなければ。――小百合なら、原因を突き止められるはずだ。

　一弥は走り出そうとして――熊くま井いが竜巻きからまだほとんど離れていないことに気が付いた。数人で持っていたはずの団旗を、一人で引きずっている。確かに団旗が竜巻きに巻き込まれたら、飛ばされて誰だれかに当たるかもしれない。だが……追いつかれる！

「熊井さん！」

　一弥は叫んだ。しかし、その声と同時に団旗の端はしが竜巻きに捕まる。無謀にも熊井は手を離さない。危ない――。

「クソっ……」

　一弥は舌打ちをすると、校舎へと向かう生徒たちとは逆方向――熊井のいる方へ走った。砂粒が風に乗り、一弥を襲う。しかしきぐるみで覆おおわれた身体からだはちっとも痛みを感じなかった。一弥は熊井の近くまで来ると、ありったけの声で叫んだ。

「手を離せ、熊井さん！」

「邪魔するな！　九組！」

「バカ！　団旗が飛んできても逃げればいいだろ！」

　一弥は熊井の手を掴つかんだ。きぐるみを通しても伝わる、彼女の震え。それは、団旗を奪われまいと踏ん張っているからだけではないはずだ。

「俺おれは……熊井さんが怪け我がする方が怖いよ！」

「ゆみ……しま？」

　熊井が、初めて一弥の名前を呼んだ。と、同時に彼女の手が緩ゆるむ。団旗はあっという間に竜巻きにのみ込まれ、空高く舞い上がった。まったく、これを今まで支えていたというのだから、驚かされる。

「とにかく、早く逃げようっ……」

　一弥は、叫ぼうとして――。

　何が起こったのか、分からなかった。

　悲鳴をあげているらしい熊井。

　しかし、何も聞こえない。

　一弥は早く行けと、校舎の方を指差した。まだ、自由な右腕で。

　だが、一弥自身は――。

　竜巻きにのみ込まれかけている一弥は、動くこともできずに、堪こらえることしかできなかった。

（やばい……これは死ぬかもしれない……）

　一いち弥やはあまりの痛さに痛覚が麻ま痺ひしてきているのを感じた。もはや、身体からだの半分を竜巻きが覆おおっているのだった。きぐるみの頭部は、まだ取れてはいなかったが、抵抗で鼻はもげ、また、中身の一弥も首がねじ切れそうになっていた。そのせいだろうか、息も苦しい。大きいといっても竜巻きは、一弥の倍ほどの大きさだった。仮に巻き込まれたとしても、すぐに逃げれば、死ぬことはないだろうと高をくくっていたのに……。

（ああ、やばい。この格好で死んだら、かっこ悪いにもほどがあるぞ……）

　走馬灯のようにいろいろな事が――というか、下らないことしか頭に浮かんでこない。実際に命の危機が迫っている時は、意外とこんなものなのかもしれなかった。

（ウサギ姿の高校生、竜巻きに巻き込まれ死亡……うわ、なんか屈辱的だなぁ）

　まだ、完全にはのみ込まれていない。だがこのままでは、それは時間の問題だろう。真空が、一弥のきぐるみを容よう赦しやなく切り刻んでゆく。

　肉体まで達すれば――負ける。

（その前に、何とか……何とかしなくちゃ！）

「う……ウオオオォォォ―――！」

　一弥は叫んだ。彼は、うさぎの形をした手のひらで、真空に手を当てると、なんと――竜巻きを押し戻し始めたのだ。
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「今すぐあの竜巻きを消すんだ。ガルバ！」

　メイネは叫んだ。

　あれほどの魔法を打ち消すとなると、それなりに準備が必要になる。

　手っ取り早いのは、魔法をかけた本人がそれを自らの意志で解除する、もしくはその本人の魔法への干かん渉しようを打ち切ることだ。

　しかし、

「うるさい！　巨人など死のうが生きようがワシには関係ないわ！」

　ガルバは嬉うれしげに唇を歪ゆがめたまま、冷淡に言い放った。

「メイネ……貴様と決着をつける時が来たようだな……」

「あくまで、戦おうとするのか？」

「当たり前だ！……諸悪の根源の貴様を倒さぬ限り、サトリ様を救うことなどできぬからな！」

　ガルバはその言葉と同時に攻撃をしかけた。ヒスイの増幅効果だろうか、彼の魔法にはほとんど溜ためがない。

　しかしメイネも賢者と呼ばれるだけの男だった。僅わずかに腕を掲げただけであっさりとその攻撃を防ぎ、乗っていたオナガの背から、美術室に向けてジャンプする。

　その軌跡に向けて、ガルバは立て続けに光の球を放った。

　パンパンパンパンッ！

　小さな破裂音とともに、消滅する光球。メイネの魔法だった。

　無事に、ガルバの向かいの机の上に着地するメイネ。

「ガルバ！　止やめろ！　サトリは……」

「サトリ様を呼び捨てにするなァッ！」

　ガルバは血管がはち切れんばかりに目を見開くと、今までで一番大きな光球をぶつけてきた。さすがに、メイネも両腕を掲げて対抗する。

「くっ……ガルバ。サトリ……様は、生きているんだ！　だから……」

「サトリ様が生きているなら、なおさら貴様を殺さねばならん！　彼女に汚名を着せた、貴様をな！」

「くそっ……」

　メイネは顔をしかめた。ガルバは、サトリの名前を出しても攻撃を止めない。彼女本人が来ればあるいは……。しかし、今の彼に巨人となってしまったサトリを見せて、大丈夫なのだろうか。そもそも、時間がない。早く竜巻きを何とかしないと。

「ガルバッ！」

　メイネは叫んで、掲げていた両腕に、初めて攻撃用の光球を生み出した。

「今ならまだ間に合う。竜巻きを解除しろ！」

「フン……おどしが通用するとでも思ったか。ワシはもう死に行くのみの老い耄ぼれ！　死ぬことなど怖くないわ！」

　長生きしそうな台詞せりふを吐いて、ガルバは笑った。

「なら――」

　メイネはふいに、両腕を下ろした。床に向けてその光球を放つ。

　爆風と、煙。

　メイネの姿が見えなくなる。

（ぬっ！　どこへ隠れた!?）

　ガルバが身じろぎした瞬間だった。

　すぐ横に、メイネがいる。

　爆発の衝撃を利用して跳んできたのだろう――ガルバがそれを理解するより先に、メイネの拳こぶしが彼の身体からだに叩たたき込まれた。



　　　＊＊＊＊



「オォォォ―――！……ってあれ？」

　一いち弥やは、突然竜巻きが消えたことに、驚きを隠せなかった。

　鼻や耳がもげてしまっている不格好なきぐるみの頭部を外し、手のひらを見つめる。――生きている。

「よ、よかった……」

　一弥は思わず呟つぶやいて、辺りを見回した。すると、

「ワァァァァ―――！」

　歓声が沸き起こった。そして、

「うっさっぎ！　うっさっぎ……！」

　何な故ぜかウサギコールの嵐あらしである。

　同時に、菊きく池ちを筆頭に真ま船ふね、熊くま井いと次々にみんなが駆け寄ってきた。

「弓ゆみ島しま～。お前変だと思ってたけど人間じゃなかったんだな～」

「竜巻きを消すなど……信じられん。とにかく、無事でよかった……」

「いや、俺おれ……」

「言いわけはなしだぜ！　九組ー」

　バーンと、背中を叩たたく熊井。一弥は思わず咳せき込んだ。

「大丈夫か。弓島！……麻あさ子こ、止とどめを刺すな」

「あ、ごめんつい～」

　アハハと笑う熊井であったが、本当に止めを刺されそうだった一弥には全然笑えなかった。アンタを助けるために、こんな目に遭あったんだぞ……。

　歓声とウサギコールはまだ、止やみそうにない。どうやら皆、あの竜巻きを一弥が消したと思い込んでいるらしい。

　だが、生徒たちの熱気に対し、グラウンドの状態自体は散々なものだった。

　特に、桃団は団旗も引き裂かれ、応援用のうちわも至る所に散乱してしまっており、ものすごい惨状になっている。

「これじゃあ応援合戦はもう無理だな……」

　ぼそり、と一弥が言った。感動して、一弥に駆け寄ってきていた連中は、一様に言葉を失う。そうだ、まだ応援の途中だったのだ……。

　みんな気の毒そうに一弥を見ている。応援合戦を続けたくて竜巻きを止めたと思っているのかもしれない。

　だから。一弥は僅わずかに苦笑して言った。

「まあ、いっか。俺おれたち、まだ来年があるもんな」

　力なく笑う。しかし、それでもみんなに活力を与えることはできたようだ。みんなの顔が見る見るうちに明るくなってゆく。

　ウサギコールはまだ続いている。

　人込みをかき分けてタンカを持った教員たちが到着する。

　保健室へと運ばれながら、一いち弥やは、自分の中の体育祭が確かに終わったのを感じていた。

　真っ青な青空が目に飛び込んでくる。一弥は目を閉じようとして――、

　そして。

　彼は四階の窓ガラスが一枚、不自然に割られていることに気が付いた。
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「くっ……」

　ガルバは唇を噛かんだ。気を失っていたのは、一瞬だけ。しかし、その間に巨人へ仕掛けた魔法は解けてしまった。

「ガルバ……あなたの打つ手はもうない」

「それは……ワシ自身が決めることよ！」

　威勢よく言ったガルバだったが、実際、メイネの言葉通りだった。

　打つ手が、ない。

　と、ふいにメイネが口を開いた。

「――あなたは、私を憎んでいる」

「当たり前だ！」

　ガルバは叫んだ。今さら過ぎる台詞せりふ。何を確認しようというのか。するとメイネは、悲しそうに微笑ほほえんで、

「サトリではなく、私を……」

「何を……言っているのだ……!?」

（ワシが、サトリ様を憎む？　こやつではなく……そんなことあるはずがない！）

　ガルバが目を見開いて問い質ただすのに、メイネは僅わずかに唇を歪ゆがめただけであった。

「じきに分かる」

　メイネは言った。

「もうすぐ、サトリはここに来る」

「また戯ざれ言ごとを……」

　ガラララ。

　少ししか開いていなかった美術室の扉が、大きく開かれた。

　カツン、カツン。

　足音が聞こえる。ガルバはメイネに用心しつつも、ちらりと音のする方を見た。

　――何もいない。

「な……何もおらんではないか！」

「個人結界だよ。――サトリ」

　メイネの言葉が終わらぬうちに、スウゥと結界が解け、里さと美みが姿を現す。

　その姿を見て、ガルバは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「そ……そんな……」

　巨人の姿をした、しかしそれはサトリだった。

　昔と何ら変わることのない、美しい姿。

「サトリ……彼はガルバだ」

　メイネが里美に対し説明する。すると、里美は驚いた様子で言った。

「あなたがガルバ？……随ずい分ぶんと様子が変わったような……」

　その声は、昔の彼女の声と同じもので……。

「嘘うそだ！　ワシは……ワシは……！」

　ガルバは叫んで、懐ふところにしまっていたヒスイを掲げた。キラリ、と石が輝き魔力が集まってゆく。

　ガルバは羽織っていた外がい套とうを脱ぎ捨てると、その上に乗った。

　外套の裏には――魔法陣。

「ガルバ!?」

　メイネが叫ぶ。

　ガルバの外套は、彼を乗せた状態で浮き上がっていた。柔らかな布はまるで鉄板のように張って、空飛ぶじゅうたんのようだった。

　魔力の波動。以前、里で感じたものと同じ強さの――。

「ワシは……くそぉッ！」

　ガルバを乗せた外套は一瞬のうちに、割れた窓から外に飛び出して行った。

「サトリ！　私が追う！」

「任せたわ！」

　うなずく里美。メイネは窓辺まで走ると、

「ハートイ！」

　叫んだ。すぐさま彼の育てたオナガが窓辺までやってくる。メイネはそれに飛び乗るとガルバの後を追った。
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　美術室に残された里さと美みは、小さ百ゆ合りたちの方へ歩み寄ると、そっと二人を抱きしめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「もう、大丈夫よ。二人とも」

　優しく、声をかける里美。教室の隅で怯おびえていた小百合とパウエルは、安あん堵どの表情を浮かべた。

「サトリ様……」

　小さく呟つぶやこうとするパウエル。しかし……、

「――里美おばさん！」

　それよりも大きな声で、小百合が叫ぶ。

「うわああああ……あああああ……！」

　緊張の糸が切れたのだろう。堰せきを切ったように、泣き始める小百合。里美はそれをしっかりと抱き寄せて、その頭を優しくなでた。

　パウエルも、小百合の肩の上にいたので、里美の温かい感触は伝わってくる。けれど……、

（優しさなど、いくらでも繕つくろえる――）

　先ほどの、ガルバの言葉が、頭の中に響く。そんな、嫌なことは泣いているうちに忘れてしまえ。いつだって、そうしてきた。そうやって、泣き疲れて、眠って……。そうしたら、何もかもが清算されて、新しい自分になれる。

　でも、それは小さ百ゆ合りに先を越されてしまった。

（サトリ様は、さゆりの大切なおばさん。パウエルのことより、さゆりの方が好き……）

　小百合の、泣き声。里さと美みの感触。

　温かくて。ひどく、悲しくて。

　パウエルは、里美の服を引ひっ掴つかんで顔をうずめた。

　嫌だった。全部嘘うそみたいで、嫌だった。今ここで、パウエルが泣いていると知ったら、里美は、そしてメイネは、心からなぐさめてくれるだろうか。

　きっと、二人とも優しくしてくれるだろう。けれど、それが本当の気持ちかは分からない。本当だと証明するものもない。

　疑うのも、嫌だった。疑って、その予感が本当になるのが怖かった。

　泣き始めたら、自分で泣き止やむことなんかできない。

　だから。

　パウエルは必死で涙を堪こらえた。
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　ガルバは、体育館の上に立っていた。宝たから稲いな高校の特徴の一つである三階建ての体育館。その屋根の上は、高さ的には校舎の四階部分と、ほぼ変わらない。

　ただ立ち尽くす彼の後ろに、メイネが降り立つ。

「ガルバ……」

「貴様は……どこまでも余計な男だよ……メイネ」

　ガルバは振り向きもせずに言う。その声に、先ほどまでの勢いはない。

「どうして……」

　ガルバは、肩を震わせて言った。それから、ガバッと振り返って、

「どうして、あの時、ちゃんと否定をしなかった!?　どうして、サトリ様が生きていることを、教えてはくれなかったのだ！」

　ガルバは声を張り上げて言った。顔は、涙を堪えているのだろうか、醜みにくく歪ゆがんでいる。

「メイネ！　なぜ……！」

「ガルバ……」

　叫ぶガルバに、メイネはただ、彼の名を呼んだ。

　ガルバは、キッと彼を見み据すえている。沈黙する彼に、ガルバは再びヒスイを掲げた。魔力を集中させ、彼に向かって放とうとする。無駄だと、知りながら。――と、

「そうすれば……信じたのか？」

　メイネは、静かにそう言った。

「彼女は、本当に呪のろいの子で、外の世界で生きている。だが、もう会うことはできないと。それを信じ、納得して生きられたのか……？」

　それは半ば、自分自身に対して投げかけた言葉だった。苦しかった。ずっと。

　いっそ、サトリが死んでいると思っていれば。

　彼女が、呪いの子だと、知らなければ。

　ミトクを守るという約束さえなければ、彼だって、生きてこられたか分からなかった。

　メイネはガルバの目をまっすぐに見つめる。

「私を憎むことで……復ふく讐しゆうを誓うことで、あなたは生きる道を選んだ。だから――」

「――うるさいっ！」

　ガルバは乱暴に叫ぶと、メイネから視線をそらし、光球を放った。メイネは右の腕を掲げ、青白い光の球を作り出すと、

　――シュウウゥ……

　ガルバの放った光球はメイネのそれに吸い込まれ、姿を消す。しかしガルバはそれでもおかまいなしに、

「くそっ！　くそぉっ！」

　言って、次々と球を放つ。メイネは冷静にその全すべてを受け止めていった。

「なぜっ！　ワシを憐あわれんだっ!?」

（それでは……ワシの今までしてきたことはなんだったんだ！）

　ガルバは叫んだ。いつの間にか、溢あふれ出た涙が頬ほおを伝っていた。

　惨みじめだった。憎んでいた相手は、憎まれる必要などなく。だというのに、彼のためを思って真実を告げなかったのだと……。

　そんなのは、余計なお世話だった。

　死のうが生きようが、自分の勝手だ。

　そんな、情けをかけてもらう筋すじ合あいなどなかった。なのに――。

　悔しい。悔しい……。

「答えろ！　メイネ！」

　ガルバは声を張り上げた。それは、まるで悲鳴のようだった。

　メイネは、悲しみを帯びた目で、ガルバを見つめた。そして、彼は片手で受けていた攻撃を、ふいに両手を使って受け止め――、



　――ブワァアアッ！



　光の渦うずが、ガルバに向かった。まともにそれを喰くらい、地面へと叩たたきつけられるガルバ。

　メイネは倒れる彼の傍らに立つと、無表情で彼を見ていた。

（くそぉ……！）

　ガルバは倒れた姿勢のまま、メイネを睨にらみつけた。どうやっても、かなわない。

　――殺すなら、殺せ。

　ガルバはそう思った。どうせ、自分にはもう生きる資格などない。彼女が生きていたのなら、もはやどうなっても構わない。

　しかし、そんなガルバに、メイネは悲しそうに微笑ほほえんだだけであった。

　メイネは彼を見み据すえると――、

「あなたが――私と同じだったからだ」

「な……に……？」

　ガルバは、目を見開いてメイネを見た。

　メイネの目は、彼を見ていながらも、どこか遠くを見ているようであった。

　恐らく、メイネは過去の自分を見ていた。――サトリ。そして、昔の友……。何かを支えにしなければ、生きられなかった自分。それは、今のガルバに酷こく似じしていた。

　しかし、ガルバはメイネが何を言っているのか理解することができなかった。彼の事情など考えたこともなかった。彼の中でのメイネは、あくまでも絶対悪としての存在で……。自分と同じなどとは、到底思えなかった。

　怪け訝げんそうに見つめるガルバの視線に気付いたのだろう。メイネは微苦笑を漏もらした。

「それに、あなたはサトリが好きだった」

　メイネは、ガルバから少し離れ、空を仰あおぐ。

「逃げ出した長おさ、呪のろいの子だった長――そんな理由で里の歴史から抹消されたサトリを、ガルバ、あなたは好きであり続けた」

「当たり前だ！　彼女は……」



　――ワシの全すべてだった……！



　ガルバは、最後まで言えなかった。彼女が生きていてくれたという事実に、今さらながらに涙が溢あふれてくる。そう、彼女は自分の全てだ。呪いの子であろうとも――。

　再び会えて、こんなにも嬉うれしい自分がいる。

　そんなガルバに、メイネは穏やかな笑みを浮かべ、呟つぶやくように言った。

　それはやはり、自分自身に語りかけているのかもしれなかった。

「彼女のことを、覚えていてくれる。それが、私は嬉しかった……」
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　美術室の隣にある、美術準備室。ガルバはそこで、里さと美みと二人きりで面会することになった。埃ほこりのかぶった棚の上に登り、里美の肩の位置に視線が合うようにする。

　里美が手を貸そうとするも、彼はかたくなにそれを拒こばんだ。『サトリ』の品位を、自ら貶おとしめて欲しくはなかった。

「サトリ様……ご無事で何よりです……」

　ガルバは、ひとまずそれだけを言い、しばらく押し黙った。当たり前の一言に、今さらながら涙が溢あふれてくるのだった。顔をぐちゃぐちゃにして泣く老人の姿は、先ほどまでの彼からは想像もつかないほどに弱々しい。

「こんな、おかわいそうなお姿にっ……ぐっ」

　切れ切れに、言葉を紡ぐ。

　ガルバたち一般の久く那な斗との民の感覚でいえば、巨人は悪魔と同義だった。彼の知りうる限り、最も高こう潔けつな久那斗の民だったサトリ。その彼女が、どうしてこんな仕打ちを受けなければならないのだろう。

「どうして……どうして……」

　ガルバはむせび泣いた。しかし、里美は僅わずかに悲しそうな笑みを浮かべると、

「ガルバ……私わたくしはかわいそうなどではありませんわ」

　かつての里長だった頃ころと同じ口調で、彼女は言った。

「巨人も、そう悪い存在ではありません。この身体からだのせいで、私は里長ではなくなりました。しかし、今では逆にそれでよかったとさえ、思うのです」

「サトリ……様……」

　ガルバは、顔を上げて彼女を見た。カーテンの隙すき間まから、僅かに漏もれる光。舞い散る埃がそれに反射して、彼の視界を覆おおう。その向こうに、巨人風の怪しげな格好をしている里美の姿が映る。巨人となったサトリ。しかし、その気品は当時と全く遜そん色しよくがないように、ガルバには思われた。

　里美は胸に手を当てて、穏やかな眼まな差ざしで言った。

「私は、久那斗の民にして、巨人。それは、とても大切なこと。来たるべき未来に向けて、必要なもの――」

「来たるべき……未来……？」

　里美はうなずいた。

「久那斗の民は、元来は巨人でした。とても強い、魔法。それが私たち久那斗の民の身体を今のような姿にしたのです。魔法は、いずれ解けるもの。私たちは、その一端……」

「そんな……」

　ガルバは言葉を失って、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。かつてメイネが言った言葉が、頭の中に蘇よみがえる。

　――呪のろわれているのは……私たちの方だ。

「そんなっ……」

（それでは……ワシは……！）

　ガルバの目に、絶望の光が差した。呪いの子など、最初から存在してはいなくて――彼女を里から追い出したのは、自分たちの意識そのもので……。ガルバは息が詰まりそうだった。

　暗い目で里さと美みを見つめるガルバに、彼女は彼の心境の全すべてを悟っているかのように、静かに首を振ると、

「いずれ、全ての魔法が解けるかもしれない――永久に、解けないかもしれない。それでも、私わたくしは、道を作らねばなりません。魔法を失った時、全ての久く那な斗との民が、辿たどるであろう道。その礎いしずえを――」

　里美は、ふいに微笑を浮かべた。昔の、彼女そのままの微笑ほほえみ。

「だから……かわいそうなどと思ってはなりません。私は、私だけに与えられた道があったのですから」

　そう言った彼女の顔は、とても穏やかで、満足げで。

（ああ……このお方は……今でも我々の長おさなのだ……）

　ガルバは、まるで自分が青年に戻ったような錯覚を覚えた。スゥと、胸の奥のつかえが取れてゆく。憎しみだけで生きてきたここ十数年の間、忘れかけていた爽そう快かい感かんが彼の身体からだを満たしていた。

「はい。サトリ様……」

　彼は小さく呟つぶやくと、跪ひざまずいて微笑を返した。拭ぬぐうことを忘れた涙のせいで、その微笑みは奇妙に歪ゆがんでいた。しかし、里美は優しく、その笑顔に応こたえるのだった。





　メイネたちが帰ってきたのは、ようやく小さ百ゆ合りが泣き止やんだ頃ころであった。

　里美は、メイネと何やら二三、会話を交わし、パウエルと小百合に微笑みかけると、ガルバと二人で消えてしまった。

　すぐ隣の、美術準備室。ガルバが、里美と二人だけで話をしたいのだそうだ。

　声は、ほとんど聞こえてこない。会話の内容なんて分からない。興味もない。

　パウエルは、渋面で、床を見つめていた。白い、机の上。

　小百合は、すっきりとした顔で椅い子すに腰掛けている。泣いてしまったことを恥ずかしそうにして微笑を浮かべ、彼女はパウエルを見ている。

　パウエルも、笑い返した。

　形だけの笑顔。

　こんな顔で、今まで笑ったことなんて、あっただろうか。笑おうとしているのに、いつもの笑顔にならない。

　小さ百ゆ合りは、疲れているからだろうか、それには気付かない様子だった。

「どうしたんだい？　パウエル。元気がないみたいだけど」

　さすがに、メイネは気付いたようであった。ゆっくりとした足取りで、パウエルに近付いてくる。

　いつもの、優しい笑顔。

　しかし、パウエルはそれが怖かった。メイネが一歩進むごとに、びくりと肩が震える。

　あの老人が言ったことなんて、全すべて嘘うそに決まっている。そう、分かっているはずなのに。

　それでも、メイネに甘えるのが怖かった。

　メイネは、自分の父親ではない。今までも、メイネはパウエルの父親として振る舞ったことはなかった。一人の人間として、彼女に対してくれた。だから、分かっていた。自分はどこの子でもないと。そのはずなのに。

　それは、とても不自然な事実に思えた。

　もうすぐ、メイネが自分の元に到達する。きっと彼は優しく自分の頭をなでるだろう。しかし……。

　パウエルは、メイネに向かってブンブンと頭を振った。フェルトの帽子を目深にかぶり、その場にうずくまる。そのまま、床を見つめる。

　メイネは、ひどく悲しそうな顔をして、立ち止まった。彼はそれでもゆっくりとパウエルの傍そばに近付くと、その身体からだには触れずに、静かに彼女の隣に腰を下ろした。

　パウエルが再び、びくりと肩を震わせる。メイネは辛つらそうに眉まゆを曇くもらせた。しかしパウエルは床を見ていて、それには全く気付かなかった。
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　保健室に連れてこられた一いち弥やは、擦すり傷などの手当てを受けた後、すぐにベッドに横になるように言われた。

「病院に行って診みてもらうまで、安静にしてなさいね」

「……はい」

　四〇代後半と見られる養護教諭の女性はそう言い残すと、保健室を出て行った。体育祭ともなると、彼女の出番は多いのである。

　その後ろ姿が見えなくなると、一いち弥やはゆっくりと起き上がった。あちこちが痛い。

　しかし、どうしても行って、確かめなくてはならなかった。



　この事件の、真相を――。



　一弥はこそこそと、屈かがんだ姿勢のまま廊下へと這はい出した。音は、外がうるさいのであまり気にする必要はなさそうだ。

　今やっているのは、桃団の応援合戦だった。

　協議の末、やり直しが認められたのだ。――といっても、団旗やきぐるみは大破しており、怪け我がをしている人間もいるらしく、士気は低そうだった。

　参加することができないのを心の中で謝りながらも、一弥は急いだ。

　階段を這うように上がる。

　恐らく、四階のどこか。一弥の推測が正しければあの位置は――美術室。

　一弥は四階まで辿たどり着いた。人ひと気けのない廊下を、はぁはぁと息をしながら歩く。

　音楽室、美術室。どの教室も開いている様子はない。曇くもりガラスの窓からは、中の様子さえも窺うかがい知ることができない。もしかして、階を間違ったのだろうか。

「いや……きっと、合ってるはずだ。――パウエル！」

　一弥は叫んだ。きっと、そこにいるであろう少女の名前を。あまり大きな声ではなかったが、静かな廊下には十分に響く声。

「パウエル！」





（誰だれか……パウエルを呼んでる……？）

　パウエルは、机の落書きを眺めながら、ぼんやりとその声を聞いた。

　寂しすぎて、空耳が聞こえたのかもしれない。そう思った。しかし、

「……今の声は、いっくん……？」

　小さく、小さ百ゆ合りが呟つぶやくのが聞こえた。メイネが立ち上がり、扉の前に向かう。パウエルは顔を上げた。

「いち……や……？」





　カチャ。

　鍵かぎが、開く音。

　ズズズズ……。

　扉が、ゆっくりと開いてゆく。そこは、美術室の扉だった。

　一いち弥やは急いだ。走るほどの元気は持ち合わせていなかったが、それでも急いだ。急がないと、その扉は再び閉ざされ、二度と開かないような気がした。

　一弥は扉の枠に手をかけた。そして――

　薄暗い室内。

　一弥は慎重にその中を見回した。割れた窓から風が吹き込み、カーテンがはためいている。その先に、パウエルはいた。小さな、こびとの少女。すぐ後ろには、小さ百ゆ合りの姿も見える。

「小百合……それに、パウエル……」

　小さく、呟つぶやくように呼びかける。パウエルは驚いた様子で一弥を見た。

「いちや……？」

　パウエルの声が聞こえる。それは、記憶にある彼女の声に違いなかったが、それよりずっと弱々しかった。

（何があったんだ……？）

　一弥は訝いぶかしがりながらも、彼女に向かって歩き始めた。パウエルは呆ぼう然ぜんと一弥を眺めていた。彼女の場所からは、一弥の顔は陰になっていて、見えない。しかし、その口元が笑っているのだけは分かった。一弥は口を開く。

「やっぱりいたんだな。お前」

　その声を聞いた瞬間、パウエルは何かしら胸のつかえが取れたような気がした。

（いちやだ。さっきの声も……）

　いろいろな思いが、溶解していく。一弥の声は、別に優しくも何ともなかった。以前、一緒に暮らしていた時と、全く同じ口調。ただし、とても温かい。

（いちやは、パウエルの名前を最初に呼んだ。パウエルがいないかもしんないのに。パウエルがいるって、信じてくれてた）

　パウエルはこっくりとうなずいた。何か言い返さなければ。そう思ったが、うまく言葉が出てこない。温かい気持ちで、胸がいっぱいになる。

　ただ、口をぱくぱくさせるだけのパウエルに、一弥は近くの椅い子すを適当に引き、腰を下ろした。目の前の小百合を見つめ、

「小百合も……来てたんだな」

「うん」

　小百合は小さくうなずいて、微笑を漏もらした。一弥は軽く息をつくと、再びパウエルに視線を戻した。パウエルと、目が合う。

「なぁ……ってどうしたんだ。ちっこいの!?」

　一弥は、驚いて叫んだ。パウエルは、泣いていた。ぼろぼろと、涙が彼女の服を濡ぬらしてゆく。

（パウエル、何で泣いてるんだろう。嬉うれしいのに。すっごく嬉しかったのに。分かんない、分かんないよ……）

「あうう……うぁぁあああぁぁ……」

　ついにパウエルは、声をあげて泣き始めた。しゃくり上げるパウエルに、一いち弥やは困惑したようだった。自分は何もしていない。いや、していないつもりなのに。

「ど、どっか痛いのか？」

　一弥は机に顔を寄せて、首を傾かしげた。するとパウエルは泣き顔のまま、

「いぢやぁっ！」

「うおっ！」

　一弥は、顔めがけて走ってくるパウエルを慌ててよけると、

「お前……今、さり気なく、俺おれの目を突こうとしてたろ！」

「じてないもん！」

　パウエルは真っ赤な瞼まぶたをごしごしと擦こすりながら、ほっぺたを膨らませた。一弥はそれを半眼で見つめ、

「ホントかよ。しかしまあ、きったねぇなあ」

　鼻水をずずっとすするパウエルを、呆あきれたように眺めた。

「小さ百ゆ合り。ハンカチ貸してくれよ」

「さゆ、さっき使っちゃったから汚いよ」

　小百合は、少し恥ずかしそうに言った。よく見ると、彼女にも泣いた跡がある。

　何かあったのだろうか。

　そう一弥が小百合の方に気をとられている間に、パウエルの傍そばに近付いてきた人影があった。こびとの青年――確か、以前もパウエルと一緒にいた久く那な斗との民。

　青年は一弥を仰あおいだ。どこか、物憂げな微笑。しかし、彼はすぐに目をそらしパウエルの方に向き直ると、床に膝ひざをついて彼女と視線の高さを合わせた。

「パウエル。ほら」

　ハンカチを差し出す。パウエルは、ハンカチと青年の顔を交互に見つめていたが、

「……ん」

　ハンカチを受け取ると、

　ヂーン！

　と派手な音を立てて鼻をかんだ。それから、

「メイネ様……あげる」

「……あはは。ありがとうパウエル」

　汚くなったハンカチを、苦笑いとともに受け取った青年は、それでもそのハンカチを丁寧にしまった。

「パウエル、元気になったか？」

　彼は、穏やかな目をして言った。ポンポンと、パウエルの頭をなでる。

　パウエルはこっくりとうなずいて、メイネの顔を見た。

　いつも通り変わらない、彼の眼まな差ざし。優しすぎるほどに、温かい言葉。でも、決して嫌じゃない。

「……うん。――うん！」

　彼女は何度もうなずくと、万歳をして叫んだ。

「パウエルね、メイネ様大好きっ！」

　バーンと宣言するようなその言葉に、メイネは一瞬狐きつねにつままれたような顔をしたが、すぐに恥ずかしそうに笑うと頭をかいた。そして、再び一いち弥やを見上げる。

（この少年……）

　何があったのかは分からないが、メイネがここに来た時、既にパウエルはあの状態だった。何かに、悩んでいる様子で……。恐らく、ガルバが原因なのだと思われた。

　元に戻るには時間がかかるだろう。――逆にいえば、時間さえかければ、いつもの明るいパウエルに戻る、そのはずだった。

　しかし、パウエルは一弥が来たことであっさりと笑顔を取り戻した。



    

  
    
      



    

  
    
      「少年――一いち弥やくんといったかな」

「あ、はい」

　メイネの言葉に、一弥はかしこまって答えた。メイネは軽く笑って、

「随ずい分ぶんと傷を負っているようだね。もしよければ、治させてはもらえないかな」

「え。い、いいんですか？」

　メイネはうなずくと、一弥の身体からだに治ち癒ゆの魔法を施ほどこした。傷だらけの身体。両腕も、骨にヒビが入っている様子である。

　メイネは竜巻きに巻き込まれていた巨人がいたことを思い出した。恐らく彼がそうなのだろう。満まん身しん創そう痍いで、いつ倒れてもおかしくない状態。だというのにこの少年は、パウエルに会うためだけに、ここまでやってきた。そして、パウエルに笑顔を与えた。

（一弥……勝かつ子こちゃんの子ども、か）

　メイネはまるで、父親のような気分で目の前の少年を眺めた。一弥は、メイネの放つ治癒の魔法の光に照らされて、うっすらと輝いている。

　限りある存在としても、里で生きることを選んだパウエル。そんな彼女が、これ以上巨人たちと関かかわるのはあまり好ましいことではなかった。久く那な斗との民の住む里で、久那斗の民として生きる、そのためには……。

　しかし。

（パウエルに必要なのは、場所ではなく、『人』なのかもしれないな……。私たちではない新しい存在との、出会い）

　彼は自じち嘲よう気味に笑うと一弥の身体から手を離した。魔力の光がフッと消え、再び、美術室は薄暗くなる。

「これでひどいところは治ったはずだよ。後は……自然に任せた方がいいんじゃないかな」

「あ、ありがとうございます。……ホントだ。痛くない」

　一弥は腕を上げ下ろして、驚いた表情で言った。すると、机の上のパウエルがふふん、と鼻を鳴らした。

「あったり前だよ。メイネ様の魔法はすごいんだもん！」

　身体を反らせて、自慢げに言う。

「こいつ……」

　一弥は呆あきれた様子でパウエルを見やった。といっても、その口元は笑っている。パウエルも笑った。

「だよねっ。メイネ様っ！」

　パウエルはぎゅっとメイネの腰にしがみついた。思いっきり頬ほおを擦こすりつけ、メイネを見上げる。メイネは困ったように笑って、優しくその頭をなでた。

「ありがとう、パウエル」





　ガチャリと、ドアノブが回る音が聞こえた。里さと美みと、ガルバが準備室から出てきたのだ。

「里美おばさん!?」

「いっちゃん……しばらくぶりね」

　驚く一いち弥やに、里美は悠然と微笑ほほえんだ。どことなく、いつもの里美と印象が違う。穏やかで、気品溢あふれる微笑。

「えっ、あ、まあ久しぶりといえば久しぶりだけど……」

「――サトリ様っ。このような者にわざわざ声をかけなくともッ！」

　一弥の声に被かぶるように、老人のものらしき声が響き渡った。里美のすぐ傍そばに、久く那な斗との民と思おぼしき老人の姿が見える。

「えっ……」

（誰だれだ？　こいつ？）

　しごく当然な疑問を抱いた一弥に、里美はうなずいて答えた。

「彼はガルバ。かつて里の警備隊長をしていました。今回の一連の事件は、彼が起こしたものだったのです」

「うーん……」

　一弥は引きつった笑みを浮かべた。里美の口調に、どうにも違和感を覚えてしまう。しかしそうか、この老人が犯人か……って！

「ってことはキュウリの！」

　一弥は叫んだ。

「なんでキュウリだったんだよ!?」

　一弥はガルバに詰め寄った。ガルバも戦せん慄りつした様子で、

「貴様……あの時の伝でん令れい使しかッ！」

「で……でんれいし？」

「そうだ。貴様らは機密書類を運んでいた……」

「いや、ただのバトンだし」

「仮に本物でなくとも、訓練であることには間違いなかった！」

「何でそんなに自信満々なんだ……？」

　突っ込む一弥。しかしガルバはもちろんそんなことは聞いちゃいなかった。

「それを邪魔し、巨人たちの指揮を乱し、騒ぎを起こす。そのつもりだった……しかし！」

　ガルバはクワッと目を見開いた。

「貴様はこともあろうかそれを隠いん蔽ぺいしおった！　誰にも気付かれていないと思っているようだが、このガルバには全すべてお見通しよ！　そんなことでサトリ様に仕えることができるとでも思ったか！　フハハハハハハ―――！」

　高笑いを始めるガルバに、一いち弥やは呆ぼう然ぜんと天井を仰あおいで、

「……えーっと」

「ごめん。いっちゃん。気にしないでちょうだい」

　里さと美みは疲れたような笑みを浮かべた。どうやら、彼女も困っているらしい。何となく状況が読めた一弥は、ガルバを見てため息をついた。

　何やら久く那な斗との民の偉い人だったという里美。このガルバという老人はその信奉者なのだ。

　ガルバは高笑いを止めると、サトリの前に跪ひざまずいた。

「サトリ様。このガルバ、サトリ様の巨人世界征服計画、いたく感激いたしました。つきましては私をその一員にお加え下さい。こんな巨人の伝でん令れい使しなどよりもお役に立ってみせましょうぞ！」

　ガルバはグッと拳こぶしを握りしめると、にやりと唇を歪ゆがめてみせた。一弥はぎょっとして里美を見る。世界征服って……一体……。

　里美は慌てて首を振った。

「わ、私わたくしの『道』というのはそういう意味ではありません。ガルバ」

「な……違うのですか!?」

「ええ。私は、巨人と、久那斗の民が、ともに仲良く暮らせるようにと……」

　ごほん、とせき払いをして、横目に一弥を見る。必死で身の潔白を訴えている目だ。ガルバは驚きよう愕がくの眼まな差ざしで里美を見つめた。

「で、ではこの場所は戦士養成所ではなかったのですか!?」

「だから何でそういう発想ができるんだよ……」

　一弥が小さく突っ込むが、もちろんガルバは聞いていないようだった。

「サトリ様……なんと慈悲深い御方……」

　彼は自己完結気味にサトリを見上げると、感嘆した。

「このガルバ、やはり残りの人生全すべてをサトリ様に注ぐ所しよ存ぞんです。ここに残って、一生お仕えいたします！」

　すると里美は冷や汗を浮かべ、

「それは……なりません」

「何な故ぜですか!?……私は、個人結界のことでしたら、自分でかけることができます。足手まといにはなりませぬ！」

　ガルバは、決意に満ちた表情で叫ぶ。しかし、里美は首を振った。彼女はスゥと息を吸い込むと、険けわしい表情でガルバを見つめる。

「――ガルバ。里には、今や私の存在を知るものはごく僅わずかです」

「だから……私はサトリ様のために……」

「だから、里に帰るのです。私わたくしのために」

　里さと美みの口調は決してきついものではなかったが、それだけに威厳を感じさせるものだった。ガルバはハッとなって里美を見上げた。

「里は今、圧倒的に人手が足りません。里を変えてゆく、そのための人手が。私の、意志を継ぐ人々が――。だから」

　そこで、里美は優しく微笑ほほえんだ。

「頼まれてくれますね。ガルバ」

　ガルバは、その笑顔を呆ぼう然ぜんと眺めた。そして、歯を食いしばるようにして俯うつむくと、

「……はい。――喜んで」

　絞り出すようにそう言った。彼は、里美の『崇すう高こうな考え』に感動していた。再び別れることは辛つらかったが、彼女の理想のために働けることが嬉うれしかった。

　彼は陶酔しきった目で、里美を仰あおぎ見た。当の彼女が、内心ホッと胸をなで下ろしていることに、しかし、ガルバは気付かなかった。

　そんなガルバを、一いち弥やは苦笑いとともに眺めていた。と、窓の外から歓声が聞こえ、我に返る。

「あ、俺おれ、そろそろ行かなきゃ」

　もう、かなりの時間が経たっている。応援合戦は終了し、最後のプログラムにあたる綱引きのかけ声が、僅わずかに聞こえている。

　閉会式の前までには保健室に戻らないと、抜け出したのがバレてしまう。

「そうね。さゆちゃん。あたしたちも帰りましょうか」

　うなずいて言う里美に、小さ百ゆ合りは椅い子すから立ち上がって、

「うん。でも、さゆ、ランドセル置いてきちゃったから、取りにいかなきゃ」

「そう。じゃあ後で一緒に行きましょう。個人結界かけてあげるわ」

「ええっ、うそー！　わーい」

　小百合は喜んでくるりと回った。一弥はクスッと笑って、扉の前まで歩いた。と、

「いちや、もう行っちゃうの？」

　扉の木枠に手をかけた一弥に、パウエルが問いかけた。ちょっと、寂しそうな顔。彼女は小さな手をひらひらと振って、

「ばいばいだね」

　それに一弥はああ、とうなずきかけ、

（いや、そうじゃない）

「パウエル――」

「はえ？」

　一いち弥やの呼びかけに、パウエルは大きな目を、まっすぐに彼に向ける。

　一弥は、片手を挙げると、唇の端はしを少し歪ゆがめ、そして言った。

「――またな」
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　一弥は保健室に戻ると、そこから再びグラウンドに出た。養護教諭はいなかったが、近くにいた他学年の教師に調子がよくなった旨むねを伝えると、あっさりと解放してくれた。

　恐らく、彼は一弥がさっき竜巻きと戦った『ウサギ』だとは気付いていないのだろう。

「お、弓ゆみ島しまー。怪け我がは大丈夫だったのか？」

　応援席に戻ると、綱引きを終えた菊きく池ちが腕を振ってやってきた。

「ああ、大したことなくてさ。あはは」

「そっかー。閉会式までに戻れてよかったなー」

　菊池はうんうんとうなずくと、先ほどの綱引きで、一緒に綱を引いた熊くま井いがいかにすごかったかを力説し始めた。チーム対抗競技で、男女比率が決められているのに、それを打ち破る強さだとかなんとか……。

　適当に聞き流していると、一弥の姿に気付いたのだろう、真ま船ふねがやってきて言った。

「弓島」

「あ、真船さん」

　一弥は彼女の顔を見て、あのきぐるみが彼女の私物だったことを思い出した。そしてそれがぼろぼろになってしまったことも……。

「ごめん……きぐるみ」

　すると真船は首を振った。

「いいんだ。それより、怪我はもういいのか？」

「ああ。ホラ、大丈夫だって！」

　一弥はぐるぐると腕を回してみせた。真船はそれをぼんやりと眺めていたが、

「さっきより……明らかに傷の数が減っているような……」

「いや、気のせい気のせい！」

「そうか。てっきり無理をしているのかと思ったが……」

（傷って、無理したら消えるもんなのか!?）

　思わず突っ込みそうになった一弥だったが、グッと堪こらえた。勘違いしてくれているなら、そのままにしておこう。

「弓島、閉会式には出られるのか？」

　真船が、気遣うように言う。

　一いち弥やはああ、とうなずいて得点ボードを仰あおいだ。桃団は確か四位だったのが、綱引きで勝利したらしく、三位にまで浮上してきている。

「おー、結構上位じゃん。もしかしたら入賞できるかもな」

　笑顔で言う一弥に、しかし真ま船ふねの顔はさえない。訝いぶかしがる一弥の肩に、菊きく池ちがポンと手を置いた。

「んー、でも応援合戦が駄目駄目だったからなぁ～。たぶん無理だと思うぞ」

「えっ。そうなのか？……あんなに練習したのに」

　一弥はがっかりして言った。と、

「あ、弓ゆみ島しまー」

　体育委員の柳やなぎ原はらがやってきて、一弥に声をかけた。応援合戦のことを残念がる一弥に柳原が笑う。

「まあ、いいじゃないか。スウェーデンリレーは優勝だったんだ。――それも、大会新でな！　それより、みんなもうすぐ閉会式だから、移動してくれないか？」

「あ、ごめんごめん」

　一弥は軽く謝ると、グラウンドの中央に向けて歩いた。

『……各クラス、委員長副委員長は点呼を取って担任の先生まで報告して下さい』

　アナウンスが流れ、全校生徒が整列してゆく。

（ああ、これで終わりなんだなぁ）

　一弥はぼんやりとそんなことを思った。

　確かに、応援合戦については、不本意だった。しかし、この体育祭自体は悪くなかった――と思う。

　やっぱり裏にいたのはこびとたちで、何だかよく分からない理由で自分たちは巻き込まれて……でも、パウエルとまた会えた時――もう、会うことはないと思っていたのに――いや、だからかもしれない。

　嬉うれしかった。

　一弥は美術室の割れた窓を見つめた。光が反射して、中は何も見えない。もう、みんな帰ったのかもしれなかった。

　やがて、閉会式が始まった。簡単な挨あい拶さつの後、いよいよ、応援合戦の成績が発表される。四〇点を上限として、一年、三年、二年と、応援順に発表する。

　赤団二五点、紫団二〇点、橙だいだい団一八点……点数はかなり辛からめだ。

　三年生は、慣れているのもあってか、かなり点数がよかった。そして、二年生の発表に入る。緑団三二点、白団三三点、そして、

『桃団……二一点』

　そのアナウンスとともに、周りから、次々に落らく胆たんの声が漏もれた。あの竜巻きさえなかったら……という呟つぶやきが聞こえる。と、その時だった。

『なお、桃団についてですが、来らい賓ひんを含む審査員全員の協議の結果、特別点を加算することになりました』

「えっ……」

　会場が、どよめく。すると、先ほどまでアナウンスをしていた少女から、教師の一人にマイクが移り、

『えー、この件についてはだ。竜巻きを止めた行為は前代未聞であり、これは、リレーにおける、大会新記録特別点のルールを適用できるんじゃないか、ということで、特別に二〇点を加算することになった』

　教師は、そこまで言うと、再び放送部と思おぼしき少女にマイクを返す。少女はメモを片手に続きを読み上げる。

『なお、この点数は、応援合戦自体の得点には加算されません。――以上』

「マジで……？」

　一いち弥やは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。応援合戦の点数にはならない。けど、チーム得点には加算で……ってことは……！

　得点ボードの数字が、目まぐるしく変わってゆく。

　一弥はそれを目で追った。優勝した三年の青団は、三八点が加算され、総合二位に浮上してきている。しかし――。

「もしかして……優勝？」

　一弥は、ぽかんと口を開けた。

　桃団が、一位だった。

　ふいに、視線を感じて辺りを見渡す。みんな、嬉うれしそうな顔で一弥を見ていた。そして、

「……うっさっぎ！　うっさっぎ！」

　誰だれからともなく、再び、ウサギコールが始まる。怒られて、すぐに沈静化したものの、ぼそぼそと小さな声で、あの時のウサギを賞賛する声が聞こえてくる。ウサギの正体が一弥だとは知らない、他ほかのチームの人間からも、だ。

（よ、よく分からないけど、やったぞ！　パウエル！）

　一弥は、頬ほおを紅潮させて、割れた窓を見つめた。
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　メイネは、里さと美みたちが美術室からいなくなるのを見届けると、窓枠に移動した。

　腕を上げると、オナガのハートイ、そして、パウエルの乗ってきた雀すずめのコカートがやってくる。

「それじゃあ、私たちも帰ろうか」

「うん」

　パウエルは、ニコッと笑ってうなずいた。メイネもそれに微笑ほほえみ返し、

「ガルバ」

　まだ、机の上から動こうとしない老人の名前を呼ぶ。すると彼は外がい套とうを脱ぎ、

「――勘違いするなよ。ワシは、サトリ様に言われたから帰るだけだ」

　そう言って外套に魔法をかけ始める。

「ああ、分かってるよ」

　メイネは苦笑した。そして、オナガの上にまたがる。パウエルは、一足先にと外に飛び出し、

「あっ！　メイネ様」

　少しはしゃいだような声をあげ、彼女は眼下を指さした。
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　一いち弥やは、みんなに推おされるかたちで、表彰台に立っていた。賞状を授与され、優勝旗を渡される。

「ワアァ―――！」

　沸き上がるチームの仲間たちの歓声を聞きながら、一弥は一瞬だけ空を仰あおいだ。そして……、

「あっ！」

　一弥は思わず声をあげた。

　美術室の、割れた窓から、次々に飛び出す、影。

　小さな二匹の鳥と、紙きれのような飛行物体。――恐らく、久く那な斗との民の面々だろう。

　一弥は、優勝旗を高く空に掲げ、大きく左右に振ってみせた。

　きっと、パウエルは見ているだろう。

　彼女は自分のことのように大喜びして。はしゃいで……。

　そして、いつかまた、騒ぎを起こしにやってくるのだ。



（世界最大のこびと２　終わり）



    

  
    
      


あとがき



　こんにちは。羽はね田だ奈な緒お子こです。

　皆さんが応援して下さったおかげで、二巻が出ることになりました。ありがとうございます。



　さて、前作『世界最大のこびと』は、何やら賞をいただいたようで……。

　そんなわけで、先日東京に行って参りました。何でも、授賞式とやらが行われるというのです。新幹線に乗るのは、修学旅行を除き、初めてです。数年前までは、電車にすら乗れなかった作者なので、かなりの進歩のような気がしなくもありません。

　東京に着き、もう一人の受賞者である、平ひら坂さか読よみ先生にお会いしました。

「かわいいっぽい話で、羽田奈緒子って女みたいな名前をして、本当はきっと男なんだろうな、と思っていたら……」

　と言って下さいました。平坂先生はとってもいい方でした。特に○○な会話や○○な会話が楽しかったです。

　肝心の授賞式ですが、特に話の種になるようなおもしろおかしい事件は起きませんでした。ただ、いただいたパウエルのイラスト付きの盾は、とってもかわいかったです。

　翌日には、ソースを買いにスーパーに行き、ソースでかばんをいっぱいにして、家まで帰りました。途中、

（もし、今わたしを狙ねらっているヒットマンがいて、わたしの背負っている白いかばんに銃弾を当てたならば……）

　ということを考えていました。

『……銃弾で撃たれるという事件がありました。羽田さんは、背中などを撃たれましたが、弾は羽田さんが偶然持っていたソースに当たっただけで、無傷でした』

　幸運にも、この空想は現実のものとはならず、わたしがソースの海を作ることもありませんでした。

　ただ、家に帰ってから、手品のように次々とソースをかばんの中から取り出すわたしに、母は案の定呆あきれてくれました。

　ソースは、おいしかったです。



　　二〇〇四年　一〇月

羽田奈緒子（実は醤しよ油うゆ派）



    

  
    
      

　著者

　羽田奈緒子（はねだ・なおこ）

　　山形県出身、兵庫県在住。

　　世の中の流れに、ついていく気がない、ぼんやり系人間。

　　ただし、風邪だけはいつも流行の最先端をゆく。

　　今年の夏は涼しかったので、クーラーはあきらめました。



　イラスト

　戸部淑（とべ・すなほ）

　　福岡出身神奈川在住のイラストレーター。代表作は『CROSSGATE POWER UP KIT2』（スクウェアエニックス）『Riviera～約束の地リヴィエラ～』（スティング）『デュアン・サークⅡ』（電撃文庫）イラスト等。



    

  
    
      

世界最大のこびと２

世界最小の再会
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